

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「これで俺も天涯孤独の身か……」

　疲れた身体を倒れ込むようにしてベッドに投げだす。

　両親を幼い頃に亡くした俺を育ててくれた祖父が他界してから十日。葬儀や諸もろ々もろの手続きを終えたのが、つい二時間前のことだ。

「なんだか呆ぼう然ぜんとしているうちに十日間が過ぎちゃったな……」

　寝転んだままメールをチェックすると、就職活動先の企業から連絡が入っていた。結果はこれまでと同じだ。朝あさ倉くら大だい地ち様　────、俺の名前から始まる書き出し。続くのはどこの企業も似たり寄ったりのお断りの文章だ。

「落ちたか……」

　自分の沈んだ声が耳に響く。声は沈んでいるが落胆はしていない。ただ、大学の友人と顔を合わせるのが益ます々ます嫌になっただけだ。まぶたを閉じると大学の友人たちの優越感に満ちた顔が脳裏をよぎる。

『奨学金を返さないとならないんだろ？　どこでもいいから就職しちゃえよ』

『やりたい事よりも、先まずは就職することを優先しろよ』

『就職浪人じゃ、彼女逃げちゃうよ』

『高望みするからだろ。俺なんてメチャクチャ妥協したんだぜ』

　奨学金には感謝している。

　この制度がなかったら大学なんて考えられなかった。

　やりたい事なんてない。

　それを悟られるのが嫌で「マスコミ関係の仕事に就きたい」などと口にしていただけだ。

　彼女なんていねえよ。

　アルバイト先で仲良くなった女子高生を勝手に彼女ってことにしてただけだよ。

　高望みなんてしちゃいない。

　ただ、じいちゃんの喜ぶ顔が見たくて少しでもいい会社に入ろうとしただけだ。

　心の内で愚痴が溢こぼれた。

「結局、最後までじいちゃんを喜ばせてやれなかったな」

　祖父の優しい笑顔と声が蘇よみがえる。

『優しい子に育ってくれて嬉うれしいよ。お前はワシの自慢の孫だ』

『まだ若いんだから焦る必要なんてない。ゆっくりと自分のやりたいことを探しなさい』

「ミャー」

　俺の腹の上にモフモフの毛玉が飛び乗った。生後六ヵ月になる愛猫のニケだ。

「そうだな、お前がいたな」

「ゴロゴロ」

　長毛種独特の手触りの良い長い毛をなでると甘えた声を上げた。

「落ち込んでいても仕方がない。昼飯を食べたら就職活動の続きだ」

　己を鼓舞してベッドに半身を起こすと、右手に何かが触れた。それは祖父の遺品を整理していたときに出てきた木製の小箱。

「そう言えば、古い指輪が入っていたな」

　小箱を開けるとおよそ女性が身に着けなさそうな古臭いデザインの武骨な指輪が三つ並んでいた。一つは、小さな四つの印章が連なって大きな一つの印章を形作っていた。残りの二つは、どちらも印章が真っ二つに割れたような形をしており、まるで対になるようなデザインだ。取りだした二つの指輪を重ねると印章部分がピタリと合った。何の気なしにその二つの指輪を左手の中指にはめてみると、まるであつらえたようにはまる。

「ぴったりだ」

「ミャー」

　腹の上から飛び降りたニケが小箱に残された指輪をくわえた。

　不味まずい、飲み込んだりしたら大変だ。

「ニケ、それはダメだ」

　指輪を取り戻そうと左手を伸ばすと、ニケのくわえていた指輪と俺の左手の指輪がかすかに触れ、小さな金属音が響く。

　次の瞬間、俺の頬を暖かな風がなで、夏草の匂いが鼻び腔こうをくすぐった。地平線まで見渡せるほどの広大な草原が眼前に広がっていた。呆然と辺りを眺める俺にニケが甘えるようにすり寄る。

「ゴロゴロ」

「夢でも見ているのか？」

　恐る恐る辺りを見回す。正面には草原が広がり背後には街道らしきものが見え、その向こうには森が広がっていた。見渡す限り人の気配はない。

「どこだよ、ここ……。何でこんなところにいるんだ……？」

　俺はニケを膝ひざに乗せたまま数十秒前に起きたことを思い返す。

「俺はさっきまでベッドの上にいた。疲労感や空腹感から考えてほとんど時間が経っていないのは確かだ」

「ミャー」

　すり寄るニケを抱きかかえてさらに自問する。

「こうなる直前の出来事、何か普段と違うことはないか……？　そうだ、指輪！　指輪だ！」

　急ぎ自分の左手を見たが、そこに指輪はない。続いてニケに視線を移したがくわえていたはずの指輪もなかった。

「落としたのか？」

　慌てて周囲を捜すがそれらしきものは見当たらない。

「いや、少なくとも指にはめていたんだ。そう簡単に落とすはずがない。どうなっているのか分からないが、指輪が消えたこととこの状況に何らかの関連があると考えていいよな」

　俺の指輪とニケがくわえた指輪がぶつかった映像が鮮明に蘇る。

　間違いない、直前にあった出来事はあれだ。

　俺の脳裏に『異世界転移』という単語が浮かんだ。

「漫画やアニメじゃあるまいし……」

　書棚に並んだ漫画や小説が脳裏をよぎる。

「まさかここが異世界ってことはないよな……」

　背筋がゾクリとした。たとえ異世界でなかったとしても野生動物に襲われたら、どうやって戦う？　いや、どうやって逃げる？

　戦うための武器がないどころか靴すら履いていない。街道らしきものはあったが、現代人が裸足はだしで舗装されていない道路をどれだけ歩くことができるのか。

「異世界なら何かチート能力とかあってもいいだろ！　頼む、神様！」

　俺は祈るように定番の言葉を口にする。

「ステータスオープン」

　恐る恐る目を開けるが何の変化もなかった。

「詰んだな……」

　落胆する俺の頬をニケが舐なめる。

「ミャー」

「お前は気楽でいいよな」

　振り向くとニケが俺の顔の高さでフワフワと浮いていた。

「ミャー、ミャー」

「え？」

　座ったまま後あと退ずさるとニケが空中をフワフワと浮きながら追いかけてきた。

「ミャー」

「ニケ、お前いつから飛べるようになったんだ！」

「ゴロゴロ」

　ニケが甘えた鳴き声を上げてすり寄る。

「もしかして、チート能力は俺じゃなくお前が授かったのか？」

「ミャ？」

「無理だ、生きていける気がしない」

「ミャー」

「いや、待てよ。ニケにチート能力があるならまだ望みはある。となると、次にやることはニケの能力の把握だな」

　俺がそう口にした瞬間、眼前に半透明のボードが現れる。

「これって、もしかしてニケのステータスボードなのか？」

　眼前に現れた半透明のボードを注視すると、そこには俺の名前が書かれていた。

　名前：大地
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　家名：朝倉

　魔法：無属性魔法

　特殊スキル：トレーダー　鑑定

「違う、俺のステータスボードだ」

　胸の奥底から不思議な高揚感が込み上げ、先ほどまで渦巻いていた不安と恐怖が急速に薄らぐ。

「よし！　俺にもチートスキルがある！　トレーダーというのはよく分からないけど、鑑定はチートスキルの定番だ！」

　状況が厳しいことに変わりはないが、それでも不思議と安あん堵どの気持ちが湧き上がった。

「ミャー」

　俺は自分の周りをフワフワと飛び回るニケに意識を集中した。

　名前：ニケ

　家名：朝倉

　魔法：無属性魔法

　精霊魔法：土魔法　水魔法　火魔法　風魔法

「ニケ……。お前、俺よりも凄すごくないか？」

「ミャー？」

　どちらもチート能力を持っていたことは行幸だ。お互い単独でいるよりも協力し合うことで生存確率が上がるのは間違いない。どうせ日本に帰っても天涯孤独の身。それどころかあと半年もすればニートの可能性だってある。それならお前と協力し合ってこの世界で生きていく手段を探す方が賢明だ。

　そうと決まれば最優先すべきはスキルの検証である。

「先まずは、鑑定スキルの続きだ」

　俺はニケを抱いたまま、周囲に自生している草に意識を集中した。ステータスボードが空中に現れ、そこに雑草の名前や特性などの情報が浮かび上がると想像していたのだが、実際には違った。頭のなかに雑草の名前が流れ込む。さらに意識を集中するとそれぞれの雑草の特性や効能などが流れ込んできた。

「概おおむね予想通りの能力だ」

　鑑定スキルの結果に満足した俺は、緩んだ口元を引き締めて半透明のボードに書かれた『トレーダー』の文字に意識を傾ける。途端、トレーダースキルの詳細が頭のなかに流れ込んできた。

「うわ！　何だよ、これ！　これが……、トレーダーの能力、なのか……？」

　心臓が大きく跳ねる。自分でも心拍数が上がっているのが分かる。

「凄いぞ、トレーダースキル」

　それは異世界転生の漫画でよく出てくるチート能力の一つである異空間収納ストレージの上位互換ともいえるスキルだった。異空間収納内に取り込んだ物品や資源を『トレードポイント』に変換。そのトレードポイントでこの世界だけでなく、元の世界からも物品や資源を取り寄せられるというスキルだった。

　思わず拳こぶしを握りしめた。先ほどとは比べものにならない高揚感に襲われる。

「このスキル、大当たりじゃないか！」

　退屈でくだらない日常が俺のなかで音を立てて崩れて行く。異世界、何て刺激的な響きだ。

「ミャッ！　ミャー！」

　興奮して強く抱きしめてしまったらしく、俺の腕のなかでニケが抗議の鳴き声を上げた。

「ごめん、ごめん」

　慌てて力を緩めると腕から抜けだしたニケが地面へと飛び降りる。

「ミャー？」

「すまないな。少しそこで大人しくしていてくれよ」

　足元で鎮座するニケに向けてそう言うと、はやる気持ちを抑えてトレーダースキルの検証に移ることにした。

「さて、手始めはこのあたりかな」

　足元に自生している雑草を無造作にむしり取って異空間収納へと収納する。

「ミャ？」

　俺の右手を不思議そうに見つめるニケの仕し種ぐさに自然と口元が綻ほころぶ。

「驚いているのか？」

「ミャー」

「そうだろ、そうだろ。驚くよなー」

　俺は上機嫌でニケに話しかけると再び雑草に手を伸ばした。

「ニケ、よーく見てろよ」

　ニケが興味深そうに手の動きを追っているのを確認すると、先ほどよりもゆっくりと雑草を引き抜き異空間収納へと収納した。

「ミャ！」

　驚いて飛び退すさったニケだったが、すぐに引き抜かれた雑草があるはずの手に近寄るとフンフンと匂いを嗅かぎだした。ニケの仕種が俺のいたずら心をくすぐる。

「そら！」

　声とともに消えたはずの雑草を手のひらに出現させる。驚いたのだろう、ニケが鳴き声も上げずに飛び退った。

「相変わらず、妙に人間臭い反応するな」

「ミャー！」

「ごめん、ごめん。怒るなよ」

　抗議の鳴き声を上げるニケを抱き上げ、俺は街道へと向かって歩きだした。

　草原を歩くこと十数分。

「やっぱり街道だ」

　踏み固められてできたような道が森の外周に沿って延びていた。道幅は四メートルほどで路面には蹄ひづめらしき痕こん跡せきと幾筋もの線状の跡がある。

「これって馬車……だよな」

　しゃがみ込んで線の一つを指でなぞった。インターネットで見た映像と街道に刻まれた跡を比較して、これが馬車の轍わだちかそれに近い何かだと確信する。

「さて、それじゃ本格的にスキルの検証を始めるか」

　先ずは自生している大木をポイント変換して現代日本から食料を取り寄せるところからだ。それが出来れば、少なくとも生きて行くことは出来そうだ。

　街道の向こう側、十メートルほど先にある広葉樹に狙いを定めて意識を集中する。次の瞬間、広葉樹が消えた。急いで確認するとたったいま取り込んだ広葉樹がアイコンとなってステータスボードに表示されていた。

「よし、次だ！」

　広葉樹のアイコンに意識を集中してトレードポイントに変換することを思い浮かべると、瞬く間に広葉樹のアイコンが消えてトレードポイントに数字が加算された。続いて、トレッキングシューズをイメージする。トレードポイントの数字が減り、トレッキングシューズのアイコンが追加された。

「次は水と食料だ」

　コンビニで買うペットボトルのミネラルウォーターとおにぎり、ニケが普段食べているキャットフードをイメージする。するとステータスボードにたったいまイメージした商品がアイコンとして並んだ。

　成功だ！　これで何とか生きて行ける目め処どがついた！　いや、それどころかトレードスキルを使って商人としてのし上がることも夢じゃないぞ。やりようによっては富豪だ。就職に困っていた数十分前とは大違いだ。

「明るい未来があるってのはいいねー。自然とモチベーションが上がってくる」

　俺は次の行動に移ることにした。森に自生している比較的大きな樹木や巨岩を次々と異空間収納へと収納する。三十分ほどしたところで収納作業を中断した。

「随分と収納したけど、限界には程遠そうだな」

　ステータスボードに意識を向けると数百にもなる樹木や岩のアイコンが並んでいるが、どれも非生命体か伐採した樹木や植物ばかりだった。一緒に取り込んだはずの昆虫は見当たらない。

「枝に止まっている小鳥を取り込むのも失敗したし、どうやら生物を取り込むのは無理なようだな」

　樹木や岩のアイコンに意識を向けると、それらは次々とステータスボードから消えて行った。代わりにトレードポイントの数字が勢い良く上昇する。

「腹も空すいたし、食事にするか」

　ミネラルウォーターの隣にコンビニで売られている弁当やおにぎりのアイコンが現れた。

　商品のアイコンを見た瞬間、俺はふと生きている商品を取り寄せられるか試してみることを思い付く。ペットショップを意識するとステータスボード上にペット用品のアイコンが幾つも並んだ。しかし、子犬や子猫、熱帯魚などの生物は表示されない。

「無理だったか……」

　この世界の生物を収納できなかったので、生きた状態で収納するのは無理なのだと予想はしていたが、それでも軽く落ち込む。

「生きたまま収納できれば色々と可能性が広がったのになあ」

「ミャア」

「それよりも食事。あとはテーブルと椅子だ」

　心配そうに顔を覗のぞき込むニケに笑いかけ、再びステータスボードに意識を向ける。すると、イメージした物がそのままアイコンとなって並んだ。

　次はこのアイコンを具現化する。俺がイメージした通り、街道脇の草原にキャンプ用のテーブルと椅子が現れた。テーブルの上にはペットボトルに入ったミネラルウォーターとおにぎり。テーブルの下には猫用の食器に入ったキャットフード。

「昼飯を食べたら、次はお前のスキルを検証するからな」

　キャットフードに夢中になっているニケだったが、俺の言葉に「ミャー」と短く答えた。

「どこまでをトレードスキルの交換対象として認識してくれるかも検証する必要があるな」

　次に必要なのは限界を知ることだ。

「できれば武器、戦うための道具が欲しい」

　拳けん銃じゆうは無理にしてもボウガンやナイフくらいは取り寄せたい。俺はおにぎりを食べながら次の検証の項目を頭のなかで整理することにした。




　　　　◇




「水の弾丸ウオーターブレツト！」

　掛け声とともに百メートルほど先にある大木を指さすと、目標とした大木から五メートルほど横にある大木を水の弾丸が射貫いた。直径一メートルはあろうかという大木に直径十センチメートルほどの穴が穿うがたれている。

「弾丸というよりも徹甲弾だな」

　命中精度はともかく、戦車の装甲でも貫きそうな威力に頼もしさを覚える。

　ニケが所有する精霊魔法のスキルの検証を始めてから三時間余あまり。土、水、火、風と四つの精霊魔法を試してみたが、水以外の精霊魔法は制御が難しいのか威力にバラツキがあり命中精度も非常に低かった。そんななか、水の弾丸だけは実用に耐えられそうなところまでこぎつけた。

「当面は水の弾丸に磨きをかけるか」

「フーッ！」

　ニケの頭をなでようとした瞬間、森に向かって威嚇を始めた。

「どうした！」

　魔物？　脳裏に不吉な単語が浮かぶ。左手でニケを抱え、右手に薪まき割わり用の斧おのを持って草原へと入ると、背の高い草の陰に身を潜めた。息を殺して街道越しに森の奥をうかがう。わずかに茂みが揺れた。風とは明らかに違う揺れだ。斧を握る手にかいた汗を衣服で拭ぬぐって斧を握り直す。再び茂みが揺れた。揺れたのは一ヶ所だけ。

「魔物にしろ、野生動物にしろ、相手は単体の可能性が高い」

　自分を落ち着かせようと言い聞かせるようにつぶやく。飲み込んだ固かた唾ずの音が耳に響く。早鐘のように打つ心臓の鼓動が焦燥感を掻かき立てる。心臓の音がやけに大きく聞こえる……。改めて茂みが揺れたあたりを凝視する。茂みの奥に光るものが見えたかと思うと、突然、茂みが割れた。現れたのは大型のネコ科と思おぼしき動物。

「黒い、虎……？」

　姿こそ虎によく似ていたが、黒い体毛に焦げ茶色の縞しま模も様ようをした生物がその全身を現した。俺が知る虎とは大きさがまるで違う。

「ヒグマが可愛く見える」

　地球の虎の三倍はあろうかという大きさだ。その姿を目にした途端、恐怖が全身を襲う。斧を握りしめる手が震えた。上下の歯が小刻みにぶつかり合う。気が付くと俺は地面に座り込んでいた。

「ダメだ、薪割り用の斧で戦えるような相手じゃない」

　俺はすぐに異空間収納の内部へと意識を向ける。

　何かないか！　あの虎と戦える武器は！　いや、追い払うだけでもいい。考えるんだ！

　焦る気持ちを抑えて異空間収納に収納した品物を確認する。ページがめくられるように表示される品物が次々と変わる。

　これだ！　一つのアイコンの上で目が留まった。

「やるなら先制攻撃だ。反撃の機会を与えずに仕留める」

　腹を括くくった俺は、全身を顕あらわにした虎に視線を定める。ゆっくりと辺りを見回す黒い巨大な虎。その姿に背筋を冷たいものが伝う。

「落ち着け、まだ距離はある。大丈夫だ、百メートルの距離があれば最初の一撃で仕留められなくても次で仕留められる」

　対象物の重量や大きさに関係なく収納する限界距離、収納したものを出現させる限界距離ともに百メートル。トレードスキルの検証過程で何度も確認している。

　黒い虎が巨体をゆっくりと前へと進める。

　足がすくむ。震えが止まらない。

「敵が効果範囲に入ったら能力を発動するだけだ。俺はそれまでただ待てばいい」

　あと十メートル。一つ目の武器のアイコンに意識を向け、その大きな扉を開く。続いて二つ目のアイコンに意識を向けると液体が揺れる映像が脳内に映された。

「準備は万全だ」

　再び意識を黒い巨大な虎へと向けると、スキルの効果範囲まであとわずかの距離に迫っていた。左腕に抱えたニケも虎を睨にらみ付けている。

「大丈夫だ、安心しろ」

　そっとニケの頭をなでたそのとき、黒い巨大な虎が効果範囲に入った。

　ここだ！　虎の足元にぽっかりと大きな空間が出現する。地面の土を異空間収納へと取り込んだ結果、深く巨大な落とし穴が瞬時にして作られた。

「ガァー！」

　突然足場を失った虎は為なす術すべもなくバランスを崩し、咆ほう哮こうを上げて落とし穴へと吸い込まれる。

「よし、次だ！」

　攻撃はここからが本番だ！　間髪を容いれず、黒い虎を吸い込む巨大な落とし穴のなかに口を開けたコンテナを出現させる。黒い巨体がコンテナのなかへと吸い込まれた！

「これで、お終しまいだ！」

　虎が落下しきる前にコンテナのなかに大量の液体窒素を送り込む。コンテナの下部三分の一を液体窒素が満たすと同時に激しい水音が聞こえた。

「ゴアァー！」

　続いて、コンテナのなかから虎の呻うめき声が響く。

「やった、のか？」

「ミャー」

　腕のなかから俺を見つめるニケに微笑みかける。

「どうだ、俺の作戦は？」

　俺が「大したもんだろ？」と続けようとした瞬間、落とし穴から巨大な何かが飛びだしてきた。

「ガァー！」

　咆哮が轟とどろく。落とし穴から飛びだしてきたのは体毛を白く凍り付かせた巨大な虎。

「まさか……」

「グルルー」

　不気味なうなり声を上げて辺りを見回す巨大な虎。怒りを湛たたえた双そう眸ぼうが俺をとらえた。

「武器だ、戦える武器！」

　異空間収納内で武器になりそうなものを必死に探す俺の傍らでニケが威嚇の鳴き声を上げる。

「フーッ」

　威嚇の鳴き声とともに俺と練習していた水の弾丸を撃ちだした。次々と撃ちだされる水の弾丸が地面を大きく穿ち土煙を上げ、森の大木を貫く。だが、虎の勢いは止まらない。

「ゴァーッ！」

　一際大きな咆哮を上げると、体表を氷漬けにされた虎が、狙いが定まらないニケの攻撃を掻い潜くぐって駆ける。

「何かないのか！　何でもいい！　そうだ壁、壁になりそうなもの」

　必死に異空間収納内を探す。俺の意識が一つのアイコンの上で止まった。

「これなら……」

　固唾を飲み込んで迫る虎の位置と速度を確認する。

　距離は三十メートル。液体窒素による攻撃のせいで幾分か動きが鈍くなっているとはいえ、黒く巨大な虎がもの凄すごい勢いで迫るのは迫力があった。全身から汗が噴きだす。震える脚を自身の拳こぶしで殴りつけ、恐怖ですくみ上がりそうになる脚と心を鼓舞する。

「逃げ場はないんだ！　迎え撃たなきゃ、ここで終わる！」

　あと十メートル！　先ほどまで焦りを増長させるように激しく打っていた心臓の音が消えた。震えが止まった。虎の動きが妙に遅く見える。

「もしかして、俺、随分と落ち着いてないか？」

　そうつぶやいた瞬間、俺に狙いを定めた黒い巨大な虎が宙に舞った。

「ラストチャンス！」

　その言葉とともに虎の数倍はあろうかという巨大な岩が空中に出現した。スキルの検証をしていたときに取りこんだ巨岩。一度に収納できる限界を確認するために取り込んだもののなかで最大の重量物。それを飛び掛かった虎の軌道に合わせるように出現させた。巨岩と虎は互いに引き合うように地表近くで重なると、巨岩はその重量で虎を地面へと叩たたき落とし、そのまま押しつぶす。

「グオー！」

　断末魔の咆哮が轟く。重量物が地面に衝突したとき特有の鈍い音と振動が響き、土煙が舞った。

「今度こそ、やったよ、な……」

　土煙が晴れると巨岩の下敷きになっている黒く巨大な虎の首があらぬ方向に曲がっているのが見えた。

「念のため、異空間収納に取り込もう」

　その瞬間、恐怖の対象であった黒く巨大な虎が消え、異空間収納内にアイコンとして現れた。
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「取り敢あえずはこんなものかな」

　コンテナと液体窒素、巨岩、倒れた大木など、目立った戦闘の痕こん跡せきをあらかた異空間収納へと取り込む。作業を終えた俺は辺りをゆっくりと見回した。虎との直接戦闘の痕跡も『何が起きたか』を想像させることはできない程度まで擬装できている。焼けた森の一部は草原の表層や森の樹木を少しずつ移植した甲か斐いあって、夜営した際に誤って小ぼ火やを起こしたように見えるはずだ。さらに数十個ほどの巨岩と百本近い大木を根ごと抜き取った痕跡。こちらも森の他の地域から移植してそれなりにごまかせている。

「トレードスキル、チートすぎだな」

「ニャー」

「もう少し待っていてくれ」

　甘えた声を上げるニケにそう言い聞かせてトレードスキルに意識を集中した。眼前にステータスボードが現れ、取り込んだばかりの黒い巨大な虎や大木、巨岩などがアイコンとして映し出される。それをまとめてポイント変換すると、ステータスボードにあったアイコンの大半が瞬時に消え、『トレードポイント』の項目の数字が跳ね上がった。

「桁が増えた！　もしかしてさっきの黒い虎のせいか？」

　答えが出るわけでもないし、いまは考えるのをやめておこう。俺はステータスボードから様変わりした森へと視線を移した。

「やっぱり、伐採権とか採掘権ってあるんだろうか……」

　森に自生していた大木と転がっていた巨岩をトレードスキルでポイントに変換し、現代から様々なものを取り寄せたことに良心の呵か責しやくを覚える。

「持ち主が分かったら必ず恩返ししますから、ここは『借り』ということでよろしくお願いします」

　森に向かって一礼して、意識を切り替える。

　ステータスボードに向かってオフロード車をイメージした。ボード上に何種類ものオフロード車の画像が浮かび、取り寄せるのに必要なトレードポイントが表示される。俺はそのなかからポピュラーなオフロード車を選択する。

「ニケ、移動するぞ！」

　街道に現れたオフロード車へと飛び乗った。

　オフロード車で移動すること数十分後。代わり映えのしない景色が広がる街道で車を停めて自身の装備を調える。

「よし、こんなもんだろう」

　夏の山に多めの荷物を抱えてキャンプをしにきた大学生といった格好である。異なる点といえば、腰に大振りのナイフと手て斧おのを差し、リュックサックに複合弓と矢が括りつけられているところだろう。

「夜営用のコンテナも新しく取り寄せたし、水と食料、ニケのエサも十分、と」

　ステータスボードに映し出されたアイコンを確認し終えた俺は、ボードを別のタブへと切り替えた。切り替わったタブに表示されていたのは、液体窒素、ガソリン、硫酸、熊撃退用のマスタードスプレー、ライフル銃、等々の戦闘に関する品々。

「心の安寧のためには必要なものだ」

　次のタブへと切り替える。そこには、塩、砂糖、胡こ椒しよう、オリーブオイル、酒類、使い捨てライター、懐中電灯など、異世界で換金できそうな品々が並んでいた。

　田舎から出てきた駆け出しの行商人で、複数の国と交易ができそうな商業都市に店をだすのが目標。それが俺の考えた設定だった。

「さあ、いよいよファーストコンタクトだ」

　口元を引き締めて近くの岩の上に腰をおろす。

　十数分前、ドローンを飛ばして周囲を確認したときに隊商らしき十台の馬車が少し離れた街道沿いに停まっているのを確認している。特に忙しく動く様子もなかったので小休止をしていたのだろう。俺はこの場で隊商が来るのを待ち、偶然を装って彼らと接触することを選んだ。

「さっきの虎とはまた違った緊張があるな」

　気持ちを落ち着かせようと、膝ひざの上で丸くなるニケの背をなでる。

「さあ、来るぞ」

　二頭の馬に騎乗した二人の少女が視界に入った。どちらも西欧風の容よう貌ぼうで整った顔立ちである。一人は十代半ばで中世ヨーロッパの村むら娘むすめ風の衣装にマントを羽織っていた。もう一人は二十歳前後。革の鎧よろいに身を包み腰に長剣を帯びた軽戦士を連想させる出いで立ちである。十台規模の馬車隊の先遣隊が二人の少女だけとは意外だった。

　いや、先遣隊を任せられるだけの能力があると考えるべきだな。

　互いに警戒するように相手から視線を逸そらさずにいると、村娘風の少女を背後に庇かばうようにして帯剣した少女が進みでた。ポニーテールにした長い金髪が騎馬の歩調に合わせて軽やかに揺れる。

「一人旅かしら？」

　周囲を警戒しているのが明らかだ。視線が忙せわしなく辺りをうかがう。

　もしかして盗賊の仲間と思われたかな？　旅人を装った囮おとりを使って不意打ちを仕掛ける、そんな作戦が思い浮かんだ。

　俺はニケを抱えて両手が塞ふさがった状態で立ち上がる。

「一人と一匹です」

「猫ちゃん？」

　騎馬から下りた村娘風の少女が帯剣した少女の背後から興味深そうにニケを覗のぞき込んだ。帯剣した少女とは対照的に警戒している様子はない。

「猫は珍しいですか？」

「猫ちゃんはよく見ますが、そんな風に毛の長い猫ちゃんは初めて見ました」

「私は朝倉大地。こっちは相棒のニケです」

「アリシア・ハートランドです」

　なんとも魅力的な笑顔だ。高校生時代に出会っていたら一ひと目め惚ぼれしてただろうな。翻って帯剣した少女は眉み間けんにしわを寄せていた。アリシアと名乗る少女が迂う闊かつに名前を告げたことに苦言を呈したそうな顔つきだ。

　穏やかな笑みを浮かべる少女にニケを差しだす。

「よかったら触ってみますか？」

「わあ！　嬉うれしい！」

　破顔する少女と俺との間に帯剣した少女が騎馬から飛び下りて割って入る。

「アリシアさん、迂闊です」

「ごめんなさい」

　帯剣した少女の視線がしょんぼりとするアリシアから俺へと移る。

「もう一度聞くわ、一人と一匹？」

「ええ、そうです」

　自分が田舎から出てきたばかりの行商人であることを簡単に説明した。

「行商人という割には随分と荷物が少ないのね」
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「傍はた目めにはそう見えますが実際は結構な量の商品を持ってきています。例えばこれ」

　リュックサックのなかから懐中電灯を取りだして自分自身に光を当てて見せた。

「マジックバッグに魔道具……」

「いえ、あの光を発している道具からは魔力を感じませんでした」

　ビンゴ！　俺とニケのステータスに魔法があったから、もしかしたらと思ったが、やはりマジックバッグや魔道具があるのか。そして、アリシアは魔力を感知できる、と。

「あの光る道具を見せて頂いても構いませんか？」

　アリシアが視線を帯剣した少女に向けると、少女の眉間のしわがさらに深くなった。

　不味まずいな。このままだと友好的な関係を築くチャンスを潰つぶしかねない。

「道具はここに置きます」

　俺はＬＥＤ懐中電灯を地面に置いて両手を上げた状態で数歩下がった。すると帯剣した少女が懐中電灯を拾い上げてアリシアへと渡す。

「操作して構いませんよ」

　俺が促すとアリシアが興奮気味に懐中電灯を操作し始めた。

「これ、やはり魔道具ではありません」

「これだけの明るさを魔力なしで実現しているというの……？」

「本当、不思議な道具です……」

　ＬＥＤ懐中電灯を点つけたり消したりして見入っている。

「興味があるようですね」

「はい、とても興味深いです」

　アリシアが目を輝かせて即答した。

「それ、差し上げますよ」

　彼女たちにとって未知の道具をいとも容易たやすく譲るという俺の言葉に二人の少女が驚く。

「そんなつもりでは」

「では、お貸ししますから存分に機能の確認をしてください」

　アリシアが帯剣した少女に無言で視線を向けると、少女は諦あきらめたようにため息を吐いて承諾の言葉を口にする。

「それではこちらの商品を少しの間お借りします」

「ありがとうございます。大切に扱わせて頂きます」

「分からないことがあれば気軽に聞いてください」

「はい」

「アリシアさん、気を許しすぎです」

「ごめんなさい……」

　帯剣した少女が破顔するアリシアをたしなめると、アリシアがまるで幼い子どものようにシュンとした。謝りながらも手はＬＥＤ懐中電灯をいじるのをやめない。

　そんなアリシアに内心でクスリと笑う。

「ところで、そちらは二人旅ですか？」

「隊商の護衛中よ」

　隊商の規模を告げずに腰の長剣をわずかに引き抜いて音を鳴らす。

「もし差し支つかえなければ次の町か村まで同行させて欲しいのですが、責任者に取り次いで頂けませんか？」

「悪い人ではなさそうですし、頼んであげてはどうでしょう？」

「あなた、怪しいわ」

　アリシアと帯剣した少女の声が重なった。

「心配なら武装を解除します」

「ろくに使えもしない武器を渡されても意味はないでしょう」

「え？」

　驚く俺に帯剣した少女は呆あきれたような顔をして説明する。

「その手、弓もナイフも使い慣れてないのが丸わかりよ」

「実はそうなんですよ」

　あっさりと認める俺に帯剣した少女が驚いた顔をし、その傍らでアリシアがクスクスと楽しげに笑った。

「それで、どうしたら馬車隊の責任者に会わせてもらえますか？」

　不測の事態なら責任者に取り次ぐくらいはしても良さそうなものだけど……、もう少し安心してもらえる材料が必要かな。

　俺が次の手を模索していると帯剣した少女が言った。

「商会長に取り次ぎます」

「ありがとうございます」

「カリーナよ」

　渋々といった様子で帯剣した少女が名乗り、アリシアが優しげな笑みを向ける。

「同行できるよう、私からも商会長に頼んでみますね」

「ありがとうございます。改めてよろしくお願いします」

　アリシアと握手しようと右手を差しだすと、ニケが彼女の腕のなかへと飛び込んだ。

「可愛い！」

「ミャー」

　行き場を失った右手をカリーナへと差しだす。

「改めてよろしくお願いします」

「商会長のところへ案内します。ただし、あたしから一メートル以上離れないこと」

　右手を差しだしたまま首を傾げる俺にカリーナが言う。

「魔術師を不用意に護衛対象に近付けるわけにはいかないでしょ」

「魔術師？」

「戦う術すべもなく、こんなところを一人旅しているなんて言わないでよね」

　厳しい口調でそう言うカリーナの傍ら、アリシアが武装していないことを示すように、ニケを抱いたまま両手を胸のあたりでひらひらと動かしている。

　なるほど、アリシアは魔術師なのか。

　装備しているナイフと斧おの、弓矢が使えないとなれば、魔術が身を守る手段だと考えるのは当然か。

「まあ、それなりには使えるかな」

　無属性魔法がスキル欄にあったし、実用に耐えられるかは甚だ疑問だけど、ニケも精霊魔法を使えるんだから嘘は言ってないよな。

「じゃあ、一緒に行きましょう」

　カリーナが俺の傍らに立った。

「あれ？　君も歩くの？」

「万が一のためよ」

　右手が腰の剣に添えられているのは威嚇だよな。

「君は長剣を使うんだ」

「口調が変わったわね」

「こっちが素なんだよ。年齢も近いし、このままでいいかな」

「口調の方はお好きにどうぞ。ただし、こちらを警戒させるような動きだけはしないようにしてね」

「俺ってそんなに怪しく見えるかな？」

「ええ、とっても」

　もう一人の少女、アリシアを見るとニケを抱きかかえたまま懐中電灯を興味深げにいじっていた。どうやら関心は俺よりもニケと懐中電灯にあるようだ。

　俺は二人の少女と連れ立って馬車隊へと向かって歩きだした。
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　アリシアとカリーナに一台の馬車の傍らへと案内された。

　馬車から降りてきたのはところどころ黒髪が残る白髪の男性。身長は百八十センチメートルほどで、肩幅は俺の倍ほどもある。その鍛え上げられた身体は年齢を感じさせないほどに引き締まっていた。

「カラムの町まで同行したいというのは君かね」

「大地・朝倉と申します」

「クラウス・ベルトラムだ。この隊商の責任者でベルトラム商会の会長をしている」

　ベルトラム商会がどの程度の影響力を持っているかは知らないけれど、徹底して下手に出ることにしよう。

「不ぶ躾しつけな頼みだということは重々承知しています」

「それで君は見返りに何を提供できる？」

　自分が雇った護衛の恩恵にあずかろうというのだから、商会長の言い分ももっともだ。

「こちらの品をお売りさせて頂きます」

　リュックサックから取りだす振りをして異空間収納から商品を取りだす。

　先まずはこの辺りで様子見だ。これに価値があれば良し。たとえ相応の価値がなかったとしても提示できる商品はいくらでもある。

　ソフトボール大に膨れ上がった布の袋を差しだすと、クラウス商会長の背後に控えていた壮年の男性が進みでて受け取った。

　男から袋を受け取ったクラウス商会長が一瞬驚きの表情を浮かべた。しかし、すぐに平静を装って質問をする。

「随分と気前がいいな？　それともこれの価値を知らないのか？」

「後者です。正確にはこの国でどの程度の価値があるのかを知りません」

「ほう」

　クラウス商会長が興味深そうに俺を見た。

「商品の価値は時と場所によって変わります。私の国では栽培こそされていますが、それでも希少で相応の価値のある商品です」

「随分と正直だな」

　クラウス商会長は、人生経験はもちろん商人としての経験も豊富なはずだ。大学生の俺が下手なハッタリをかましたところで悪手になるだけだ。

「私も商人の端くれです。過ぎた欲や嘘が身を亡ほろぼすということは心得ているつもりです」

「君のその考えには私も賛成だ」

　よし、ここまでは順調だ。俺は内心で胸をなでおろす。

「ありがとうございます。祖父の教えです」

「正直に言おう。この胡こ椒しよう、君の国ではそれなりの価値ということだが、この国では恐らく君の国の何倍もの価値がある商品だ」

「何倍も……？」

　他の商品を並べるまでもなく、胡椒だけで片が付きそうだな。

　クラウス商会長が言うには、この大陸で胡椒の栽培に成功した国はなく、大陸に流通する胡椒は全て別大陸からの輸入に頼っているのだそうだ。当然、胡椒を利用するのは貴族や富裕層に限られてくる。

「街なかで胡椒を販売するには許可が必要となるが、君は外国どころか別大陸からきたのだから当然許可証などもっていない。そうだろ？」

　なるほど、どんなに高額な商品でも俺が街なかで売ることはできないということか。だが、問題はそこじゃない。この大陸で胡椒が栽培されていないのは誤算だった。これで俺がこの大陸の人間でないことが明らかとなった。

　内心で後悔する俺にクラウス商会長が言う。

「容よう貌ぼうも身なりも異国風だと思っていたが、まさか別の大陸からの来訪者とはな」

「私が別の大陸から来たことは内密にお願いします」

　あくまで外国の田舎から出てきたということにして欲しいと頼んだ。

「まあ、別大陸から来たとなれば要らぬトラブルもあるかもしれんか」

　一人納得したクラウス商会長がその場にいた壮年の男性、そしてアリシアとカリーナにこのことを口外しないようにと命じた。

「ご配慮に感謝いたします」

「それでは胡椒の代金を用意させよう」

　たったいま口止めしたばかりの男に目配せする。

「お待ちください」

「何だね？」

「代金は別のもので頂けませんでしょうか？」

「別のもの……？」

　クラウス商会長が不思議そうな表情を浮かべる。

「私はこの国で商人になりたいと考えています。ですが、いまお話ししたように私はこの国の人間ではありません。私がこの国で生きて行くのに必要な知識と商人になるための手助けをして頂けないでしょうか？」

「随分と信用されたものだな」

「人を見る目はあると思いたいですね」

　本当は賭かけなのだがそれは口にしない。たとえ騙だまされて胡椒を巻き上げられたとしても、俺にしてみれば痛くもかゆくもないのだから気楽な賭けだ。

　クラウス商会長は豪快に笑うとすぐに真顔になって言う。

「だが、商人になるための手助けには少々足りんな」

「どれだけの胡椒が必要ですか？」

「これの三倍だ」

　しっかりしてるなー。だが、味方になってもらえると考えれば頼もしいか。

「分かりました」

　カバンから胡椒が入った五つの袋を取りだすと、クラウス商会長の口元が綻ほころんだ。

「やるじゃないか」

「これはという取引相手には、相手が想像する以上の対価を渡すべきだと祖父に教わりました」

　本当は祖父の教えではなく、何かの本で読んだ記憶である。報酬は相手が期待する以上のものであるほどより大きな信頼を得ることができる、とあった。

　クラウス商会長が壮年の男とカリーナに命令を下す。

「ロイド、胡椒を受け取れ」

「畏かしこまりました」

「カリーナ、アリシアさんの護衛を兼ねてとなるが、カラムの町までアサクラ殿を頼む」

「はい」

「アリシアさんもそれでよろしいですかな？」

「はい。あと、こちらの道具についてアサクラ様からもう少し詳しいお話を伺いたいのですが構いませんか？」

　懐中電灯を手にしたアリシアの言葉にクラウス商会長がうなずく。

「後ほど私にも会話の内容を教えて頂けるというのでしたらお任せいたします」

「もちろんです」

　クラウス商会長とロイドが立ち去ったのを見届けた俺は傍らのアリシアとカリーナに微笑む。

「二人ともよろしく」

「アサクラ様、よろしくお願いします」

「アサクラ様、こちらこそよろしくお願いします」

　とアリシアとカリーナ。

「大地で頼む。堅苦しいのは苦手なんだ。友人のように接してくれると嬉うれしいんだけどな」

　俺はすぐ側にいたアリシアの隣に並び、彼女の整った顔を覗のぞき込んだ。改めて間近で見ると大きくて綺き麗れいな瞳ひとみだ。まつ毛も長い。

「え？」

「どうしたの？」

　眼めを大きく見開いて戸惑うアリシアに代わってカリーナが抗議する。

「身体強化を使って女性に近付くなんて失礼にもほどがあります」

「身体強化？」

「いま、使いましたよね？」

　抗議するカリーナの隣で眼を大きく見開いたアリシアがコクコクと首を縦に振る。

「普通に近付いただけだよ」

　俺の答えにアリシアが不思議そうな顔をし、眉まゆをひそめたカリーナがため息を吐いた。

「無属性魔法はご存ぞん知じですよね？」

「知っている」

　検証はしていないけど、ステータスボードに書かれていた魔法だ。

「無属性魔法の代表的な利用形態が身体強化です」

　身体に無属性の魔力をまとわせて身体能力を一時的に向上させることを『身体強化』と呼ぶのだと説明してくれた。また、熟練者になれば武器や防具に無属性の魔力をまとわせて、耐久力や硬度を上げることができるのだという。

「もう一度聞きます。身体強化を使いましたよね？」

　カリーナの剣幕とアリシアの責めるような眼まな差ざしから、それがとても失礼な行為なのだと察しがついた。

「ごめん。もしかしたら無意識に使ったかもしれない」

「無意識ですか……」

「これまで、気にしたことがなかったんだ」

　俺がそう答えるとカリーナがアリシアに視線を投げかける。

「そういうことでしたら……」

「アリシアさんがこう言っているので、これから気を付けて下さればそれで十分です」

　この話はここまで、と踵きびすを返して先導しようとする彼女に聞く。

「どこへ行くんだ？」

「カリーナさんの上司である護衛隊長のところへ、アサクラ様のことを説明しに行きます」

　無言で歩を進めるカリーナに代わってアリシアが答えた。

「俺のことは大地と呼んでくれ」

「そういうわけには」

　アリシアの眼の前にニケを突きだして彼女の言葉を遮る。

「で、これが俺の相棒のニケ」

「ニャー」

「モフモフの猫ちゃん」

　ニケを眼の前にしたアリシアが思わず微笑んだ。

「触ってもいいよ」

「え？　いいんですか？」

　頬が緩んだ。

「フワフワのモフモフだぞ」

　さらにニケを近付けると毛先がアリシアの頬にかすかに触れる。絶妙のタイミングでニケが「ミャ」と短く鳴いた。

「もう一度抱っこする？」

　問いかけるとアリシアが遠慮がちに俺を見た。

　恥ずかしそうな表情、可愛いねー。

「手、離すよ」

「え！　そんな！　可哀想じゃないですか！」

　アリシアが空中でニケを抱きとめると、間髪を容いれずにニケが甘えた声を上げる。

「ニケちゃん、可愛いわねー」

「君が抱きしめているのがニケ。俺は大地」

　俺がニケに手を伸ばすと、彼女は俺の手から守るようにニケを抱きかかえたまま背を向けた。

　頬を染めてうつむくアリシアに言う。

「抱っこしたまま護衛隊長のところへ向かおうか」

「そ、そうですね。行きましょうか」

　消え入りそうな声のアリシアに「よく聞こえないな」と顔を近付ける。するとビクンッと震えて小さく飛び退すさった。

「ダ、ダイチ様、行きましょう」

「様？」

「ダイチ、さん……」

　俺は頬を染めるアリシアと並んで歩きだした。




　　　　◇




　護衛の冒険者や隊商の従業員たちが慌ただしく夜営の準備をしているなか、テントの一つでベルトラム商会の商会長であるクラウス・ベルトラムと側近のロイドがテーブルを挟んで向かい合っていた。テーブルの上には大地が渡した胡こ椒しようの入った袋が一つと数粒の胡椒が入った小皿が載せられている。

「ロイド、あの若者をどう思う？」

　クラウスの問いかけにロイドは先ほどのやり取りを思いだしながら慎重に答える。

「他の大陸から来たばかりにしては少々言葉が流りゆう暢ちようすぎるようですが……、頭の回転は速いようですし、礼儀も弁わきまえています。労働をしたことのない綺麗な手をしていましたから、恐らく裕福な家庭で育ちしっかりとした教育を受けたのでしょう」

　ロイドは前置きするように疑念を口にしてからクラウスの質問に答えた。

「私も同意見だ」

　クラウスは小さくうなずくと、胡椒を載せた小皿に軽く触れた。

「それで、こちらをどう見る？」

「素晴らしい品質ですな」

「ああ、これほど管理の行き届いた胡椒を見たのは初めてだ」

　ロイドとクラウス、表情を強こわばらせた二人がうなった。

「これほどの品物を惜しげもなく対価として渡すとは、よほどの資産家の子息か世情にうとい貴族のバカ息子のどちらかでしょう」

　ロイドがバッサリと切り捨てるが、クラウスはゆっくりと首を振って別の可能性を示す。

「案外、将来の大物かもしれんぞ」

　大物の素養はあるとしても、まだまだ世間知らずのひよっこだとその表情と口調が語っていた。

「これほど保存状態がいいということはアイテムボックスでしょうか？」

「恐らくな」

　ロイドの言うように、マジックバッグに保管してあったにしては状態が良すぎた。アイテムボックスは神の恩おん寵ちようであるスキルのなかでも希少なスキルである。格納場所はスキル所有者の作りだす異空間で、その収納量は所有者の魔力量に準じる。また、所有者しか出し入れすることはできず、収納空間内では時間が経過しない。マジックバッグはカバンやポーチに魔法を付与した魔道具で、本来の収納量を大幅に拡張して見た目以上の量を収納することができる。しかし、アイテムボックスとは異なり収納量は小さくバッグのなかの時間が止まることはない。

「マジックバッグからだす振りをしていたが、まず間違いないだろうな」

　とクラウス。

「海を渡ってもやっていけるという自信の源はアイテムボックスでしたか。若いですな」

「アイテムボックスのなかには価値のある商品がまだあると見るべきだろう。何よりも、我々の知らない国の知識を持っている」

「丁重な対応をするように周知いたしましょうか？」

「いや、そこまでする必要はないだろう。だが、失礼のない対応をするよう商会の者だけでなく、護衛にも周知しておけ」

「畏まりました」

　ロイドは一礼するとテントの外へと消えた。
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　アリシアとカリーナの二人と夜営の準備をする人たちの間を縫って進んでいると、土を積み上げた即席の竈かまどの側にいた十三、四歳の少女がカリーナを呼び止めた。

「カリーナお姉ちゃん、火をお願いしてもいいですか？」

　手には火打ち石と鋼を持っている。ちょうど火起こしをしようとしていたところのようだ。しかし、それが何でカリーナに火を頼むんだ？　もしかして魔法で火を起こすのか？

「ごめんなさい、コレットちゃん。いまお客様を案内しているところなの」

　いや、これはチャンスだ。もしかしたら魔法を使うところを見られるかもしれない。

「差し支つかえなければ火を起こすところを見せてくれないか？」

「アサクラ様がそれでいいなら」

　カリーナは不思議そうに俺を見た後、即席の竈へと足を向けた。

「ありがとう、カリーナお姉ちゃん」

「火打ち石で火を起こすって大変だものね」

　会話しながらカリーナが薪まきに手をかざすと、たちまち薪が燃え上がった。

　火の精霊魔法。詠唱をする様子もなし、と。

「いつも火起こしを手伝ってるの？」

「手が空いたときだけです」

　俺と会話しながら隣の竈にも火を入れる。

「火魔法が使えない者は火打ち石で火を起こすということか」

　俺のつぶやきを聞いたアリシアがささやく。

「火魔法が使えなくても他の魔法を使える人たちは火の魔道具を使います」

　何らかの魔法が使えさえすれば──、つまり、魔力さえあれば魔道具を使うことができるのだと教えてくれた。

「それだけではありません。魔力の有無で就ける職業も変わってきますし、同じ職業を希望するなら魔力がある人材を採用するのが普通です」

　魔力がない者は文明の恩恵を享受できずに原始的な道具に頼った生活をしているだけでなく、生活の糧を得る手段すらも不利益を被っていた。

　何とも不ふ憫びんな話だ。

「魔力があるかないかで人生が変わるわけか」

「アサクラ様」

　俺の独り言にコレットちゃんの顔色が変わり、カリーナが責めるような視線を向けた。

　しまった！　魔力がない彼女を目の前にしての発言じゃなかった。

　俺はすぐさま、うつむくコレットちゃんに謝る。

「ごめんね」

「大丈夫です。そういうのは慣れっこですから。それに、魔力がなくても立派な商会で働かせてもらっていますし、周りの人も皆さん優しくて、あれこれと助けてくれます」

　自分は他の魔力を持たない者に比べて恵まれているのだと健けな気げに微笑んだ。

　その笑顔に胸が締め付けられる。

「お兄さんも火をつける道具を持っているんだ」

　使い捨てライターに火を点ともすと、アリシアとカリーナ、コレットちゃんが息を呑のみ、驚きの視線を向けた。

「こんなに小さな火の魔道具なんて初めて見たわ。それに、宝石みたいに綺き麗れいで透き通っているのね」

「それも魔道具ではありませんよね？」

　とアリシアとカリーナ。

「本当、宝石みたい……」

　透き通った緑色のプラスチックをうっとりと見つめるコレットちゃんに、「これで火をつけてごらん」と使い捨てライターを使ってみないかと提案する。

「いえ、そんな高価なものを手にするなんてできません」

　尻しり込ごみするコレットちゃんの眼めの前で使い捨てライターを地面に落としてみせた。

　驚きのあまり息を止める三人。

「意外と丈夫なんだ。それにこんなものの一つや二つ壊したくらいで怒ったりしないから安心して使ってくれると嬉うれしいな」

　俺は拾い上げた使い捨てライターをコレットちゃんの手に押し込むと、拒む彼女を説得して実際に使ってもらうことにした。

　────四つ目の竈に火が入った。

「こんな素晴らしい道具があるなんて……」

　感嘆の声を上げるコレットちゃんの顔にどこか悲しそうな陰りを感じた。

　魔法が存在する世界で魔法を使える、多少の制約はあるにしろ地球の商品を自在に取り寄せることで商人として成り上がれる、と浮かれていた自分が酷ひどく身勝手で浅はかに思えた。同時に、魔力のない人たちの生活を少しでも豊かにしたい、そんな強い衝動が湧き上がる。

[image: ]

　この世界の価値観に一石を投じる。面白いじゃないか。

　魔力のない人たちでも地球の道具を使うことで魔力のある人たちと大きな差のない生活ができる。そしていずれは地球の知識と道具を普及させることで魔力のない人たちも俺の上得意となる。まだ具体的な構想なんてない。漠然とした未来を思うだけだ。それでも俄が然ぜんやる気がでてくる。

　どうせなら目標は大きくないとな。

「魔力がなくても使える魔道具をこの国に広めたいと思っているんだ」

　コレットちゃんに微笑むと、彼女も微笑み返す。

「お兄さんは異国の商人さんですよね？　こんな素晴らしい商品を持っているなら絶対に成功しますよ」

　笑顔で「ありがとうございます」とお礼を言うと、使い捨てライターを返そうと差しだした。

「色々と教えてもらったお礼と仕事を邪魔したお詫わびにそのライターは君にあげるよ」

「え！」

　固まる彼女からカリーナに視線を移す。

「じゃあ、行こうか」

「ちょ、ちょっと待ってください！　こんな高価な品物を頂くわけにはいきません」

　コレットちゃんが俺の手を掴つかんだ。

「それ、そんなに高価なものじゃないから」

　気にしないで受け取って欲しいと説得していると、背後から野太い声が聞こえた。

「カリーナ、こんなところで何をしているんだ？」

「隊長に会いに行く途中でした」

「俺に？」

　振り返ると熊のような大男がカリーナを見下ろしていた。

「ジェフリー隊長、こちらはベルトラムさんのお取引先の商人で、ダイチ・アサクラ様です。ダイチさん、こちらが護衛隊の隊長であるジェフリーさんです」

　カリーナが紹介した。

「次の町まで同行させて頂きます」

「俺はベルトラム商会の護衛隊を任されているジェフリーだ」

　隊長の視線が俺からカリーナに移ると、彼女は小さくうなずいて言う。

「ベルトラム商会長から、こちらのお客様の面倒を見るように言われました」

「アリシアさんとこちらの方、二人を護衛するということか？」

「はい」

　どうやらカリーナは俺の監視役のようだ。まあ、警戒されるのは想定の範囲内だけど、本人を眼の前にしてそれを匂わせないで欲しかったなー。

　話しかけるタイミングを逸したまま使い捨てライターを握りしめた少女を置き去りにして、俺たち三人はジェフリー隊長とともにその場をあとにした。




　　　　◇




　食事を終えた俺は早々に現代から取り寄せたテントへと引きこもった。四人用のテントで一人と一匹で寝るには十分な広さだ。

「少しやりすぎたかな」

　魔法で簡単に火を起こせる術すべと火打ち石と鋼で火を起こす術が混在する世界でライターにどれだけの商品価値があるのか。ちょっとした好奇心だった。

「予想外だった」

「ミャ？」

　俺の独り言にニケが反応した。

「何でもないよ」

「ミャー」

　テントに迷い込んだ小さな虫を追いかけるのに飽きたのか、そこが定位置とばかりに俺の腹の上で丸くなった。俺はニケをなでながら再び思考の淵ふちへと沈む。

　まさかライターの機能よりもプラスチックケースの方が衝撃を与えるとはな。カリーナと少女の驚いた顔が蘇よみがえる。

　町に着いたら使い捨てライターを売ってある程度の資金を稼ぐ計画を立てていた。一般的な家庭でも利用できる価格帯で販売して、この世界の一般的な住人が必要とするものが何なのかを集められる情報のパイプを作るつもりだった。しかし、パイプ作りは別の商品ですることになりそうだ。

「さて、今夜と明日とでどこまで広がるかな」

　使い捨てライターの存在はこの隊商の間で間違いなく広まる。

「アサクラ様、起きていますか？」

　カリーナだ。俺はニケを腹の上に乗せたまま返事をした。

「起きてる」

「夜分に申し訳ありませんが、商会長がお話をしたいとのことです」

　腕時計は二十時過ぎを指していた。カリーナの様子からして急ぎのようだ。昼間に渡した胡こ椒しようが脳裏をよぎり、一抹の不安が湧き上がる。

　まさか胡椒の品質に問題でもあったか？　これからの取り引きに影響しない程度の問題であってくれよ。

「分かった。すぐに仕度をする」

　俺はマジックバッグを装う擬装用のカバンと、腹の上で丸くなっているニケを抱きかかえてテントの外へとでた。カリーナは夜分と言っていたがテントの外は賑にぎやかなものだった。隊商の人たちはまだ起きている。焚たき火を囲むグループが三つ。酒を飲む者もいたが、大半はおしゃべりに夢中になっているように見えた。

「随分と賑やかだな」

「……ええ」

　短く素っ気ない返事。周囲の雰囲気もおかしい。やたらと視線を感じる。そのくせ俺とカリーナが側を通ると急に声が潜められる。

　そのときカリーナの足が止まった。

「こちらです」

　彼女の案内で訪れたのは周囲のテントよりも大きく形状も異なっていた。遊牧民のパオに似たテントに通される。

「失礼します」

　待っていたのはクラウス商会長とアリシアの二人。

「掛けなさい」

　促されるまま、俺はテーブルを挟んだ商会長の正面の椅子へと腰をおろした。

「夜遅くに申し訳ない」

「昼間お渡しした胡椒の品質に問題がありましたか？　もし少しでも品質に問題があったのでしたらお詫び申し上げます」

　すぐに新しい品物と交換する用意があることを申し出た。

「いやいや、胡椒の品質は素晴らしいものだったよ」

「それではどのような用件でしょう？」

「実はこれについて話をしたいと思ってね」

　テーブルに置かれた布の包みを開くと使い捨てライターが現れた。

「それは私が食事の用意をしていたコレットちゃんにあげたものですね」

「誤解しないでくれ。彼女から取り上げたりはしていない」

　使い捨てライターを貰もらったはいいが、聞いたこともないような魔道具の扱いに悩んだ末、雇い主であるクラウス商会長に相談しに来たのだという。

「君はこれにどれほどの価値があるのか分かっていないようだね」

　テーブルに置かれた使い捨てライターを指す。使い捨てライターの存在を知ったら、目の色を変えて「売って欲しい」と言ってくると思っていたがこの反応は予想外だ。

　一般家庭向けの消耗品として販売するつもりだったと言える雰囲気じゃなさそうだ。想定している価値を引き上げるか。

「貴族や富裕層が常用できる商品だと認識しています」

「君の国での価値はそうかもしれないが、この国での価値は……、恐らく途方もなく高い」

　クラウス商会長でさえどれほどの価値になるのか予想もつかないと困惑した表情で付け加えた。

「それは道具としての価値でしょうか？」

　俺の質問にクラウス商会長がゆっくりと首を振る。

　魔道具とは魔力のある者しか使えない。魔力のない者まで使える使い捨てライターは、それだけで火を起こす魔道具よりも価値があるのだという。しかし、問題としているのはケースだった。宝石ほどの値は付かないにしてもガラスと同程度の価格で取り引きされるだろうとクラウス商会長が語った。

「市場に中途半端な数が出回ると、貴族や裕福な者たちに高額で売りつけようとする輩やからが間違いなくでてくる」

　トラブルに巻き込まれる未来しか見えない。当面の資金源と考えていただけに痛い。

「軽率でした」

「知らなかったことだ。問題はこれからどうするかだな」

　なかったことにする、というのは無理そうな話だ。出来るだけ貴族とはかかわらないよう、一般家庭向けの商品を販売する店を起たち上げるつもりだったがその路線は潰ついえたか。となれば路線変更だ。

「実はこちらも貴族と富裕層向けに販売しようとしていた商品です」

　祖国でも高額な商品であることを付け加えながら、ガラス細工の置物をカバンから取りだした。

「綺き麗れい……！」

「な！」

　アリシアが感嘆の声を上げ、クラウス商会長が叫び声を上げて腰を浮かせた。顔には驚きよう愕がくの表情を浮かべ、視線はバラを象かたどったガラス細工に釘くぎ付づけである。

　あれ？　もしかして、やりすぎたか？

「待て！　早まるな！」

　クラウス商会長が叫び、アリシアが小さな悲鳴を上げた。突然の取り乱しように俺も呆あつ気けにとられる。そのとき、銀色の輝きが突然視界に現れた。

　刃やいばだ。気が付くと俺の首筋に刃が当てられていた。

　え？　何が起きたんだ？

「何も問題は起きていない。私が勝手に取り乱しただけだ」

　蒼そう白はくな顔のクラウス商会長。

　俺の首筋から剣が静かに離れる。振り向くとカリーナが長剣を鞘さやに納めるところだった。

「失礼いたしました」

「アサクラ殿、申し訳なかった」

　カリーナに続きクラウス商会長が深々と頭を下げる。

　そこで初めて何が起きたのか理解した。俺がクラウス商会長に危害を加えたと勘違いしたカリーナがテントに飛び込んで来たのだ。

『ただし、あたしから一メートル以上離れないこと』

　カリーナの涼やかな声が蘇る。何が一メートルだ。テントの外からここまで二メートルはあるぞ。それを一瞬で詰めた。しかも、彼女がテントに飛び込んでくるのにまったく気付かなかった……。

「すまない、アサクラ殿。不用意に声を上げてしまった私の落ち度だ」

「お気になさらずに」

　不敵な笑みを浮かべて見せる。

「剣を突き付けられたというのに動じていないようだな」

「彼女がテントの外に控えているのは知っていましたから」

　本当は何が起きたのか分からなかっただけなのだが、そんなことはおくびにもださない。

「それだけ落ち着いているなら、話を続けても大丈夫そうだな」

「カリーナさんも同席させてはどうでしょう」

　俺はガラス細工の置物を視線で示した。知られたのだから釘を刺しておいた方がいいのでは？　とクラウス商会長に無言で問いかける。

　何よりも俺が安心できる。次に飛び込んで来たとき、剣が振り抜かれないという保証はない。俺はビビっていることを気取られないよう、意識して落ち着いた口調で話した。

「君がそれでいいならそうさせてもらおう」

　クラウス商会長はここで見聞きしたことは他言しないようにとカリーナに強く念を押すと、彼女にこの場に残るようにと指示する。

「承知いたしました」

　カリーナが即答すると、クラウス商会長は脱力したかのような勢いで腰をおろした。

　俺は間を置かずに話を再開する。

「これはガラスの彫刻です。下手な宝石など足元にも及ばない価格で取り引きされる高額な商品です」

　クラウス商会長とアリシア、カリーナの三人が息を呑のむ音がかすかに響く。

「……これがガラス！」

　クラウス商会長の声が震える。ガラス細工の置物へと伸ばされた震える手が、それに触れる寸前で止まった。

「触って質感などご確認ください」

「そうだな、そうさせてもらおう」

　固かた唾ずを呑むと俺に視線を戻すこともなくガラス細工の置物を手に取った。バラを象ったガラスの花弁が魔道具の明かりを反射して美しく輝く。

「素晴らしい……」

「綺麗……」

　クラウス商会長とアリシアが、まるで魅入られたような表情でつぶやいた。

　俺はカバンから取りだす振りをして、トレードスキルで取り寄せたガラス製の置物をテーブルの上に並べる。青色は蝶ちよう、赤色はリンゴ、黄色は小鳥、緑色は広葉樹の葉。次に、それらのガラスの置物と比較できるように四色の使い捨てライターを並べた。

「まるで違う……」

　クラウス商会長がうなった。

　使い捨てライターのケースに使われている安物のプラスチックと、現代でもそれなりの価格で流通しているガラスの置物。手に取るまでもなく違いを理解してくれたようだ。

「違うことは理解した。それでもこのライターのケースを高額で売りつけようとする者は出てくる」

　断言されてしまった。しかし、想定していたことだ。

「私もある程度のまとまった資金が欲しいので、その資金をガラス製品の販売で稼ぎだしたいと考えています」

　ガラス製品を買ってくれた顧客に、普段使い用の道具としてライターを無料で提供する案を説明した。市場に溢あふれれば価値は下がる。数千個単位で無償提供すれば貴族や富裕層の間でライターが高騰することはなくなると考えたのだ。本もとをただせば森に自生していた樹木と転がっていた岩だ。俺の腹は痛まない。

「頃合いを見計らってライターを市場に流通させるのか……。妙案とは言い難いが他に代案もない。君の案で行こう」

「ご協力頂けるという認識でよろしいでしょうか」

「是非協力させてくれ」

「よろしくお願いします」

　俺はこの世界に来て初めて握手を交わした。
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　クラウス商会長のテントをあとにした俺はアリシアとカリーナと連れ立って歩いていた。

「先ほどは申し訳ありませんでした」

「カリーナさんは悪くありません。私が驚いて大きな声をだしてしまったからです」

「驚かせたのは俺だし、カリーナは仕事をしただけだろ？　むしろ謝るのは俺の方だ」

　まったく気にしていないことを強調する。

「そうかもしれませんが……」

　アリシアが言いよどみ、カリーナは無言でうつむいていた。二人同時に親密度の回復を図るのは難しそうだな。ここは一度でも好意的な態度を示したアリシアからにしよう。

　塞ふさぎ込むアリシアの眼めの前にニケを差しだす。

「ミャー？」

「はう……」

　予想通り顔が緩んだ。意外とちょろいな。

「沈んだ顔のアリシアよりも笑顔のアリシアの方がお前も好きだよな？」

　ニケに優しく話しかける。

「ミャー」

「わ、分かりました」

　少し照れくさそうに「これでいいでしょうか？」と微笑むアリシアに笑いかける。

「はにかんだ顔も可愛いよ」

「いえ、そういうことは……」

　アリシアが頬を真っ赤にしてうつむく。

　本当、顔も反応も可愛いよな。

「ところで、さっきから隊商の人たちの視線が気になっているんだけど」

　クラウス商会長のテントに向かうときもそうだったが、チラチラとこちらを見てはヒソヒソと会話をしている。

「アサクラ様がコレットちゃんにライターをあげたことが噂になっているんです」

　答えてくれたのはカリーナ。

「もしかして、他の人たちもライターを欲しがっているとか？」

「それもありますが、アサクラ様の正体をあれこれと想像して話のタネにしているようです」

　カリーナから詳しく聞くと、異国の大商人の跡取りで修業中の身だというのはまだ可愛い方で、身分を隠した異国の貴族が愛する女性を追いかけてきたとか、異国の王族の隠し子が命を狙われた末に流れてきた、などと想像力豊かな噂が流れているそうだ。

　すげーな、俺。というか、ライター一つでそこまで想像力が掻かき立てられるのか。

「凄すごい想像力だな」

「凄い想像力でしょ」

「皆さん想像力豊かですね」

　俺とカリーナ、アリシアの言葉が重なったそのとき、森のなかから数人の男たちが飛びだしてきた。

「助けてくれ！」

「すまない！　魔物を振り切れなかった！」

「キングエイプだ！　キングエイプの集団が追ってきている！」

「二人とも、あたしの側を離れないで！」

　剣を抜いたカリーナが俺とアリシアを背に庇かばうようにして、飛びだしてきた男たちと対たい峙じした。

　森から逃げだしてきた男たちが発した「キングエイプ」という言葉に反応して、ベルトラム商会の夜営地が騒然とし、人々の動きが急に活発になる。武装した護衛隊が森から飛びだしてきた男たちと隊商の人たちとの間に瞬く間に立ち塞がった。隊商の人たちも男女の別なく次々と武装を整えだす。

　飛びだしてきた男たちが戦意を喪失しているのは誰の目にも明らかだ。彼らが戦力として当てにならないと断じたからなのか警戒したからなのかは分からないが、ジェフリー隊長は彼らを武装解除させると早々に自分たちの背後へと誘導した。護衛の背後にいた隊商のメンバーたちも、武装を整えると当たり前のように防衛ラインに加わる。たちまち数十人からなる防衛ラインが出来上がった。

　手際の良さに感心しながらも、状況をカリーナに確認する。

「キングエイプというのはどんな魔物なんだ？」

「大型の猿の魔物です。群れで行動する上、動きが速く力も強く知能も高いわ」

　厄介そうなヤツだな。

「カリーナは防衛ラインに加わらなくてもいいのか？」

「あたしのいまの役割はアリシアさんとアサクラ様の護衛です」

　どちらかというと監視のような気もするがそのことには触れずに言う。

「俺のことは気にしなくてもいい。自分の身くらいは守れるつもりだ」

　いざとなればコンテナをだして、戦闘が終わるまでそのなかに引きこもっていれば済むことだ。

「護衛対象を放りだせるわけないでしょ」

　ガラス細工の置物が俺を監視対象から要人に引き上げたようだ。とはいえ、俺を気にしてアリシアに被害がでては俺も寝覚めが悪い。

「アリシアの護衛に専念してくれた方が俺も安心できる」

「大人しく守られて！」

「来ました！」

　カリーナの抗議はアリシアの緊張した声に遮られた。二人の視線が森へと向けられる。二人に倣って俺も森へと視線を向ける。

　森の木々が揺れたように感じた。

「ギャッ」

「ギャギャッ」

　続いて幾つもの猿の鳴き声のようなものが急速に近付いて来る。

　樹木の上から空中に躍りでる複数の影が月明かりに浮かんだ。飛びだしてきた影はどれも二メートルを超える巨体。

「放て！」

　影が姿を現すと同時に防衛ラインから矢が射かけられる。

　所しよ詮せんは猿ということか。空中に飛びだしたら攻撃を避よけられないことも分からないようだ。着地する前に決着だな。

　しかし、俺の予想は裏切られる。宙を舞う影に当たった矢のほとんどが弾はじかれたのだ。

　矢が通じない？

「次、魔法攻撃！　撃てー！」

　ジェフリー隊長の号令一下、矢をものともせずに降下してくるキングエイプたちに向けて、火や水、岩といった何種類もの攻撃魔法が放たれた。

　攻撃魔法を受けた猿たちが空中で苦く悶もんの叫びを上げ体勢を大きく崩す。その瞬間、前面の森が大きく揺れたと思うと、十数匹のキングエイプが森のなかから飛びだした。凶悪な咆ほう哮こうを上げながら、森と防衛ラインとの最短距離を高速で駆ける。

　防衛ラインの前面を構築する大盾とキングエイプの一団が激突した。キングエイプの突進を受け止めた大盾が重低音を轟とどろかせる。大盾を構える護衛を飛び越えて侵入してきたキングエイプの鋭い爪そう牙がと迎え撃つ剣とが甲高い音を響かせた。

「大丈夫なのか？」

「大丈夫、あの程度なら撃退できる」

　カリーナの力強い言葉が返ってきた。直後、防衛ラインから悲鳴にも似た叫び声が上がる。

「キングエイプの増援です！　南側の森からさらに十数匹が現れました！」

「ギャギャッ！」

「ギャー！」

　味方を鼓舞するかのように一際大きな咆哮を上げながら防衛ラインへと駆ける。しかし、士気の高さでは護衛の人たちも負けていなかった。不安を打ち消すようにジェフリー隊長の鼓舞する声が響き渡り、護衛の人たちが呼応して喊かん声せいを上げる。

「まだまだ戦力はこちらが上だ！　撃退するぞ！」

　たった一言で士気が盛り返しているのが分かる。何とも頼もしい限りだ。

「キングエイプたちの興奮のしかたが尋常じゃないわ。アリシアさん、南側の森にまだキングエイプが潜んでないか探って！」

「はい！」

　反射的にアリシアへと視線を向ける。彼女を捉とらえた視界の奥、街道から百メートルほど先で何かが動いた気がした。数歩、草原へと近付いて風に揺れる夜の草原を見つめる。凝視する俺の両目と月明かりに輝く凶悪な双そう眸ぼうとが互いを認識した。

「カリーナ！　側面だ！　東側の草原からキングエイプ！」

　伏兵？　草原に潜んで近付いていたのか！

「ギャッギャ！」

　草原に潜んでいたキングエイプが駆けだす。数は五匹！　急速に距離が縮まる。

「グギャー！」

　先頭の一匹が一際大きな威嚇の声を上げて飛び掛かる。

　その瞬間、音が消えた。何もかもがゆっくりと動く。飛び掛かるキングエイプから逃げようとするが、硬直して身体が動かない。

　視界の端にカリーナが現れた。

　両手で振りかぶった長剣が振り下ろされる。刃やいばがキングエイプの首筋をとらえた。血ち飛沫しぶきを上げながら刃がキングエイプの首に深々とめり込む。

　横合いから二つの影が飛びだした。

　牙きばを剥むきだしにした二匹のキングエイプが無防備なアリシアに迫る。

「アリシア！」

　どこか遠くから自分の声が聞こえる。スローモーションのように流れる動きのなかで、アリシアに飛び掛かったはずのキングエイプと俺との距離が急速に縮まる。あっという間の出来事だった。アリシアに迫ったキングエイプの一匹が鈍い音を響かせて吹き飛んだ。その様子を視界に捉えながら俺は地面に転がる。

　ああ、そうか。俺、あのキングエイプに飛び蹴げりをしたのか。

　アリシアに迫っていたもう一匹のキングエイプの意識が俺に向けられるのが分かった。身体はアリシアに向かい、意識が俺へと向けられる。そんな中途半端な動きをしたキングエイプに俺は体当たりをしていた。

　体当たりをされたキングエイプが二度、三度とバウンドして地面を転がる。声にならない悲鳴を上げるアリシアが映り、カリーナの剣がキングエイプの首を斬り飛ばす姿が視界の端に見えた。
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「ダイチさん！」

「大丈夫だったか？」

「私は大丈夫です」

「ここを離脱するわよ」

　涙を浮かべたアリシアが駆け寄り、地面に膝ひざをついていた俺をカリーナが抱き起こした。

「ガー！」

　二匹のキングエイプがカリーナに飛び掛かる。彼女が鋭い爪の一撃を長剣でいなすのと、わずかに遅れて飛び掛かってきたもう一匹の側頭部を俺の右足が捉えるのが同時だった。

　体当たりで転がしたキングエイプが再びアリシアに襲いかかった。焚たき火の炎に照らされ、剥むきだしになった鋭い牙が一層凶悪に映る。

「キャー！」

「アリシア！」

　反射的にアリシアとキングエイプとの間に飛びだしていた。鋭い牙が俺の左肩をとらえ、鋭い爪が俺の頭と脇腹を掴つかんだ。

「ダイチさん！」

「アサクラ様！」

　アリシアとカリーナの悲痛な叫び声が聞こえた。

　このままやられるかよ！

　俺は激痛に耐えて反撃を……、あれ？　痛くないぞ。

　俺に噛かみ付いたキングエイプの牙は服の上で止まっていた。頭と脇腹を掴んだ爪も同様で髪の毛にすら触れられずにいた。

　無属性魔法か！

　カリーナの声が蘇よみがえる。

『無属性魔法の代表的な利用形態が身体強化です。身体強化は無属性魔法を体内に巡らせて身体能力を一時的に向上させることができます。熟練者ともなれば、無属性魔法を武器や防具にまとわせることも可能です』

　無属性魔法と考えれば、先ほどの飛び蹴りも、このシュールな状況の説明も付く。どうやら俺は無属性魔法の熟練者らしい。そうと分かれば次の行動はおのずと決まる。俺は腰に装備したコンバットナイフを手に取り、刃先まで魔力で覆って強化することをイメージする。そしてコンバットナイフをキングエイプの首に突き立てた。チーズケーキをフォークで突きさしたような手て応ごたえに続いて、パイ生地を突きさしたようなわずかな抵抗感がコンバットナイフを通じて右手に伝わる。

　刃がキングエイプの首の骨を断ったようだ。

「グワッ」

　くぐもった叫びを上げて俺に噛み付いていたキングエイプがくずおれた。

　噛まれた肩も爪を突き立てられたはずの頭と脇腹も痛みはない。全身血だらけだが全て返り血だ。冷静さを取り戻すと甲高い金属音が立て続けに耳に響く。キングエイプが繰くりだす左右の爪による攻撃をカリーナが長剣一本でいなしている響きだ。

「カリーナ、加勢する！」

　カリーナと交戦中のキングエイプに向かって走りだす。距離が瞬く間に縮まる。

　これが無属性魔法による身体強化か！

　俺は体当たりするように背中にコンバットナイフを突き立てた。然さしたる手応えもなく刃が根元まで刺さる。仕留めたと思った瞬間、キングエイプが叫び声を上げて暴れだす。背中に取り付いた俺を振りほどこうと巨体を揺らし両腕を振り回した。

「ゴアー！」

「浅いのか」

　コンバットナイフの刃渡りでは心臓まで届かないのかよ。こいつ、どれだけ分厚い筋肉と皮下脂肪を持っているんだ……。

　突然の浮遊感が襲う。根元まで突き立てたコンバットナイフが抜け、俺はナイフを握りしめたまま空中に放りだされた。振り向いたキングエイプと空中で身動き取れない俺の目が合う。キングエイプが残虐な笑みを浮かべたような気がした。それはまるで、同胞を殺し自分を傷付けた人間に対して復ふく讐しゆうの機会を得たような笑み。気付くと俺も口元に笑みを浮かべていた。

　わずかな隙。カリーナにはそれで十分だった。背後から飛び掛かった彼女の長剣がキングエイプの首筋を貫く。首の骨を断った刃はそのまま喉のどまで突き抜けた。

「カハッ」

　咳せきをするように血を吐くとゆっくりと地面に倒れ込んだ。

「ダイチさん！」

「アサクラ様」

　駆け寄ったアリシアとカリーナが地面に転がっている俺を泣きそうな顔で覗のぞき込む。

「ミャー」

「二人とも怪我はないか？」

　俺の胸元から顔を覗かせたニケがのんきな鳴き声を上げるのと、俺が二人に余裕の笑みを装うのが重なった。

「少しは自分の心配をしてください」

「それはあたしのセリフでしょ」

　泣きじゃくるアリシアと顔の半分を返り血で染めたカリーナが俺のことを𠮟り飛ばす。

「防衛ラインの方はどうなっている？」

　ネックスプリングで飛び起きざまに、防衛ラインの方へと視線を向ける。

「敵の数が少しずつ減っているわ。このまま戦いが続けば程なく撃退できるでしょう」

「それでも加勢した方が良いんじゃないのか？」

　図らずも戦える力を示したにもかかわらずカリーナの反応は変わらなかった。

「あたしの仕事は二人の護衛なの」

　彼女は少しバツが悪そうな顔で続ける。

「横合いからの奇襲でこちらの戦列を崩す作戦が失敗したのだから、キングエイプ側の士気も続かないはずよ」

　魔物がそこまで賢いのかと少し疑わしい思いが湧き上がるが、すぐさまカリーナの言う通りとなった。キングエイプが一匹、また一匹と戦線を離脱しだす。

「ね？」

　いつの間にか顔にかかった返り血を拭ふき取ったカリーナが、「言った通りでしょう？」とでも言いたげに微笑んだ。やっぱり返り血を浴びてない笑顔の方が可愛い。

　そう言えば、俺も返り血を浴びてたんだ。異空間収納ストレージからタオルを取りだすとそれを見ていたアリシアが手を伸ばす。

「貸してください」

　タオルを水魔法で濡ぬらし、涙の痕あともそのままに彼女手ずから俺の返り血を拭ぬぐってくれた。

「アリシアは水の精霊魔法が使えるんだ」

「え？」

　驚いたように俺を見た。

「何か申し訳ないことを言ったかな？」

「私が使っているのが水の精霊魔法だとよく分かりましたね」

　アリシアとカリーナの驚いた視線が俺に注がれる。

　あれ？　もしかしてまた何か迂う闊かつなことを口にしたか……？

　内心で俺が後悔しているとアリシアが精霊魔法と属性魔法について語りだした。

　属性魔法も精霊魔法も土、水、火、風の四つの属性がある。属性魔法が術者の魔力を使って術を行使するのに対して、精霊魔法では術者の魔力はあくまでも発動時のキーでしかなく、自然界の魔力を借りて術を行使する。つまり、術者の魔力量に完全に依存する属性魔法と違い、自然界の魔力を借りることのできる精霊魔法の方が、より高い威力の術、より多くの回数の術を使える。

「どうして私の魔法が精霊魔法だと分かったのですか？」

　鋭い質問だ。

「ああ、その、礼儀だよ」

「礼儀、ですか？」

「俺の国では属性魔法よりも精霊魔法の方が上位に位置付けられるんだ。だから、初対面の相手や付き合いの浅い人に対して、下位に位置する属性魔法と決めつけるのは失礼にあたるから、精霊魔法を使う術者として接するのが礼儀なんだよ」

　人間、嘘を吐くときは饒じよう舌ぜつになるって言うけど本当だな。

　二人が俺のことを見つめた。鼓動が速まる。

　嘘がバレたか？

　カリーナはため息を吐くと呆あきれたように言う。

「この国で精霊魔法を使える人は二十人しかいないの。大陸全土でも百人もいなかったはずよ」

「少ないのは同じだろうと思ったけど、そこまで少ないのか」

「ダイチさんは商売を始める前にこの国の常識を学んだ方が良さそうですね」

　アリシアがダメな弟を見るような眼まな差ざしで微笑んだ。

「同行している間にその常識を教えてもらえると嬉うれしいな」

「はい」

「仕方がないわね」

「ありがとう」

「ミャー」

　お礼の言葉とニケの鳴き声が重なった。

「終わったみたい」

　防衛ラインの方を見たカリーナが安あん堵どするように言った。

「一緒に防衛ラインに行ってもいいかな？」

「負傷者の手当てもあるし、そうしてもらえると助かるわ」

「それにしても、何でキングエイプに追われてたんだろうな」

「大体のところは想像つくけど、その辺りの事情も彼らから聞きださないとね」

　厳しい眼差しが飛びだしてきた男たちの転がっている方へと向けられた。

　しかし……、精霊魔法がそこまで希少だとは驚いた。ニケが四種類の精霊魔法を使えることは秘密だな。万が一を考えて、俺自身が四つの属性魔法を使えることにしておいた方が良さそうだ。鑑定スキルはどう考えても厄介なことになる未来しか想像できない。

　最も慎重になるべきスキルだろう。そんなことを考えながら二人とともに防衛ラインへと向かって歩を進めた。
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「おかしな人……」

　アリシアの脳裏に微笑む大だい地ちの顔が浮かび、彼女を心配する言葉が蘇る。

『怪我はないか？』

（優しい笑顔だった……、でも）

　頬を染めたアリシアが頭まで寝袋に埋まる。

「武器も持たずにキングエイプに蹴けりを入れた人なんて初めて見た……」

　大地が飛び蹴げりをする直前のことを寝袋のなかで思いだしていた。

　キングエイプ五匹による奇襲。最初に襲いかかった個体を護衛であるカリーナが仕留めたと思った瞬間、横合いから二匹のキングエイプがアリシアに攻撃を仕掛けてきた。対応の出来ないタイミングと尋常でない速度。横合いから飛び込んできたキングエイプが身体強化を図っているのは間違いなかった。

　その連係に戦せん慄りつを覚える。

　タイミング的にかわすのは不可能だと直感し、全身にまとった魔装の強化を図った。

　魔装────、無属性魔法を武器や防具にまとわせることで、武器や防具がもつ本来の強度を大幅に引き上げる魔法である。

　身体強化に回した魔力も含めて、ほとんどの魔力を魔装に割り振る。それでもキングエイプの一撃を受けて無事でいられるとは思えなかった。心臓を鷲わし掴づかみにされたような恐怖のなか、致命傷にならないことだけを祈る。

　しかし、横合いからの一撃が彼女に届くことはなかった。アリシアがキングエイプを視界の端にとらえるのと、鈍い衝撃音が響くのとが同時だった。

　彼女の目に想像もしなかった光景が映る。それは大地の飛び蹴りがキングエイプの左胸をとらえた瞬間だった。

（なぜ？　どうしてダイチさんがそこにいるの？）

　魔力のほとんどを魔装に割り振っていたとはいえ、風魔法で周囲の様子を把握していたはずだった。自身の風魔法で彼が動きだす瞬間を知覚できなかったことに驚く。

　アリシアの脳裏に『身体強化』の単語と、大地の申し訳なさそうな顔が浮かぶ。

『ごめん。もしかしたら無意識に使ったかもしれない』

　あのときは自分が気を抜いていたのだと思った。しかし、眼めの前で起きている光景を見ればそれが勘違いだったのだと思い知る。

　蹴りを受けたキングエイプが左胸を陥没させて吹き飛ぶ。ありえない程の速度と破壊力。キングエイプの分厚い筋肉の装甲と堅固な肋ろつ骨こつをものともせずに左胸を陥没させた蹴りの威力に目を見張る。しかし、驚きはそれだけで終わらなかった。地面に転がった大地は瞬時に跳ね起きると、アリシアに迫るもう一匹のキングエイプに体当たりをしたのだ。

　バランスを失ったキングエイプが吹き飛ぶ。

「グアー！」

　吹き飛ばされたキングエイプが怒りを顕あらわにして再びアリシアに襲いかかる。魔物に襲撃されている最中、意識を逸そらしたことにアリシアは後悔した。

　再び回避不可能なタイミングでキングエイプが襲いかかる。全ての魔力を魔装に割り振るのが精一杯だった。彼女がキングエイプの一撃を覚悟したそのとき、大地が彼女とキングエイプとの間に飛び込んだ。キングエイプと大地が激しくぶつかる。

　全身から血の気が引くような衝撃がアリシアを襲う。

（嫌ー！）

　声にならない叫びを上げた。

　鍛え上げた鋼の剣をもかみ砕く凶悪な牙きばが大地の心臓を左肩ごと食いちぎり、鋭い爪が頭と脇腹を抉えぐる。アリシアは自分を守った男性が迎える惨むごたらしい最期を想像した。だが、彼女の目に映ったのは余裕の笑みを浮かべて、キングエイプの首筋にナイフを突き立てる大地の姿だった。

（生きている……？）

　全身が震えた。鼓動が耳を打つ。

　身を挺ていして自分を死地から助けてくれた男性が、幼い頃に憧あこがれた騎士のように雄々しく魔物を屠ほふる。衝撃のあまり幻を見ているのかと錯覚する。

（何故？　どうして微笑んでいるの？）

　キングエイプの一撃でも傷一つ負うことのない魔装。それ程強力な魔装を使える魔術師など聞いたこともなかった。

「いえ……」

　オリハルコンよりも硬いドラゴンの牙にも耐え、アダマンタイトよりも堅けん牢ろうなドラゴンのうろこを切り裂く尋常ならざる魔装にたった一つ覚えがあった。

「勇者様……」

　幼い頃に何度も祖母にせがんだおとぎ話のなかにでてくる勇者がそれである。

「違う違う違う！」

　寝袋のなかで激しく首が振られた。

「でも、勇者様のような人だったら私のことを怖がったりしないかも。それに精霊魔法が使えると分かっても態度を変えなかった」

　希少な精霊魔法の使い手であるため周囲から畏い怖ふの視線を向けられ、彼女にかかわらないようにする人々がほとんどだった。

　不意にベルトラム商会長の言葉が蘇よみがえる。

『どんな魔道具を所持しているか分かりません。危険を承知でお願いします、彼が危険な魔道具を不用意に使わないよう、側にいて頂けませんでしょうか』

　魔道具に造ぞう詣けいの深いアリシアにしか頼めないのだ、とベルトラム商会長が深々と頭を下げた。要は監視である。監視をすることに抵抗はあったが、それでも大地の側にいられることに胸が高鳴った。そんな、彼女に否はない。

　結果、明日からも大地と一緒に行動する時間が増えることとなった。

　アリシアは明日からの大地と過ごす時間に心躍らせながら、寝袋のなかで猫のように丸くなったのだった。
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「キングエイプに飛び蹴り……？」

　何を言っているのか分からない、といった表情でベルトラム商会長がカリーナに聞き返した。

「信じられないかもしれませんが本当のことです」

　キッパリと言い切る彼女の言葉を聞いてもベルトラム商会長は釈然としないようすだ。

「奇襲してきたキングエイプ五匹を相手にしていたのだ、アサクラ殿から注意が逸れたという可能性もあるだろ」

　見間違いの可能性を仄ほのめかすがカリーナは首を横に振る。

「戦闘中に護衛対象から意識を逸らすようなことはありません」

　無属性魔法に加えて、水・火・風の属性魔法を操るカリーナである。視線を外していたとしても風魔法で視界の外の動きも知覚できるのは知っている。

「そうだな、失言だった。続けてくれ」

　その後の大地の戦闘について促した。

「────以上がキングエイプ迎撃でのアサクラ様の一部始終です」

　ベルトラム商会長の頬に冷や汗が流れる。

「君でも知覚できないほどの身体強化とキングエイプの牙でも傷付かないほどの魔装か」

「武器がナイフでしたので仕留めきれませんでしたが、あれが長剣であったら四匹はアサクラ様の攻撃で決着していたはずです」

「それが本当だとしたら……、少なくとも、この大陸で彼の右に出る無属性魔法の使い手を私は知らんよ」

「私もです」

　それこそ、おとぎ話にでてくる勇者しか思い当たらなかった。

「どう見る？」

「あれほどの無属性魔法の使い手でありながら、実戦経験を感じませんでした。少なくとも、剣術と体術は素人です」

「無属性魔法だけは素人ではない、ということか？」

「判断しかねる、というのが正直なところです」

　大地の使う無属性魔法はおとぎ話の域と言ってもいいものだが、その無属性魔法を使った戦闘もカリーナから見た限り素人に映った。

　それを聞いたベルトラム商会長がつぶやく。

「商人としてもド素人だ。とは言え、近くで優秀な商人を見てきたのだろう、実践に近い知識を持っているのも確かだ」

「別大陸の貴族ではないでしょうか？」

　この大陸の貴族なら武術を嗜たしなむのが当然だが、別の大陸──、遥はるか彼方かなたの異国であれば武術と無縁の貴族がいてもおかしくないのではと語る。

「そうかもしれないな……、少なくとも貴族の箱入り息子とでも仮定しなければあの無警戒さは説明がつかんか」

　ため息を吐くベルトラム商会長にカリーナが聞く。

「アサクラ様への対応は如何いかがしましょう？」

「別大陸からの来訪者であることを秘密にするのはアサクラ殿の希望でもある。引き続き秘密厳守で頼む。当商会にとっての要人であることも変わりない」

　そう言うと一際厳しい視線をカリーナに向けて言う。

「アサクラ殿はアリシア様や君の命の恩人であるだけでなく、当商会の恩人でもある」

　五匹もの身体強化を使う個体が含まれていたのだ。防衛ラインの内側に奇襲を受けていたら甚大な損害を被ったことは容易に想像できた。

「承知しています」

「君は引き続きアサクラ殿の護衛をしてくれ。加えて、カラムの町に到着するまでに他者から出自を勘ぐられたり、悪意ある者に付け込まれたりしないだけの知識を与えて欲しい」

　カリーナは一礼するとベルトラム商会長のテントをあとにした。
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　現代から取り寄せた四人用のテント。少し大きいかと思ったが実際に寝転がってみるとほどよい広さだ。テントのなかに断熱シートとエアマットを敷いて寝転がっていた。

「人生で最も濃い一日だったかもな……」

　独り言とともにため息が漏れる。俺は身振りでニケを呼び寄せた。フサフサの尻しつ尾ぽを振りながら俺の腹の上に飛び乗る。俺はニケの頭をなでながら、自身のスキルについて情報の整理をすることにした。

　先まずは最も重要なスキル、トレード。

　機能は大きく分けて三つ。異空間収納とポイント変換、そして物品取り寄せがある。

　異空間収納はアニメや漫画、ゲームでよくあるチート能力の一つで、俺が作りだした空間に生物以外の物を収納、取りだしが自在にできる能力だ。この異世界にも類似する能力でアイテムボックスがあり、いま分かっている限りでは異空間収納との機能差は見当たらない。そしてアイテムボックスのスキルを持つ者のほとんどが、王侯貴族に召し抱えられるか好待遇で商人に雇われるなり、商人として独立するなりしているのだという。

　思わず口元が綻ほころぶ。

「ミャ？」

「未来に希望が持てるって素晴らしいよな」

　不思議そうに見上げるニケの頭をなでる。

「マジックバッグか……」

　この世界にはアイテムボックスの下位互換となる空間拡張機能を付与された魔道具──、マジックバッグがある。俺の足元に置かれたバッグがそれだ。

　クラウス商会長から「アイテムボックスのスキルを隠すため」にと擬装用に貰もらったマジックバッグに目をやる。これは普通のカバンに空間拡張能力を付与した魔道具で、カバン本来の容量の三倍～十倍の容量を収納できるというものだ。軍隊や商人の必ひつ須すアイテムであり、高額ではあるがそれなりの数が市場に出回っている。アイテムボックスとマジックバッグとの最大の違い。前者は神の恩おん寵ちようという先天的なスキルであり、後者は人の手で作りだすことができることだろう。次いで機能面の最大の違い。それは空間内部の時間経過を止められるか否か、だ。俺の異空間収納とアイテムボックスは空間内部の時間を止めて、物品や資源の経年劣化を防ぐことができるがマジックバッグにはそれができない。この差は大きい。王侯貴族や商人が好待遇で迎えるのも当然である。

「この能力だけで十分に勝ち組人生を送れるということだ」

「ミャ？」

「お前に不自由はさせないからなー」

　ニケを抱え上げる。

　トレードの持つ二つ目の機能、ポイント変換。異空間収納内の物品や資源をトレードポイントという数字に変換できる。

「物品の売買をしないで済むのは助かる」

　この機能があれば盗品だろうと曰いわく付きの品物だろうと関係ない。実際、森に自生していた樹木や転がっていた岩を異空間収納に収め、トレードポイントに変換できた。

「そして三つ目は現代日本から物品や資源を取り寄せられることだ」

　俺は改めてテントのなかを見回す。エアマット、寝袋、ＬＥＤランタン、キャンプ用の椅子やテーブル、食器類、キャットフード。この世界で手に入れることのできない品物が当たり前のように並んでいた。

　トレードの三つの機能。これがあれば俺とニケはこの世界でも生きていける。

「ミャー、ミャー」

「くすぐったいって」

　上機嫌で笑う俺にニケがじゃれ付く。モフモフの毛が俺の首筋をくすぐった。

「お前のスキルはしばらくの間は秘密にしような」

「ミャ」

　首から引きはがして顔の正面に持ち上げたニケに語りかける。

「精霊魔法と鑑定の二つはこの異世界のことをもう少し理解するまで封印だ。何となく、トラブルの原因になりそうな気がするんだよなー」

「ニャー」

　ニケが欠伸あくびをした。

「分かってるのか？」

「ミ！」

　それに無属性魔法がある。

「カリーナの話では俺の身体強化はこの世界でもトップクラスらしいぞ」

　さらに、魔装と呼ばれる無属性魔法の熟練者の術。無属性魔法を武器や防具にまとわせて、それらの強度を上げる技術がある。こちらも、やはりトップクラスの強度を生みだせていると言っていた。持続時間や魔術の展開の速さ、確認しなきゃならないことは山積しているが、何とかなりそうな気がする。

「ミャ」

「何となくだけど、お前も俺と同じようにトップクラスの身体強化と魔装が使えるんじゃないかな」

「ミャー」

　気のせいか、ニケが得意げな表情をしたように見えた。

「まあ、何にしてもこれから楽しくなりそうだ」

　俺はＬＥＤランタンの明かりを消してニケとともに寝袋に潜り込んだ。
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「え？　馬に乗れないですってぇ！」

　朝からカリーナが面白い顔で素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「乗れないんじゃなくて、乗ったことがないだけだ」

「一緒よ……」

　俺用にと連れてきた馬にもたれ掛かると深いため息を吐く。

「誰にでも初めてのことはあるだろ」

「どうやって旅をしていたの？」

　オフロード車を運転していたとは言えない。

「徒歩で」

「ダイチさんは健脚ですね」

　アリシアがキラキラした瞳ひとみで俺を褒める傍らでカリーナが明後日の方を向いてつぶやく。

「お坊ちゃんが徒歩で旅……、考えなしだっただけじゃないの？」

　聞こえているぞ。

「練習したら案外すぐに乗れるようになるかもしれないだろ。道中、移動しながら練習するのはどうだろう？　護衛しながら乗馬を教えてもらえると嬉うれしいな」

「馬車を用意してもらえるか聞いて来るからここで待ってて」

　あっさりと却下され、結局、馬車に乗ることになった。馬車のなかは俺とニケ、俺の隣にアリシア、正面にカリーナ。三人と一匹だけである。馬車の振動が慣れないから尻しりと腰に負担がかかる。板バネと呼ばれる振動を大幅に軽減する仕組みがないのだ。

　馬車の構造を見た瞬間から嫌な予感はしてたんだよなー。

「乗り心地が悪い……」

「いま用意できる最高級の馬車よ」

　本来ベルトラム商会長専用の馬車で、これ以上の乗り心地の馬車はないのだと告げられた。諦あきらめて窓の外に視線を向けた途端、隊商の人たちと目が合った。よく見れば隊商の人たちだけでなく、護衛の人たちもこちらに興味深げな視線を向けている。

「視線を感じる」

「当然よ」

　キングエイプを撃退してから随分と口調が親密になった、というかぞんざいになったな。

「賓客として周知してくれるんじゃなかったっけ？」

　クラウス商会長から、「大切な取引相手だから丁重に扱うように」と隊商のみならず護衛隊にも周知すると聞いていたけどまだなのだろうか？

「昨夜のうちに周知されているわよ。朝食のときも興味本位に話しかけてこなかったでしょ？」

「それはまあ」

「ベルトラム商会長も、限界があるって言ってたでしょ」

　原因は使い捨てライター。価値を確認しないでライターをあげたのは失敗だった……。

「ライターのことも口止めしてくれたんだろ？」

「ええ」

　隊商内部で話題にしないよう周知したが完全にシャットアウトするのは無理だという。それでも、町や村で情報が漏れることはないだろうと付け加えた。

　外部の耳目があるところで話題にしないのが精一杯か。

「ライターだけが原因じゃないわ」

「他にも何かやらかしたかな？」

「ダイチさんが寝ていたテントよ」

　何も分かってないのね、とでも言いたげな視線が突き刺さる。

「あー、あれね」

「あー、あれね、じゃないわよ。それに、テントのなかから漏れていた明かりも普通じゃなかったわ」

「俺の祖国じゃ一般的なんだ」

　カリーナがため息を吐く。

「お願いだから、その祖国の商品を人目にさらす前に、今後は一言相談して頂ちよう戴だい」

「すまなかった。これからはアリシアとカリーナを頼りにさせてもらうよ」

「ベルトラム商会長にもね」

「そうだった。三人に相談するようにするよ」

　これは本腰を入れてこの世界のことを勉強しないと、そのうち足をすくわれるな。

「あの、ダイチさん。どのような道具なのか見せて頂いてよろしいですか？」

　昨夜から気になっていたのだ、とアリシアが目を輝かせる。

「気になっていたならテントを訪ねてくれば良かったのに」

「そんな、夜に殿方のテントを訪ねるなんて……」

　ほんのりと桜色に染まった頬を両手で押さえて首を振った。なんとも可愛らしい仕し種ぐさである。ラブコメで見る定番の反応だ。その仕種にドキリとしたが、相手は十代半ばの少女である。俺も大人の対応をする。

「失礼、思春期の女の子に言うことじゃないよな」

「思春期……」

　アリシアが固まった。

「ダイチさん！　大人の女性に対して失礼ですよ」

「え？　大人？」

「言っておきますが、あたしもアリシアさんもダイチさんより年上ですから」

「嘘だろ？」

　俺は二人とも年下だと思っていたことを思わず口にした。益ます々ます落ち込むアリシア。そんな彼女を気遣うようにカリーナが鬼の形相で睨にらみ付ける。

「アリシアさんは二十歳ですし、あたしは十九歳です」

　アリシアは成人してたのか！　いや、そのまえに……。

「ちょっと待ってくれ。俺は二十二歳だぞ」

　日本でも年齢よりも若く見られるくらいだ。西洋人のような容よう貌ぼうの彼女たちからすれば実際の年齢よりも若いと勘違いしたとしても仕方がない、と納得しながらも視線で抗議をする。

「え！」

「嘘でしょ！」

　アリシアとカリーナが目を丸くして俺を見た。

「本当だ」

「えーと。ほらあ、男の子って無理して年上ぶったりするでしょ。でもそういうのって良くないと思うの」

　カリーナの言葉にアリシアがコクコクとうなずく。

　問いただすと、二人とも俺のことを十六、七歳と思っていたのだと白状した。

「故郷でも年齢よりも若く見られることは多かったけど、さすがに十六、七歳に見られることはなかった……」

　落ち込む演技をしていると、先ほど俺がアリシアを子どもと勘違いしていたことを忘れたのか、二人とも愛想笑いを浮かべて取りなしにかかった。

　謝罪と言い訳を一通り聞いたところで二人の言葉を遮る。

「俺もアリシアの年齢を間違えたんだし、お相子ってことでどうかな？　別大陸で年齢に対する感覚や常識が違っているのは仕方がないだろ？」

「そうですね、そう思います」

「分かったわ。この話はここまでにしましょう」

　二人が俺の提案を受け入れたところで俺は馬車の前方に視線を向けた。

　手て枷かせ足あし枷かせをされた男たちの姿に目が留まる。キングエイプから逃げてきた冒険者たちだ。昨夜の事情聴取をする時点で拘束されていたけど、待遇は悪化しているようだ。俺の視線に気付いたカリーナが言う。

「彼らに同情の余地はないわ」

　厳しいな。

　冒険者たちの話によると、キングエイプの子どもを捕らえるために森に入った冒険者は三十人。これに荷物持ちの人員が五人。合計三十五人という大規模なパーティーだった。結果は昨夜の通りである。命からがら生き延びたのは五人の冒険者だけというありさまだ。

「キングエイプの子どもなんて、捕まえてどうするんだ？」

「子どもの頃から飼い慣らして労働力として使役します」

「最も多いのは軍隊だけどね」

　簡単な人語──、命令に使われる単語を憶おぼえさせるためにも子どものキングエイプでないとダメらしい。

「もちろん、隷属の首輪は着けるわ」

　随分と不穏な名称のアイテムだな。

「そんなに高く売れるものなのか？」

「生後二ヵ月未満なら金貨二十枚、半年未満で金貨十枚が相場よ」

　金貨一枚が日本円に換算して百万円くらいだから、生後二ヵ月未満なら一匹で二千万円か。高級車並みの値段だ。失敗した結果、大半の者が命を落とし、生き延びた者も賠償金を負うことになる。何匹捕まえるつもりだったのか知らないが、現代日本人である俺の感覚からすればリスクとリターンが釣り合っていない。

「犯罪にはならないんだろ？」

「キングエイプの群れを引き連れてきたんだから、微妙なところね」

「少なくとも昨夜の戦闘に対する賠償責任は発生します」

「迷惑行為ってことか」

　意図しなかったとはいえ、無関係の隊商に迷惑をかけたのは間違いない。

「あたしたち護衛隊は冒険者だから、生命の危険があるときは助ける義務があるけどベルトラム商会はそんな義務がないから彼らに対して損害賠償を請求できるのよ」

　カラムの町で衛兵に引き渡し、彼らの非が認められれば相応の金額を賠償金として支払うことになるのだという。

「もし支払えないと？」

　何となく嫌な予感はするが聞いてみた。

「借金奴隷ね」

　やっぱりあるのか奴隷制度……。

「冒険者っていうのは割に合わない商売だな」

「あら？　あたしも冒険者よ」

「すまない、失言だった」

「堅実にやっていればそんなに割が悪いわけじゃないのよ。まあ、彼らは運が悪かったのもあるけどね」

「運？」

「二つの群れの縄張りがかなり近かったと言ってたわ。それでターゲットにした群れ以外からも攻撃を受けて総崩れになったそうよ」

「何いずれにしても調査不足ですね」

　今度はアリシアが自業自得だとバッサリ切って捨てた。

　森のなかに生き残りがいる可能性があっても、隊商とその護衛なので捜索、救助には向かわないという判断がされたのにも驚いたが、一晩眠って冷静になれば納得できる。この隊商には森のなかを捜索できるだけの準備も余力もない。二次遭難するのが関の山だろう。

　俺は改めてこの世界の厳しさを思い知った。
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　移動する馬車のなかでこの国の常識と注意すべき行動について、アリシアとカリーナの二人からレクチャーを受けていた。

「なるほど、この国の文化や文明が俺の国と随分違うことが分かったよ」

　表層的な違いが分かっただけだが、それでも進歩だろう。

「頑張りましたね」

「甘やかしちゃだめですよ、アリシアさん」

「少し休まないか？」

　空腹を覚えたので異空間収納から、昨夜取り寄せたサンドイッチとペットボトル入りのミネラルウォーターを三人分取りだす。

「これはアリシアとカリーナの分だ」

「え！」

「まあ！」

「遠慮するなよ。俺の祖国の食べ物だ」

　感想を聞かせてもらえると嬉うれしいからと勧める。お礼を言ってサンドイッチとミネラルウォーターを受け取ると、二人ともシゲシゲと観察しだした。

「じゃ、食べようか」

　ペットボトルの口を開けようとしたとき、タクラ村の入り口が見えてきたことを告げる声が馬車の外から聞こえた。

　異世界で遭遇する初めての集落か。ワクワクするねー。

　俺は窓の外を覗のぞき込んだ。

「ここからじゃまだ見えないわね」

　カリーナが反対側の窓から前方をうかがう。

「早めの昼食はお預けだな」

「あら」

　サンドイッチとミネラルウォーターを異空間収納にしまう俺を見て、カリーナが微笑んだ。

「この水の入った容器とサンドイッチを包んでいる透明の袋は、不用意に人目に触れてもいいものじゃないってことくらい学習したよ」

「少し安心したわ」

「ありがとう」

　からかうようなカリーナに不機嫌さを装って返した。

「でも、せっかくの異国のお昼だったのに残念ですね」

「どうせ一時間くらいは休むんだろ？　三人で村はずれを散歩しないか？」

　俺は人目のないところで食事をしようと提案した。

「素敵な提案です」

「馬車のなかで食べてから、村のなかをゆっくり散歩しない？」

　カリーナとしてもクラウス商会長と護衛隊長のジェフリーに報告がある。その報告を終えたら馬車に戻るので、それまで馬車のなかで待っていて欲しいと言った。

「昼食を終えたら村の外でなく、村のなかを散歩するのか？」

「大きな村よ。異邦人のダイチさんは自然を見るよりも、異文化を見る方が楽しいんじゃないかと思って」

　そう言って微笑むと、俺が着ている現代日本の服と靴を視線で示す。

「靴や衣服を売っている店もあるわよ」

「なるほど、そういうことか」

　現代日本の衣服を着ている俺は遠目にも目立つので、この村で目立たない服装に替えた方が良いだろうとの提案だ。この世界でも黒髪は珍しくなかった。隊商のなかにも数人いる。しかし、西欧風の容よう貌ぼうの人種に交じっての東洋風の容貌は目立った。服装まで異国風となればなおさらだ。

「分かった、カリーナの提案に従おう。アリシアもそれでいいかな？」

「はい、賛成です」

「ありがとう。素直な護衛対象って好きよ」

　半分からかわれていると分かっていても、あの笑顔で「好き」と言われるとドキッとする。ドキドキしているのを気取られないよう、俺は視線を外へと向けて言う。

「どれくらいで戻ってくるんだ？」

「そうね、十五分か二十分ってとこかしら？　遅くなるようなら途中で抜けてでも知らせにくるわ」

「そこまでしなくてもいいよ。誰かに伝言を頼むのでもいいし」

「ダメよ」

　厳しい口調で否定の言葉が返ってきた。

　何とも慎重だな。まあ、それだけ俺のことを重要人物と考えてくれているのだろう。

「分かった、アリシアと一緒に馬車のなかで大人しく待っているよ」

　満足したように微笑むと、

「そろそろね」

　外の声を聞き取ったカリーナが傍らの長剣へと手を伸ばした。

　カリーナが馬車から馬へと乗り換えて十数分後。隊商は村の入り口から少し離れた荒れ地に馬車を停めて休息に入った。

　馬車の窓から忙しそうに昼食の用意をする人たちを眺めていると、暇を持て余したニケが甘えた声でアリシアにじゃれ付く。

　アリシアが右手を素早く引くと、目を輝かせて追う。

「ミャッ」

　見事に両方の前足で抱え込んだ。

「お姉さん、今度は負けませんよ」

　アリシアが緩急をつけて右手を動かす。再び右手を追いかけるニケだったが、アリシアも今度はそうやすやすとは捕まらない。面白いようにニケを翻ほん弄ろうする。しかし、次第にニケの動く速度が上がり、切れが良くなりだした。

「ニケちゃん、素早いのね」

　ニケの猫離れした速度と切れに瞬く間にアリシアの余裕がなくなる。数回に一回はニケの前足が掠かすりだした。間違いない、ニケも身体強化を使っている。

「お姉さんもスピードを上げちゃうから」

　気持ちが高揚しているのかアリシアの口元が綻ほころび、彼女の手の速度が上がった。しかし、ニケもその速度に対応する。

　嘘だろ！　ニケだけじゃなくアリシアも身体強化を使っている。

　楽しそうに微笑むアリシアの速度がさらに上がった。ニケもさらに速度を上げたがアリシアの反応に追いつけていない。完全にニケが翻弄されている。アリシアはバランスを崩したニケを空中でキャッチすると顔の前まで持ち上げて語りかける。

「ニケちゃんも身体強化が使えるのね」

　そりゃ、バレるよな。

「アリシア、ニケが身体強化を使えることは二人だけの秘密にしてもらえないかな？」

「二人だけ、ですか？」

「そう、二人だけの秘密」

「ダイチさんがそう言うのでしたら」

　ニケを抱きかかえたアリシアが頬を染めたそのとき、カリーナが戻ってきた。

「お待たせ」

「お帰りなさい、カリーナさん」

　赤く染まった頬はそこにはない。何ごともなかったように笑顔で迎えた。

「早かったな」

「この村で丸二日過ごすことになりそうよ」

「何かあったのか？」

「昨夜のキングエイプとの遭遇戦で受けた被害が思ったよりも大きかったの」

　人的被害もそうだが、馬車の被害が大きく、半数以上の馬車はどこかしら損壊していた。昨夜の判断ではタクラ村で簡易的な修理を行うに止とどめる予定だったが、午前中の移動で予想以上に損壊が進んでしまったため、ここで可能な限り修理をすることにしたのだという。

「馬車を移動させるのか？」

「いいえ、昼食は予定通りここで摂とるから大丈夫よ」

　部屋に余裕がある家や空き家を借りる交渉をしている最中なので、宿泊先が決まったら移動することになる。それまでは自由にしていいらしい。

「それじゃ、お昼を食べましょうか」

　カリーナが目を輝かせた。

「サンドイッチ、食べたかったのか？」

「うん」

　可愛らしい笑顔で即答する。

　異空間収納から、カツサンド、野菜サンド、フルーツサンドの三種類のサンドイッチと、ペットボトル入りのミネラルウォーターを取りだして、それらを椅子の上に並べていく。

「わあー、不思議な食べ物ねー」

「どうやって食べるのでしょうか？」

　二人とも初めて見る異国の食品に興味津々といった様子だ。

「外の白いのはパンだよ」

「うわっ！　柔らかい！」

　カツサンドを手に取ったカリーナがパンの柔らかさに驚く。

「このパン、柔らかいだけじゃなくて臭みがないわ。挟んであるお肉も柔らかくて美味おいしい！」

　最初こそ恐る恐るかじり付いたが、すぐに感嘆の声を上げてかぶり付く。アリシアもカリーナに続いてカツサンドにハムっと噛かみ付いた。

「とても美味しいです」

「それは野菜が挟んであるの？」

　早々にカツサンドを平らげたカリーナが、生なま唾つばを飲んで野菜サンドとフルーツサンドを見つめる姿に思わず和んでしまう。

「好きなのを食べていいよ」

「ありがとう」

　満面の笑みで野菜サンドを抱きしめるカリーナと幸せそうにカツサンドを頬張るアリシア。そんな二人の前に鶏の唐揚げ、果物やデザートなどの甘味を並べる。

「もしかして果物？」

「なんだか甘い匂いがします」

　果物と甘味に本能的に反応したのか、カリーナばかりかアリシアまで身を乗りだした。

「ミャー、ミャー、ミャー」

「分かった、分かった。お前の分もあるからな」

　後回しにしたからか、ニケが普段よりも強い調子で食事の催促をする。

　俺の足元に食器に入った猫用のエサを置くと、勢いよく顔を突っ込んで食べ始めた。至福の表情でカツサンドを手にしたアリシアがニケに話しかける。

「ニケちゃんもお腹なか空すいていたのねー」

「ミァ」

　ニケの返事は素っ気ない。

「なかなか手て強ごわいですねー、あなたは」

　ニケに冷たくあしらわれても、相好を崩して話しかけるアリシア。翻って、食い気優先のカリーナは野菜サンドを早々に平らげるとフルーツサンドを口にする。

「ん！」

　一瞬の驚きの表情、それが即座に消えて至福の表情へと変わった。

「感想を聞かせてくれ」

「これは何なの？　この甘くてフワフワしたものは何？」

「生クリームというもので、特に女性に人気のある食べ物だ」

「分かるわ！　こんな美味しいんだもの、人気があって当然よね」

　お祈りするように胸の前で両手を組んだまま、瞳ひとみを輝かせてこちらを見ている。

「もっと食べるか？」

　フルーツサンドを差しだした。

「え？　いいの？　本当にいいの？」

　言葉とは裏腹に視線はフルーツサンドに釘くぎ付づけである。

　ちょろいな。

「カリーナには色々と世話になるからな」

　遠慮するなと差しだすと、受け取ったフルーツサンドを抱え込んだ。

「生クリームを使った料理は他にもあるから、機会があったらまた食べてくれ」

「うん！」

　実に可愛らしい。

「二人が美味しそうに食べる姿を見ていると俺も嬉うれしくなるよ」

「あの、でも、これって高いんじゃないの？」

「俺が値段なんて気にする男に見えるのか？」

　一度言ってみたかったセリフだ。

　カリーナの頬がほんのりと染まる。いい感じだ。

「ミャー、ミャー」

　ニケがお代わりを催促した。

　俺はニケのお代わりをだした後、ショートケーキをカリーナとアリシアに差しだした。
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　昼食後、アリシアとカリーナに連れられて、村でも上等な部類の品物を扱っている古着屋へと来ていた。古着に抵抗はあったが、『新品の服なんて都市か大きな町じゃなきゃないわよ。それに新品の服を着た旅人ってとっても違和感でしょ』というカリーナの言葉と現代日本の服をジト目で見る視線とに負けて古着屋へと足を運んだわけだ。

「どうだ？」

　何着目かになる服を試着してニケを抱いたアリシアとカリーナに見てもらう。

「ミャー」

「うーん……」

「そうね、なんとか旅人に見えるわ」

　どちらの反応もいま一つだな。

「やっぱり似合わないかな？」

「異国の衣装を着た印象が残っているので、私やカリーナさんの意見はあまり参考にならないかもしれませんね」

「似合う似合わないはこの際二の次でしょ」

　気遣うアリシアとは対照的にカリーナがバッサリと切り捨てた。しかし、もっともな意見だ。目的は出来るだけ目立たない格好をすることなのは分かっている。

「目立たずおしゃれに、というのはダメかな」

「おしゃれな服を着て歩く旅人はいません」

　にべもなく却下された。多少は見た目に気を遣いたいというのは贅ぜい沢たくなようだ。

　基本的には動きやすく周囲に溶け込めるようなものを選んだ。商人風の服が二着。どちらも質の良いもので、ある程度成功している商人に見えた。旅人風の服が三着。こちらは旅人や冒険者が着用する服で実用性重視の機能的で丈夫なものだ。

「お姉さん、これをください」

「いやですよー、こんなおばさんを捉つかまえてお姉さんだなんて」

　三十代後半と思おぼしき女性が嬉しそうに笑った。

「えー！　俺よりも四、五歳くらい年上でしょ？　十分にお姉さんじゃないですか」

「もう、口の上手うまい若わか旦だん那なだよ」

　十四歳になる娘むすめがいるのだという彼女の言葉に俺は心底驚いてみせる。

「娘さんと並んだら姉妹に間違えそうだな」

「嬉しいことを言ってくれたから少しまけちゃおうかしら」

　告げられた値段は銀貨九枚。銀貨一枚が日本円に換算して千円程度だから、古着のシャツとズボンが五着ずつ、上着が二着で九千円。俺の感覚では十分に安い。

　カリーナに視線を向けると小さくうなずいた。妥当な金額のようだ。

「お姉さん、銀貨の代わりにこれで支払いってできるかな？」

　ポーチから銀の延べ板を一枚取りだす。

「え？」

「な！」

　古着屋のおばさんとカリーナが同時に声を上げた。

　カリーナが即座に動く。

「ちょっと、ちょっと待って！」

　銀の延べ板を持った俺の右手を押し返すと、古着屋のおばさんに向き直った。

「ここはあたしが払います！」

「そ、そうですか……」

「銀貨九枚ですね」

　カリーナは革袋から銀貨を取りだすと、唖あ然ぜんとするおばさんの手に無理やり押し込んだ。

　一般の商店で通貨以外──、特に貴金属で取り引きができるか、銀の延べ板の銀貨換算がどの程度か知りたかったのだが邪魔されたか。

　カリーナは買った服を俺の腕に押し込むと、背中を押して店の外へと連れだした。

「いまの、わざとでしょ！」

　カリーナが非難するような視線を俺に向けていた。

　やっぱり見抜かれたか。

「わざとも何も普通に銀で支払おうとしただけじゃないか？」

　何を怒っているんだ？　と、何も分かっていない体でカリーナを見た。すると、諦あきらめたようにため息を吐く。

「いえ、あたしが間違っていたわ」

「じゃあ、次の店に行こうか」

　武器と防具を揃えようとカリーナを促すが、有無を言わせず予定を変更された。

「いいえ。その前にベルトラム商会長のところへ行きましょう」

　まあ、そうなるか。

　────それが十数分前の出来事である。

　そして、いまはクラウス商会長のテントのなか、カリーナと二人で商会長の前に立っていた。ちなみに、罪のないアリシアはテントの外でニケと遊んでいる。

　カリーナから古着屋での出来事の報告を受けたクラウス商会長が大きなため息を吐く。

「どういうつもりかね？」

「どういうつもりも何も、代金を支払おうとしただけですよ」

「これでか？」

　テーブルの上に置かれた銀の延べ板に視線を落とす。

「こちらの大陸の銀貨はまだ見たことありませんが、俺の祖国では銀貨の代わりに銀の延べ板で支払いをするのはそう珍しいことではなかったので」

　同じ銀ですよね？　ととぼける。

「この大陸に上陸してから我々と出会うまで、銀貨を見たことがないというのか？」

　カリーナの話では港から俺たちが出会った場所まで百キロメートル弱だったな。徒歩で三日から四日という距離か。銀貨を見なかったとしても不思議じゃない距離だ。

「水や食料など必要なものは、アイテムボックスのなかに入れていましたから、ここまで特にお金を使う必要もありませんでした」

　他の大陸から来たばかりなのだから、この国の通貨を持っていなくても不思議がないことを主張した。

「なるほど。アサクラ殿の言い分ももっともだ……」

　言葉の上では納得しているが、目が納得していない。何故事前に相談しなかった！　そう語っている。

「いいえ、こちらこそ申し訳ありません。もう少し慎重になるべきでした」

　と謝りつつも、「まさか、銀の延べ板で買い物できないとは」と驚きを口にする。

「いや、私ももう少し考えるべきだった。アサクラ殿が現金を持ち合わせていないことに思い至らなかったのは迂う闊かつだったよ」

「当面の現金が必要なので、昨夜お見せしたガラス細工の置物か、銀の延べ板と金の延べ板を買い取って頂くことは可能でしょうか？」

　そう言って金の延べ板をテーブルの上に置く。

「難しいですか？」

　頭を抱え込むクラウス商会長に再び尋ねた。

「アサクラ殿とはカラムの町に着いてからも懇意にしてもらいたいと考えているから敢あえて言わせてもらおう」

　祖国の常識はこの国の非常識だという前提で行動して欲しい。さらに、祖国の製品はたとえ価値のないものであっても無闇に人目に触れさせないようにして欲しい、と少々厳しい口調で言われた。

　俺はその場でクラウス商会長とカリーナに謝罪をした。

　その後、俺はクラウス商会長から金貨三枚と銀貨五十枚を受け取ってアリシアとカリーナとともにタクラ村へと戻ったのだが、未いまだカリーナのご機嫌は斜めのままである。

「まだ怒ってる？」

「別に怒ってないわよ」

　頬を膨らませて明後日の方に視線をやる。

「ごめん、相談しなかったことは謝るから、もう機嫌を直してくれないかな？」

「機嫌は悪くないわよ」

　護衛としてその態度はどうなんだとも思うが、そんなことはおくびにもださずにひたすら謝り続ける。俺自身、調子に乗りすぎたという自覚もある。カリーナと出会って丸一日。そろそろ「俺なんかやっちゃいました？」、などという間抜けな言い訳が通用しないのも理解できる。

「今後はもっと慎重になる。約束するから」

　謝罪とご機嫌取りの言葉を繰くり返すこと何十回目か、ため息を吐いてカリーナが言う。

「知らなかったのは仕方がないけど、事前に相談するって約束したのに相談しなかったことを反省して欲しいの！」

　それについても幾度となく謝った気がするし、反省の言葉も繰り返した気がする。

「反省している」

「ミャー」

「あら、ニケちゃんも一緒に謝ってくれるの？　優しい子ね」

　アリシアが抱きかかえたニケに向かってカリーナが微笑む。

「あなたに怒っているんじゃないのよ。悪いのはぜーんぶ、あなたの主人なんだからねー」

　やっぱり怒ってるじゃないか。

　俺はお詫わびのしるしだと言って、カリーナとアリシアにチョコレートを差しだした。二人とも興味深げに見つめているが手を伸ばさない。

「食べ物でうやむやにするつもり？」

「違う、違う。俺の祖国では恋人や親しい女性に迷惑をかけたときに謝罪の気持ちを込めてチョコレートを送る習慣があるんだ」

　そんな程度で謝罪になるなら世の男性はもっと気楽に生きられるだろうし、その程度で機嫌を直す女性を俺は知らない。

「恋人や親しい女性ですか」

「そういう習慣があるなら受け取るわ」

　幸せそうな表情のアリシアとデレる寸前のツンデレといった表情のカリーナがそれぞれチョコレートを口に運んだ。

「美味おいしい」

「なに、これ！」

「まだあるぞ」

　アリシアが遠慮がちに手を差しだす傍らで、カリーナが相好を崩す。

「え？　いいの？　ありがとう」

　ちょろいな。

「本当に悪かったと思っているよ」

「そうね、次からは気を付けてくれればそれでいいわ」

「神に誓うよ」

「神って……大おお袈げ裟さね」

　カリーナが機嫌を直したのを見計らって武器と防具の店へと向かった。

　タクラ村は下手な町よりも繁栄している。村ではあるが町規模の人口と商業施設が整っていた。それでも冒険者ギルドは常設されておらず、この村を拠点にする冒険者はいないと聞いていたのだが……。

「随分と冒険者が多くないか？」

「村の規模からすると明らかに多いです」

「そうね……、それにガラもよろしいとは言えないわね」

　俺の基準からすればガラの悪い部類にはいる。

「さっきから嫌な感じの視線を感じるのは俺の気のせいかな？」

「奇遇ね、あたしもよ」

　視線の先がアリシアやカリーナならまだ分かる。彼女たちほどの美人なら半数どころか八割がたの男が振り返ってもおかしくない。ところが、無遠慮な視線を向けてくるのは男の冒険者だけじゃなく女性の冒険者もそうなのである。異国風の容よう貌ぼうということで目を惹ひくにも限度がある。

　これは……、美少女二人を連れ歩いている俺への嫉しつ妬とかな？

「いまのダイチさんは防具を身につけていませんし、武器も短剣を腰に帯びただけという軽装です。それと多分、ベルトラム商会の客人という噂が既に流れていると思います」

「隙だらけの上、弱そうに見えるから、邪よこしまな連中には鴨にしか見えないでしょうね」

　弱そうな外見なのは否定しないし、隙だらけなのもそうなのだろう。『少女に護まもられている馬にも乗れない異国のボンボン』、邪な連中にはそんな風に映っているのだろう。

「なんだか面白くない」

　俺がキングエイプを倒したことはクラウス商会長とカリーナ、アリシア、ジェフリー隊長の四人しか知らないから仕方がないことだが釈然としないな。

「それでなくても、冒険者のなかには悪質な連中もいるから十分に気をつけてね」

　カリーナは、半年以上前になるがこのタクラ村に立ち寄ったことがあった。そのときはこれほど多くの冒険者は見ていないという。

「武器屋で聞いてみるか」

　俺の意見にカリーナが即座に同意して付け加える。

「村のなかで揉もめ事を起こすとは考えたくないけど、注意だけは怠らないようにね」

　タクラ村は他の村に比べて人口も多く村の自警団もしっかりしているので、武装した冒険者とは言っても揉め事を起こせば自警団に捕らえられる可能性が高い。まして、いまはベルトラム商会の人間と護衛である自分たちがいるので無法なことはしないだろう、とカリーナは予想していた。

「念のため揉め事が起きる仮定で行動しよう」

「その意見には賛成だけど、自分から首を突っ込まないようにお願いよ」

「そこは信用してくれ。俺はこう見えても平和主義者なんだ」

「昨夜のキングエイプの戦いで変な自信を付けてなければいいんだけど？」

　鋭いな。ちょっとした立ち回りくらいなら試してみたい気持ちもある。

「ここまでにすれ違った冒険者とキングエイプ、どっちが手て強ごわいんだ？」

「何を言ってるの？」

「本気で言っています？」

　二人の呆あきれるような声と視線。

「参考までに聞いただけだよ」

「迂闊なことは言えませんが、単独での真っ向勝負でしたらキングエイプの方が強いでしょう」

　アリシアの言葉をカリーナが補足する。

「でも、冒険者は連係もするし罠わなを準備したり策略を巡らせたりすることもあるのよ」

　群れればキングエイプよりは厄介ということか。

「自分から揉め事に首を突っ込むようなことはしないよ、安心してくれ」

「安心できたらどれほど楽か……」

　おいおい、随分と信用がないんだな。

　肩を落とすカリーナに言う。

「絡まれないためにも威嚇用の武装をさっさと整えよう」

　鴨に見えない程度に武装を整えるのがこの買い物の目的の一つだ。

「そうね、先まずは見た目から入りましょう」

　俺たちは武器と防具の店の扉を潜った。

　────異世界の武器と防具に目を奪われること三十分余あまり。

「こんなところかな？」

　最も動き易そうな軽装の革かわ鎧よろい一式を身に着けて、軽く身体を動かしてみる。

「ミャー」

　革鎧の胸元からニケがご機嫌な鳴き声を上げた。

「やっぱり軽装すぎじゃないかしら？」

　カリーナが少々難色を示す。しかし、防御力よりもニケの居心地が優先だ。

「これならニケも苦しくなさそうだ」

「目的が変わってるわよ」

「ダイチさんは優しいですね」

「そうかな」

「ええ、とっても」

　微笑むアリシアの傍ら、カリーナが諦あきらめたようにつぶやく。

「魔装があるから良しとしましょう」

「じゃあ、防具はこれで決まりだ」

　動きを阻害しない最小限の胸当てと肩当て。手の甲から肘ひじまでを護るガントレット、膝ひざから脛すねを護るレガースで身を固めた。靴だけは現代から取り寄せたミリタリーブーツを履いているが、ぱっと見には違和感はないはずだ。

「防具と盾のバランスが変だわ」

　高さ百八十センチメートル、幅九十センチメートル、厚さ五センチメートルという鋼の大盾を見ながら言った。俺が無理を言って購入した盾がそれだ。およそ実戦向きとは思えない大きさと重量。店の看板代わりにと酔狂で作ってもらったものだという。

　それを左手で軽く振り回す。

「うわー、迫力がありますね」

「身体強化が使えるって宣伝して歩くようなものよ」

「普段はアイテムボックスに収納しておくから変に目立つこともないだろ？」

　そう言って大盾を異空間収納ストレージに収納する。

「次は武器か」

　中世ファンタジー系のＲＰＧをやり慣れた俺としては長剣が理想だな。

「長剣を使えるの？」

　長剣が陳列されている一角を見る俺にカリーナが聞いた。俺が長剣を使えないと思っているな。

「練習で少し振り回した程度だ」

　高校の頃、剣道の授業で何時間か竹刀を振り回したから嘘は言ってない。

「となると短剣ね」

　何でそうなる。

「長剣じゃダメなのか？」

「扱えないでしょ？」

「短剣やナイフも扱えないから長剣だろうと槍やりだろうと一緒だよ」

「嘘でしょ？　だって、昨夜」

　昨夜、キングエイプを仕留めたことを口にしようとして、慌てて言葉を飲み込んだ。

「実戦はあれが二度目なんだ」

「まあ！」

「何ですって……」

　アリシアとカリーナの大きな目が見開かれた。

「白状すると、魔物にナイフを突き立てるのはあれが初めてだったんだ」

「私もまだ魔物と剣で戦ったことがありません。一緒ですね」

　口元で両手を合わせてと嬉うれしそうにするアリシア。

「すみません、アリシアさん」

　カリーナが『ちょっと黙ってくれます？』とでも言いそうな視線を向けた。

「ごめんなさい」

　謝るアリシアをよそにカリーナが嘆息する。

「信じられない……」

「やっぱりそう思うか？　結構、堂に入った立ち回りだっただろ？」

「信じられないのはダイチさんの行動よ」

　腹の底から絞り出されたような重低音の声が静かに響いた。

「勝手に身体が動いていたんだ」

　アリシアが傷付く姿を見たくなかった。口にはだせないがそれが本当の理由だ。傷付くどころか、あのまま何もしなければアリシアは死んでいたかもしれない。そう思うと胸が締め付けられた。

「無む茶ちやはしないと約束してください」

「無謀なことはしないで」

　アリシアとカリーナの真剣な眼まな差ざしに鼓動が速まる。俺は心臓の音を彼女たちに悟られないよう、二人から半歩離れた。

「言っただろう、無意識の行動だったんだ。無意識の行動にまで責任は持てないし約束もできない」

　もし、アリシアとカリーナに危険が迫ったら、俺は次も躊躇ためらうことなく戦う。それは間違いないと思えた。

「屁へ理り屈くつを言わないで！」

　俺が離れた半歩をカリーナが詰め寄る。アリシアはその場に立ったまま真っ直すぐに俺を見ていた。その瞳ひとみに光るものが見える。

「カリーナ、落ち着いて。ここは店のなかだ」

「あ……」

「先ずは目的を果たそう」

「そ、そうね」

　恥ずかしそうにうつむくカリーナの背後でアリシアが涙を拭ぬぐう。

　参った、何とも気き不味まずい。ここはアリシアの涙に気付かない振りをして話を進めるとしよう。

「そもそも武装の目的が威嚇だろ？」

「威嚇って、まあ、そうね」

　コンバットナイフ一本を腰に差しているのでは侮られ、トラブルに巻き込まれる可能性が高くなる。不要なトラブルを避けるためにも見た目にも破壊力のありそうな武装が必要だ、ということで武器と防具を買いにきたのだ。

「剣なんて使えなくても振り回せば何とかなるさ」

「そんなわけないでしょ」

「ですが、ダイチさんなら何とかなりそうな気がしませんか？」

「そう、ね。そんな気がするわ」

　こめかみを押さえるカリーナ。

「何とかなりそう、ってのは身体強化と魔装があるからかな？」

「はい」

「デタラメな身体強化と魔装があるからよ」

　剣術の熟練の技よりも身体強化と魔装ってことか。魔法を使える者が勝ち組ってことは理解した。二人の話から身体強化が使える者は使えない者の何倍もの広さの畑を耕したり、獲物を狩ったりすることができることも理解できた。昨夜の火起こしもそうだ。火一つ起こすのも、その差は歴然としている。火魔法が使えれば簡単に火が起こせる。火魔法が使えなくても、魔力があれば魔道具を使って火を起こせる。魔力がない者は火打ち石と鋼で火を起こす。

　魔力のある者が利用できる魔道具の開発は力を入れられるが、魔道具以外の道具──、魔力のない者が使う道具類の開発は疎おそろかとなる。結果、魔力のある者の利便性は上がり生活レベルが向上する。しかし、魔力のない者の苦労が軽減されることはない。まさに負のスパイラルだ。弱い者の生き辛づらさは現代日本の比ではなかった。

　生まれ持った才能──、魔法が使えるか否か、魔力があるか否かで人としての優劣が決まり、人生が決まる。

　少しでも改善できないだろうか……？

　王侯貴族や富裕層にはガラス製品を販売するとして……、魔法を使えない者向けにも、彼らの生活の助けとなる商品を安価に提供したい。安価で便利な製品か……。

「どうしたの？」

「いや何でもない。ちょっと祖国のことを思いだしていただけだ」

　俺は適当な言い訳をして、剣を選ぶ作業に戻った。




　　　　◇




「これまでの話を総合してどう思う？」

　武器と防具の店を出てすぐにアリシアとカリーナに問いかけた。

　ここまで買い物をしながら集めた情報を総合すると、タクラ村の近隣でゴブリンを頻繁に見かけるため、その駆除を村長名義で冒険者ギルドに依頼していた。正式に依頼を受注して派遣された冒険者パーティーは三つ。総数は十三名だった。しかし、実際には正式に受注していないパーティーが七つも集まっていた。人数にして四十人弱。

「ゴブリンのおおよその数が判明していないにしても多すぎるわね。それに正式に依頼を受注してない冒険者たちのガラが悪すぎるわ」

　冒険者の事情に詳しいカリーナが答えた。

　正式な依頼を受けていないにもかかわらず集まった冒険者は、おこぼれにあずかろうという魂胆なのだという。ゴブリン単体はもちろん、二十匹程度の群れであれば冒険者数人でも十分対応可能なほど弱い魔物である。しかし、群れが大きくなると話が変わってくる。数の脅威もあるが、上位種に進化する個体が出てくる可能性があるのだという。そんなときに戦力となるのが正式な依頼を受けていない冒険者たちである。

「上位種はやっぱり手て強ごわいのか？」

「属性魔法を使うゴブリンメイジや無属性魔法で身体強化を図ってきたり魔装をまとったりするゴブリンジェネラル以上がいると厄介ね」

　ゴブリンジェネラル以上の個体が複数存在した場合、いま集まってきている人数でも対処できるか難しいだろうと言い切った。

「バッサリと言うな」

「少なくともすれ違った冒険者の動きや装備を見る限り、Ｅランク、よくてもＤランクってところじゃないかしら」

　冒険者のランクは見習いを指すＨランクから始まって、上はＡランクまで存在していた。

　Ａランクの上にＡＡランクとＳランクが存在するが、どちらも名誉ランクとなる。ＡＡランクで伯爵以上の上位貴族に認められて、騎士爵などの一代爵を授かった者と同等の扱いを受ける。Ｓランクともなれば、国王から爵位を授かるような功績を挙げた者に贈られるランクだ。ＳとＡＡは言わば名誉ランクで基本はＡからＧの七段階となる。

「もちろん、戦闘力がそのままランクに繋つながるわけじゃないのよ」

　ランク評価は功績が基本となる。それでも、Ｄランク以上の冒険者は相応の実戦を潜り抜けてきた猛も者さばかりらしい。

「ちなみにカリーナのランクは？」

「Ｃランクよ」

　十九歳で中位以上か。クラウス商会長の信用が厚いのもうなずける。

「よく分からないけど、かなり頼りになるってことでいいのかな？」

「まあ、それなりに経験は積んでいるつもりよ」

　はにかむような表情であるが、否定はしていない。短い付き合いだが驕おごるような娘こじゃないのは知っているつもりだ。戦闘の実力も相当の腕があるのは間違いないのだろう。となると、カリーナと大差ない程度にキングエイプとやり合った俺も、戦闘力だけなら相当なものなんじゃないのか？

　色々と試してみたい衝動が湧き上がる。

　俺はステータスボードに映ったデザートイーグルのアイコンに目をやる。現行の拳けん銃じゆうのなかでも最も破壊力のある弾丸を撃ちだせる。その代わり反動も凄すごいが身体強化をした俺なら片手でも撃てる気がする。早速試し撃ちをしたい衝動を抑えて話を戻す。

「つまり、ゴブリンの規模が分からない以上、集まった冒険者の戦力も過剰とは言い難いわけか？」

「釈然としないけどそうなるわね」

「何か引っかかるのか？」

「やっぱり、人数が多すぎるわ」

「不安要素があるなら教えて欲しいな。知ったからって対処できるとは限らないけど、知らなきゃ対処のしようもないだろ」

「そうね……」

　躊躇うカリーナにアリシアがダメ押しをする。

「私も知りたいです。それに知っていたらダイチさんも無茶はしないと思いますよ」

「ニャー」

　俺の胸元から顔をだしたニケをアリシアが覗のぞき込む。

「ニケちゃん、そこが気に入ったの？」

　近い！　近い！

　アリシアが二十歳と分かってからどうも意識をするな。

「そこじゃ窮屈だろ？」

　平静を装って胸元からニケを取りだし、アリシアに渡す素振りを見せた。すると嬉うれしそうに抱きかかえる。

「ニケちゃん、いらっしゃい」

　本当、ちょろいな。

　ニケをアリシアに渡しながらカリーナに聞く。

「それで？」

「ここから四日くらいのところにある村が、二ヵ月くらい前に盗賊に襲われて全滅したのよ」

　村一つ全滅とか、穏やかじゃないな。

　その村も周辺にゴブリンが頻繁に出没していて、冒険者ギルドにゴブリン駆除の依頼をだしたのだが、冒険者たちが到着したときには村が全滅していたのだという。

「その村に派遣された冒険者も大人数だったのよね……。しかも、冒険者たちはゴブリンの駆除をしないで帰ってきているの」

　人里近くでゴブリンの駆除依頼をする場合、この領地では報酬の半額を領主が負担してくれる。依頼主である村長がいなくなったとしても、ゴブリンの駆除をしないで帰れば依頼は失敗扱いとなる。領主の依頼を失敗したとなると、違約金を支払う以上に冒険者としての信用問題だ。

「あたしだったら、捜索範囲を広げてでも格好が付く程度の数のゴブリンを討伐するわ」

　個人的な感想を言えば疑わしいなんてもんじゃない。

「冒険者と盗賊がグルになっている可能性があるってことだよな？」

「想像よ」

　カリーナが肩をすくめた。

　盗賊との戦闘が予想されるということか……。となると、こいつも確かめておきたいな。

　俺は再びステータスボードに表示されたデザートイーグルを見た。

「試したいことがあるんだけど、少し付き合ってくれないか？」

「試したいことですか？」

「え？　別に構わないけど？」

　二人に何をするのかと視線で問いかけられた。

「祖国の武器を試したいのと、威力や使い勝手についてカリーナの意見を聞きたいんだ」

　村のなかで武器の威力を試すわけにもいかない。俺は村の外、出来るだけ人目のないところへ行きたいと告げた。

「三人だけで人目のないところ、というのは少し不用心すぎるわ……」

　口調と表情に迷いがある。俺とアリシア、二人の護衛対象を伴って村の外にでることに不安があるようだ。

「キングエイプ五匹を討ち取ったんだ、俺とカリーナなら大概の魔物は問題ないんじゃないのか？　それとも、ゴブリンジェネラルは身体強化を使ったキングエイプよりも強敵なのか？」

「残念ながらキングエイプよりも強いわ」

　あれよりも強いのか。シャレになってないな。ゴブリンジェネラルを引き合いにだしたのは失敗だった。ガラの悪い冒険者を引き合いにだせばよかった。

「草原ならどうでしょうか？　障害物が少ないので何かあっても身体強化で逃げるのも容た易やすいと思います」

「やっぱりアリシアも身体強化を使えるんだ」

「ほんの少しですよ」

　恥ずかしそうに微笑むアリシア。しかし、彼女を見るカリーナの表情は何か言いたげである。もしかして、申し訳程度の身体強化なのか？　だが、馬車のなかでニケを相手に身体強化を使っていたのは間違いないよな……？

　カリーナの承諾の言葉が俺の思考を中断させる。

「森の浅いところなら大丈夫でしょう。それと、人目を避けるのはなしよ。遠目でもいいから隊商なり護衛なりの視界の範囲という約束なら許可するわ」

「決まりだ！　それじゃあ、行こうか」

　試射が終わればおやつの時間くらいだろう。ステータスボード越しにスイーツを選びながら、村の出口へと向かって歩いていると、肩に軽い衝撃を感じた。

「おい！　どこを見て歩いてんだ！」

　チンピラ風の冒険者が俺の眼めの前で凄んだ。

　日本でこんなのに出会ったら、臆おく面めんもなく逃げだしていただろうな。運の産物とはいえ、いまの俺には無属性魔法とトレードスキルがある。まったく恐怖を覚えない。

「ぶつかったのはそちらでしょ？」

　余裕の笑みを浮かべて返した。

「何だと！」

「このガキ、ふざけたことを言いやがって！」

　たちまち数人の冒険者が俺たちを取り囲む。

　さてどうしたものかな？　デザートイーグルの威力をこいつらで試してやろうか？　俺のなかで好戦的な感情が急速に膨らむ。

　俺たち三人を取り囲んだ冒険者は五人。何いずれもガラの悪い連中だ。村の住民たちは遠巻きにしてこちらをうかがっている。厄介事は勘弁してくれ、という気持ちがヒシヒシと伝わってくるな。翻って、住民たちに交じって静観している冒険者たちは興味深げな視線をこちらに向けていた。俺とカリーナがどう対応するか見定めようとでもいうようだな。

「どうした？　ビビっちまって声もでねぇのか？」

「ケッ！　美人の護衛付きかよ！　いい身分だよなー」

「なあ、金も女も余ってるだろ？　こっちにも分けてくれよ」

　何とも安っぽい挑発を仕掛けてきた。だが、包囲の輪が縮まることはなく、一定の距離を保ったままだ。向こうも警戒をしているようである。

「警告よ！　それ以上近付くようなら、護衛として見過ごすことが出来なくなるけど、いいのかしら？」

　カリーナが正面の二人を睨にらみ付けた。厳しい口調だが、どこか余裕が感じられる。五人を相手にしても切り抜ける自信があるということだろうか？

「こいつら五人とキングエイプ一匹、どっちが強いんだ？」

「比べものになりませんよ」

「本気で聞いているの？」

　軽いため息とともに二人から答えが返ってきた。なるほど、こいつらは雑ざ魚こってことか。

「強気な護衛だねー」

「怖い、怖い」

　チンピラたちの間から苦笑が漏れる。

「面白いことを言うじゃねぇか。まさか、俺たち五人を相手にするつもりか？」

「どうせ相手してくれるなら、どこかそこら辺にしけこもうぜ」

「たっぷり可愛がってやるからよ」

　うわー！　こんな下げ衆すなセリフを素で口にする連中、初めて見たよ。それにしても、一緒にいる女性に対して言われると、これほどまでにムカつくものなんだな。

　俺のなかで戦闘への衝動が高まる。

「なあ、こいつらを返り討ちにしたら、何か不都合でもあるのか？」

　取り囲んだチンピラ連中にも聞こえるように声量を増した。

「殺しちゃったら不味まずいけど、怪我なら大怪我でも問題にはならないわ。何しろ、仕掛けてきたのは彼らなんだから」

　状況が状況なので、訴えられてもこちらが勝つと言い切った。

「おいおいおい！　俺たちに喧けん嘩かを売ってるのか！」

　強こわ面もてがもの凄い形相でカリーナとの距離を二歩詰めた。しかし、カリーナは意に介することなく俺との会話を続ける。

「それに、万が一殺しちゃっても、あなたなら領主に十分な慰謝料が払えるでしょ？」

　殺人も金でもみ消せるのかよ！　怖い世界だなー。

　殺すのは抵抗があるが怪我くらいは負ってもらおう。他の連中に対する警告の意味もあるからな。俺は二丁のデザートイーグルを撃ちまくる自分の姿を想像して感情が高揚するのを覚えた。これから人を撃とうというのに不思議と忌避感が薄い。

「警告したはずよ！」

「カリーナ、もう一度確認する！　大怪我を負わせても大丈夫なんだな？」

「問題ないわ」

　よし、腹は決まった。俺とカリーナとでアリシアの壁になる位置へと移動する。取り囲んでいたチンピラたちが俺の動きにあわせて位置取りしながらジリジリと距離を詰める。

　いや、待てよ。俺は異空間収納にあるデザートイーグルを取りだす直前で思いとどまる。異空間収納を利用した戦闘方法を思い付いたのだ。

　チンピラたちが剣を抜いた。

「警告を無視した上に先に剣を抜きましたね！」

　遠巻きにこちらを見ている住民たちや冒険者たちにも聞こえるほどの声をカリーナが上げた。周囲の住民や静観している冒険者たちの視線がこちらへと注がれる。

　俺の準備も整った。使うデザートイーグルは一丁。チンピラたちが魔装をまとっていた場合、デザートイーグルがどこまで通用するかは分からない。だが、そのときは魔装をまとわせた長剣を振り回すまでである。

「命まで取るつもりはないけど、怪我は覚悟してくれよ」

　俺の挑発にチンピラたちが容易く乗ってくる。

「はあ？　舐なめたこと言ってんじゃねぇぞ！」

「俺たちに喧嘩を売るってのがどういうことか思い知らせてやらあ！」

　チンピラたちが一斉に動いた。俺に斬りかかってきたのは二人。残り三人はカリーナへと襲いかかる。

「カリーナ！　こちらの二人は俺が対処する！　アリシアは俺の背後へ！」

　言葉と同時に何も持っていない右腕を正面から迫るチンピラに突きだす。辺りにデザートイーグルの凶悪な銃声が轟とどろき渡り、俺の右の手のひらから硝煙が立ち上る。

　正面から迫ってきたチンピラの左脚が吹き飛ぶ。地面をとらえるはずの脚を失ったチンピラが、右側から飛び込んで来たもう一人のチンピラを巻き込んで地面に転がる。

「ウワー！」

　そこで初めて地面に転がったチンピラが激痛を訴えるように叫び声を上げた。俺は巻き込まれて転倒したもう一人のチンピラの右脚に右の手のひらを向ける。

　再び銃声が轟く。

「ウギャー！」

　二人目のチンピラが叫び声を上げてのたうち回った。

　残りの三人に視線を向けると、剣を落とした彼らがカリーナから逃げるように後あと退ずさっているところだった。三人とも腕から血を流している。出血の様子からかなりの深手なのが分かった。

「利き腕の腱けんを斬ったのか？」

「ええ」

　カリーナは俺の質問に短く答えると恐怖の視線を向けているチンピラ三人を鋭い視線で睨み付けた。

「これに懲りたらあたしの護衛対象に不用意に近付かないことね」
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「わ、分かった！」

「あんたらにはもう二度と近付かねえから、勘弁してくれ」

　利き腕の腱を斬られた男たちがカリーナに懇願した。

「お仲間にもちゃんと伝えるのよ」

「伝える！　必ず伝える！」

「約束するから見逃してくれ！」

　まだ追撃があると思っているようだ。俺は周囲の住民と静観していた冒険者たちを見回す。誰もがこの結果を予想できなかったようで一様に驚きの表情を浮かべていた。冒険者たちには驚きだけでなく、恐怖の色も見え隠れする。

「ミャー？」

　アリシアの腕のなかでニケが眠そうに声を上げた。

「もしかして、寝てたのか？」

「ミー」

「もう終わったから大丈夫だぞ」

「気持ちよく眠っていたのに可哀想」

　ニケからチンピラへと視線を移したアリシアが言う。

「ニケちゃんに謝ってください」

「へ？」

　チンピラがきょとんとした顔をした。

　気持ちは分かる。俺もアリシアが何を言っているのか分からなかったからな。

「猫ちゃんに謝ってください！」

「アリシアさん……？」

　恐る恐るといった様子で声をかけたカリーナにアリシアが聞く。

「カリーナさんもニケちゃんが可哀想だと思いませんか？」

「そう、ね。あなたたち、謝りなさい！」

　カリーナまで同調した。

「申し訳ございません、猫様！」

「もう二度といたしませんからお許しください！」

「この通りでございます」

「ミャー」

「ニケちゃんの優しさに感謝してくださいね」

　平謝りするチンピラたちの姿に納得したのか、ニケの反応に納得したのか、アリシアが小さくうなずきカリーナが安あん堵どするようにため息を吐いた。

「さあ、行きましょう」

　カリーナに促されて俺たち三人は村の外へと歩きだした。村の出入り口に向かって村の中央通りを歩くこと十数分、ようやく道行く人がまばらになってきた。

「さっきのアレは何？　それと、どうして脚を吹き飛ばしたの？」

　突然、カリーナが厳しい口調で聞いてきた。

「脚を吹き飛ばしたのは敵の戦力を削そいでおきたかったのが第一の理由。第二の理由は俺に手をだすと痛い目をみると知らしめたかったからだ」

　取り敢あえず、答えやすい質問から回答する。

「意図は分かるけど少しやりすぎたかもしれないわね」

　難しい顔をする彼女に言う。

「カリーナも利き腕の腱を斬っただろ？」

「ある程度の水魔法が使えれば腕の腱を斬られたくらいはすぐに治せるもの。でも、脚を吹き飛ばしたとなると高位の水魔法でないと治せないじゃない」

　腱を元通りにできる魔術師なら中位クラスの冒険者パーティーにいても不思議はないし、この村の教会にも数人いるという。しかし、失った脚を治せるのは王都の高位神官クラスでないと無理らしい。もちろん、費用も高額だ。

「あの二人が戦力として復帰するとしても大分先のことなんだろ？　狙い通りだよ」

　なるほど、治癒や回復ができるのは水魔法ってことか。多少の怪我をしてもニケがいれば何とかなりそうだな。

「あんな簡単に脚を吹き飛ばす人を相手に、彼らの仲間が仕返しにくるとは思えないから、ダイチさんの思惑は外れじゃないわね」

　カリーナから見ても義理堅い連中には映らなかったようだ。

「ということは、今後はそう簡単に絡まれないってことだな」

「絡まれないけど、不意打ちや闇討ちの可能性が出てきたってことよ」

　ジト目を向けるカリーナに言う。

「夜は交代で見張りだな」

　カリーナに謝るが、「そんなことよりも」と彼女が続けて言う。

「もっと問題があるわ。闇討ちされそうな人を泊めてくれる家や宿があるのかってことよ」

「もしかしてテントに宿泊するのか？」

「そうなるわね」

　カリーナが落胆の表情で深いため息を吐く。

「本当に、ごめん」

　拝むように両手を合わせて謝る俺に、「もう済んだことだし、いいわ」と流して次の質問を口にした。

「あたしよりもアリシアさんに謝りなさいよ」

　もう一人の護衛対象であるアリシアも必然的にテントに宿泊することとなる。

「ごめん、アリシア！」

「私なら気にしないでください」

「そうだ！　俺の祖国のテントがまだあるんだけど、使ってみないか？　少なくともこの国のテントよりも寝心地は好いいはずだ」

「え！　良いのですか？」

「テントだけじゃなく、興味を持っていた明かりの道具や寝具も用意するよ」

「わあ、嬉うれしいです」

　まるで初めてキャンプをする子どものような喜びようだ。

「あの、ダイチさん？」

「どうしたんだ？」

　カリーナを振り返る。

「あたしもダイチさんの国のテントに泊まりたい、かなー、なんて」

「もちろんそのつもりだ。二人の分を用意するよ」

「ありがとう」

「良かったですね、カリーナさん」

「ちょっと楽しみ」

　ひとしきり、アリシアと二人でキャッキャと喜んだカリーナが真顔で聞く。

「で、さっきの脚を吹き飛ばしたアレは何？」

「アレって？」

「とぼけないでよ。脚を吹き飛ばしたヤツ。アレは攻撃スキルなんでしょ？」

「アレは俺にしか使えないスキル──、ユニークスキルだ」

　二人がこれまでにないほどの驚きの表情を浮かべていた。

　俺は絶句する彼女たちに軽い口調で聞く。

「こっちの大陸にはユニークスキル持ちはいないのか？」

「いますが……。少数、です」

「それは俺の祖国でも一緒だ」

　珍しく探るような眼まな差ざしを向けるアリシアに軽く答えるとすかさずカリーナが言う。

「大陸に一人しかいないわ」

　少数どころの話じゃなかった。

　強こわばった二人の表情が物語っている。お前は何者なのだ、と。

「参ったな。実はこのユニークスキルのせいで祖国を追われることになったんだ」

　俺が祖国でただ一人のユニークスキル所持者であること。ユニークスキルの所持者であることを親族に知られたため、命を狙われるに至ったことを告げた。

「だから、ユニークスキルについて触れないでもらえると嬉しいんだけど、ダメかな？」

「命を……」

「辛つらい思いをしたのですね……」

　黙り込む二人に言う。

「そうは言っても、気になるよな？　知られても問題のない範囲で教えるよ」

「ですが」

「無理しないでいいのよ」

「三人の秘密にしてもらえれば十分だ」

　そう言って俺はユニークスキルと偽った攻撃方法について簡単に語る。

「鉛や鉄の塊を瞬時に作りだして、それを火の力でターゲットに撃ち込むものだ」

　先ほど撃ちだしたのと同型の弾丸を手のひらの上に出現させる。

「こんな小さな鉛の塊を撃ち込んだだけで脚が吹き飛んだって言うの？」

「この弾丸を爆発の力を使って高速で撃ちだすとさっきのような破壊力を生むんだ。もっと大口径──、大きな弾丸なら破壊力はさらに増す」

「もっと大きな弾丸も撃ちだせるみたいに聞こえるわね」

「こんなのも撃ちだせる」

　手品のような手つきで芝居気たっぷりに、対物ライフル弾を右手に出現させた。

　二人が息を呑のむ。

「ちょっと、想像したくないわね……」

「実験に付き合って欲しいって言っただろ？　あれはユニークスキルを見てもらって、色々と感想を聞きたかったのもあるんだけど？」

　ユニークスキルの実験をこれからやろう、と村の外に見える森を視線で示した。

「そういうことだったの……」

　当初の予定は攻撃手段としてデザートイーグルの有用性を確認するだけのつもりだった。しかし、先ほどの戦闘でデザートイーグルと異空間収納を組み合わせた新しい攻撃手段を実践できた。ならば、もう一歩踏み込んでユニークスキルと偽った異空間収納と火器を併用した攻撃手段の有用性を確認したい。手始めがデザートイーグルと対物ライフルだ。

「クラウス商会長にも報告しないとならないんだろ？」

「そうね」

「はい……」

　カリーナだけかと思っていたがアリシアも俺の監視役だったのか。

　俺は内心で苦笑しながら言う。

「なら、もっと詳しい能力を確認した方が良いんじゃないのか？」

　俺たち三人はそのまま森へと向かった。

　森のなかに入って二十分ほど歩いたところでカリーナが振り返った。

「この辺りが限界かしら」

「出来ればもう少し開けたところの方がいいんだけどな」

「贅ぜい沢たく言わないの」

「実験の様子を見られたくないのは理解できますが、森の深いところはどんな魔物がいるか分かりません」

　これ以上森の奥へ行くのは危険だと二人揃って難色を示された。

　銃声を聞かれるのは早々に覚悟していたし、この辺りが妥協点か。

「ユニークスキルの実験が終わったら三人でおやつを食べようと思ったのに……」

「おやつ？　甘い食べ物かしら？」

　目を輝かせて聞いてきた。いい勘してるなー。

「甘いのもあるし、しょっぱいのもある。カリーナはどっちが食べたい？」

「えっと、甘いのを貰もらえると嬉しいかな」

　はにかみながら答えた。何とも愛らしい笑顔だ。これからデザートイーグルと対物ライフルの試射に付き合おうという顔じゃない。

「分かった。実験が終わったら、感想を聞きながらおやつにしよう」

「うん」

　最も早はや疑う余地はない。カリーナの弱点は甘味だ。

「実験の間、ニケを抱いててくれるか？」

　ニケをアリシアの眼めの前に差しだす。

「うわー、ニケちゃーん」

　相好を崩してニケを抱きかかえた。

　ニケも心得たもので、間髪を容いれずにアリシアに甘えだす。以心伝心。会話は成り立たないが何となく俺とニケとの間で意思疎通が図れている気がする。ま、気のせいだろうけどな。

「もう、ニケちゃんたらー」

　甘えたニケがアリシアの胸元に顔を突っ込むと、彼女がくすぐったそうに身をよじらせた。ニケ、ナイスだ！　何とも素晴らしい光景じゃないか。

　そこへカリーナの冷ややかな声が響く。

「さっさと始めたら？」

「じゃあ、さっき盗賊たちにお仕置きしたヤツから行くぞ」

　手のひらに異空間収納の取りだし口を出現させる。大きさはデザートイーグルの射出口よりわずかに大きめ。取りだし口の向こう側には弾丸を装そう填てんしたデザートイーグル。異空間収納内の引き金を意識だけで引く。轟ごう音おんを響かせて撃ちだされた鉛の弾丸は二十メートルほど離れた大木にめり込んだ。銃声に驚いた鳥たちが飛び立つ。

「凄すごい……！」

「これほどの攻撃魔法は滅めつ多たにありませんよ……」

　驚く二人をよそに俺は三十メートル先の大木、さらに五十メートル先の大木へとターゲットの距離を伸ばして行く。森のなかに銃声が連続して轟とどろく。弾丸が射出される衝撃はない。気になるのは銃声と硝煙くらいだ。

「感想を聞かせてくれるかな？」

　彼女たちの視線は三十メートル先の大木に釘くぎ付づけだった。無言で固まっている二人にもう一度声をかける。

「感想を聞かせてもらえるかな？」

「え？　あ、ごめんなさい」

　カリーナが反応した。

「で、どうかな？」

「もう少し近付いてもいいかしら」

「私も近くで見させてください」

　二人揃って視線を釘付けにしていた大木へ向かって歩きだした。

　銃弾の痕あとをしばらく観察したカリーナが言う。

「これって、鉛の塊を撃ちだしたの？」

　無言で首肯する俺に聞く。

「連続して発動できるのね」

「攻撃魔法をこれくらいの速さで連続して発動するのは難しいのか？」

「そう難しいことじゃないわよ」

　中位の魔術師──、Ｃ・Ｄランクの魔術師なら、いま俺がやったデザートイーグルの破壊力を伴っての連続発動はもちろん、複数のターゲットに対して同時に攻撃を放つことも可能だという。

　下位の魔術師──、Ｅ・Ｆランクの魔術師でも、威力さえ落とせばこのくらいの速度での連続発動が可能らしい。だが、特筆すべきは着弾までの速度だった。土魔法にこれと似た攻撃魔法があるが、着弾までの速度が比べものにならないほど遅いのだという。

　それでも下位の魔術師ともなれば、常に拳けん銃じゆうを所持しているのに等しいことになる。

「一般人にとっては下位の魔術師でも十分脅威になるんだな」

「何を言ってるの。魔法が使えない冒険者からすれば、魔術師の称号を持たない一般人だって攻撃魔法が使えるだけで脅威よ」

「攻撃魔法が使える一般人と魔法が使えない冒険者、戦ったらどっちが強いんだ？」

「攻撃魔法が使える一般人よ」

　即答だった。

「攻撃魔法が使える人を魔術師って呼ぶんじゃないのか？」

　カリーナがアリシアに視線を向けると、代わって彼女が答えた。

「正確には魔術師ギルドに登録したＦランク以上の人を魔術師と呼びます」

　魔術師というのは尊称のようなもののようだ。

「カリーナが説明してくれた魔術師のランクというのは、冒険者ランクとは別なのか？」

「当たり前でしょう」

　そこから説明しなければならなかったのか、と深いため息を吐いた。

「いや、なんだかすまない」

「いいえ、あたしの方こそ気付くべきだったわ」

「冒険者のランクと魔術師のランクの違いはおやつを食べながら教えてもらうとしようか」

「実験はお終しまい？」

　顔を輝かせるカリーナの希望を打ち砕く。

「これからが本番だ」

「そう……」

　面白いくらいに落胆している彼女に背を向け、異空間収納内に対物ライフルをセットした。

「よく見ててくれよ」

　言い終わると同時に三十メートル先の大木を撃つ。デザートイーグルとは比べものにならない射撃音が轟き、ターゲットの大木の幹を抉えぐった。続けて五十メートル先、百メートル先、さらに二百メートル先の大木に狙いを定めて連続して撃つ。五十メートル先の大木にかろうじて当たった。弾丸は幹の表皮を大きく抉り取ってその後ろの大木で止まる。百メートル先と二百メートル先のターゲットは大きく外した。

　射撃の練習は必要だ。これならニケの水の弾丸ウオーターブレツトの方が威力も大きいし命中精度も高い。対物ライフルはしばらく封印するか近距離戦で運用するしかないか……。内心で落胆しながら二人を振り返った。

「攻撃魔法が得意な高位魔術師ならこの威力の単体攻撃魔法を使える人もいます」

「そうね……」

　となるとニケの水魔法は攻撃魔法が得意な高位魔術師よりも上ということか。

　俺は「参考までに聞きたいんだが」、と前置きして探りを入れる。

「例えば、あの大木を撃ち抜くだけの破壊力がある攻撃魔法は高位魔術師じゃないと無理かな？」

「爆発系の火魔法や巨大な岩をぶつけるような土魔法ならあの大木を倒せないこともないでしょうけど、撃ち抜く、というのは難しいんじゃないかしら」

　カリーナがアリシアに振り向いて「心当たりはありますか？」と問いかけた。

「土の属性魔法を使う方に三人。土の精霊魔法を使う方に一人心当たりがあります。命中精度を別にすれば、もう一人……」

　異世界系の漫画に登場する攻撃魔法に比べてニケの放つ「水の弾丸」はショボいと思っていたが、この世界の高位魔術師の攻撃魔法──、それも希け有うな数に比肩するようだ。

「まあ、その辺りは俺の祖国と同じなんだな」

「安心したわ」

「ん？」

「次はあの大木を撃ち抜くのかと思っちゃった」

　カリーナが安あん堵どのため息を吐いた。

　やはりニケの精霊魔法は切り札だな。

　俺は平へい坦たんな場所を選んで、キャンプ用のテーブルと椅子をだした。

「そろそろ、おやつにしようか」

「うん」

　カリーナが可愛らしい笑みを浮かべて駆け寄ってきた。
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「まあ！　生クリーム」

「甘くて美味おいしいのよねー」

　ショートケーキを眼の前にして、幸せそうに微笑むアリシアと語尾にハートマークが付きそうなくらいはしゃぐカリーナ。

「ミー」

「あら、ニケちゃんも欲しいの？」

　甘えた声を上げてアリシアの膝ひざの上に飛び乗ったニケにアリシアが嬉うれしそうに微笑む。

「ニケ、お前はこっちだ」

「ニャ！」

　俺の足元にキャットフードの入った皿を置くと、彼女の膝の上から飛び降りて駆け寄る。

「ニケちゃんは生クリームを食べられないのね」

　アリシアは残念そうにそう言うと、ショートケーキの生クリームをフォークですくい取った。

　至福のひとときを過ごす二人に切りだす。

「実は二人に相談があるんだ」

「何でしょうか？」

「なあに？」

「この村で試しに露店をだしてみようと思う」

「それは怖いわね。今度はどんなとんでもない商品が飛びだすのかしら？」

「それは面白そうですね」

　カリーナが間髪を容いれずに難色を示し、アリシアが興味津々といった眼まな差ざしを向ける。

　これまで彼女たちの目に触れた使い捨てライターやガラス細工の置物、さらに商品としてではないが懐中電灯やキャンプ道具等を思いだしているのだろう。

　正式に商売を始めるには商業ギルドに登録して許可を得なければならないことはクラウス商会長から聞いていた。それと同時に、ベルトラム商会の看板を借りて露天商程度や行商の真似事程度であれば問題がないことも聞いている。

　クラウス商会長に相談する前にアリシアとカリーナに見て欲しかったのだ、と二つの商品をテーブルの上に並べた。特にアリシアは魔道具に造ぞう詣けいが深いという話だ。この世界の魔道具と比べての性能、類似した魔道具の価格なども参考意見として聞きたかった。

「どちらも初めて見る商品よ。それに使い道の想像もつかないわ」

　カリーナの言葉にアリシアも同意する。

「これは着火剤と防水マッチだ」

　俺はキャンプ用の着火剤と防水マッチの説明をし、実際に彼女たちの目の前で着火剤に防水マッチで火を点つけた。

「魔法、じゃないのよね？」

「魔力は感じませんでした」

　ショートケーキを口に運ぶのを忘れないカリーナと手を止めて見入るアリシア。

「魔法じゃないし、魔道具でもない」

　魔力のない人たちでも使える品物なのだと説明する。

「着火剤は火が簡単に点くようにするための道具だから、火の点き易さを考慮しなければ防水マッチだけでも火を点けられる」

　今度は落ち葉を集めて防水マッチで火を点ける。

「その防水マッチだけでも十分に着火の魔道具の代わりになります」

「魔道具は百回、二百回と使えるけど、防水マッチは一回の着火で一本使う。これ一箱で二十五回火を点けられる」

　俺はこれを魔力がない人たち向けの商品と位置付けて販売をするつもりだと説明する。

　魔力があっても高額な魔道具を使えない人たちは大勢いる。その人たちも潜在的な顧客だと考えていた。

「魔力のない人向けの商品は儲もうからないわよ」

　魔力のない者は弱者であり貧しい。彼らの購買力は低いとカリーナが言外に口にした。

「俺は魔力のない人たちにも便利な生活をして欲しいと思っているんだ。だからこの商品はそんな貧しい人たちでも使えるくらいの価格で提供するつもりだ」

　驚きの表情でこちらを真っ直すぐに見る二人に聞く。

「どうした？　意外か？」

「え？　別に意外とかじゃないわ」

　答えたのはカリーナ。

「金持ちのボンボンが貧しい者のことを考えて商売をするなんて偽善としか思われないのは分かっているよ」

「そんな風には思ってないから」

「金持ち相手の商売とそうでない者を相手にした商売を別々に考えているだけだ」

「安価なら飛ぶように売れると思います」

　それだけに危険でもあるとアリシアが付け加えた。

「消耗品なのですぐに供給が追い付かなくなりはしませんか？　そうなるとダイチさんの信用問題になる可能性もあります」

「当面は在庫があるから問題ない」

「ダイチさんのアイテムボックスは本当に容量が多いのね」

　天を仰ぐカリーナ。

「必要なら作製もできる」

「簡単に作製できるのですか？」

「難しくはない、といったところかな」

　驚くアリシアに曖あい昧まいな回答をして話を続ける。

「何いずれにしても戻ってクラウス商会長に相談してからのことになるけど、俺としては多少の無理をしてでも納得してもらうつもりだ」

　前に提示した使い捨てライターとガラス細工のときとは違って、簡単に退ひくつもりはないのだと言い切った。クラウス商会長にとって俺が重要人物であることは間違いない。多少の揺さぶりをかけても関係を打ち切られることはないだろう。

「分かったわ。これ以上はあたしが口だしすることじゃないわ」

　そう言うとカリーナは再びショートケーキへとフォークを伸ばした。カリーナが二つ目のスイーツである、チーズケーキを半分ほど平らげたところで別の話題を持ちだす。

「ところで、カリーナは無属性魔法の他に三属性の魔法が使えると言っていたけど？」

「水と火と風よ」

「アリシアは？」

「全て使えます」

　どことなく困ったような顔でそう告げると、傍らのカリーナも同じような表情を浮かべていた。これまでの情報で三属性を使える魔術師が希少な存在だということは理解している。それが四属性全て使えるとなれば希少さは百倍千倍程度じゃすまないことは俺でも容易に想像できた。

「それって凄すごいことなんじゃ……？」

「そうかも、しれません」

「アリシアさんが全ての魔法が使える話は秘密にして頂ちよう戴だい」

　言葉を濁すアリシアに代わってカリーナが厳しい口調で言った。

「了解だ」

　このことはこれ以上踏み込まない方が良さそうだな。

「理解が早くて助かるわ」

「申し訳ありません……」

　俺はすぐに話を変える。

「二人とも魔術師ってことは魔術師ギルドにも所属しているんだろ？　魔術師ギルドのランクを教えてもらっても失礼にはならないかな？」

　冒険者としてはＣランクだと聞いていたが、さて、魔術師としてはどのくらいに位置するんだろうか。

「別に構わないわよ。あたしもアリシアさんも魔術師としてのランクはＢよ」

　何でもないことのように答えた。

　二人とも高位魔術師じゃないか！

「ダイチさんからしたら大したことないように映るかもしれないけど、これでも将来有望な魔術師なんだから」

「カリーナは魔術師らしからぬ出いで立ちに見えるし、キングエイプとの戦闘でも剣を主体に戦っていたよな？」

「あたしがＢランクの最大の理由は無属性魔法と風魔法なの」

　無属性魔法での身体強化はもちろん、魔装の強度もこの国では間違いなく上位に入る部類なのだと言った。もう一つの理由である風魔法は、攻撃力よりも索敵の範囲の広さと精度を評価されてのことだという。

「じゃあ、キングエイプと戦ったときの魔装は全力じゃなかったってことか？」

「確かに全力じゃなかったかもしれないけど、あの場面で出せる最大の力をだしたつもりよ」

　魔装をさらに強化するには魔力を練り上げる時間が必要となる。その余裕がなかったのだと悔しそうに言った。

「索敵は？」

　あのとき、忍び寄るキングエイプに気付いたのはカリーナよりもアリシアの方が先だった。それに、恐らく真っ先に気付いたのはニケだ。ニケの索敵能力が彼女よりも上という可能性もある。

「痛いところを突いてくるわね」

　防衛ラインを突破してこちらに向かってくるかもしれない、と正面の戦闘に意識が向いていて索敵を怠っていたのだ、とバツの悪そうな顔で明後日の方に顔を向けた。

「ごめん、意地悪をしたつもりはないんだ」

「分かってるわよ」

　バツの悪そうな彼女の前に三つ目のスイーツをだす。ソフトクリームだ。

「見た目は生クリームに似ているけど、少し違うんだ」

「もらっていいの？」

「もちろんだ。二人に食べて欲しくてだしたんだ」

「ありがとう」

　簡単に機嫌が直るなー。

　ソフトクリームを受け取るとショートケーキを食べていたときのフォークですくって口へと運んだ。

「んー！　冷たい！」

　幸せそうな顔をしている。

「ソフトクリームって言うんだ」

「こんな冷たくて甘いお菓子を食べるの初めて！」

「アリシアはどの属性でＢランク魔術師の認定を受けたんだ？」

　ソフトクリームを勧めながら聞いた。
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「希少性からです。それと私は戦闘経験がないので……」

　キングエイプとの戦闘では突然の出来事にただ呆ぼう然ぜんとしていたのだと申し訳なさそうに告げた。

「アリシアは魔道具職人志望だったよな」

「はい。幸い、付与魔法の適性があったので志すことにしました」

「付与魔法？」

　また新しい魔法だ。

「道具──正確には道具に使われている魔力に対して親和性の高い素材に属性魔法を付与する魔法です。例えば火を起こす魔道具でしたら、火属性の魔力と親和性が高い素材に火の属性魔法を付与します」

　出来上がった魔道具に魔力を流すことで火属性の魔法が使えない人たちでも、魔力さえあれば火属性の魔法を使うことができるのだという。

「一つの魔道具に四属性を付与したら四属性の魔術師と同じことができるってことかな？」

「そんな簡単じゃないわ」

　呆あきれ顔のカリーナをよそにアリシアが優しい笑顔で説明を始める。

「付与する魔法は限定的です」

　着火の魔道具なら着火に適した炎しか発生しない。熟練、且つ、高位の魔道具職人ならある程度自在に炎の大きさを調整できる魔道具を作製できるらしいが、非常に高額になるのだという。

「高額になるのも理由の一つですが、用途を限定するのは危険を回避する側面もあります」

　竈かまどに火を点つけるつもりで間違って火の弾丸を撃ち込んだら大変ですよね？　とアリシアに優しく諭されてしまった。

「付与魔法の適性は生まれつきなのかな？」

　後天的に獲得できるなら俺やニケが魔道具を作製することも可能だ。

「付与魔法に限らず魔法の適性は生まれ持った才能よ」

　即答するカリーナの傍らでアリシアが小さくうなずいた。

　魔道具の作製は諦あきらめるとするか。となると、風魔法だな。キャイキャイと感想を口にしながらソフトクリームを食べる二人を見ながら風魔法について思考する。

　索敵は是非とも欲しい……。となるとニケの役割がまた増えるな。普段は索敵役として頑張ってもらって、いよいよとなったら切り札として水魔法を使ってもらう。その前に風魔法の練習か……。いや、ニケにカリーナの風魔法での索敵を見せておくのも何かの役に立つかもしれないな。

「カリーナ、ちょっと風魔法での索敵を見せてくれないか？」

「何を言ってるの？」

　風魔法は不可視の魔法がほとんどで、索敵、いわゆる探知の魔法は視認することが出来ないのだと呆れられた。

「いや、まあ。見えなくてもいいからちょっと使ってみてくれないかな？」

「別に構わないけど……？」

　名残惜しそうにソフトクリームを食べるのを中断するとカリーナの表情が変わった。静かに意識を集中しているのが分かる。俺はカリーナからニケに視線を落とす。エサを食べ終えて満足していたはずのニケがテーブルの下からカリーナを見上げていた。

　よし、何か感じているな。ダメもとだったが、これはもしかすると、もしかするかもしれない。内心でほくそ笑んでいるとカリーナが突然声を上げた。

「待って！」

「どうした？」

「風の探知魔法に反応があったわ」

「魔物か？」

「この大きさと動きは、人間かもしれない……」

　俺の脳裏に、盗賊、という単語が浮かんだ。カリーナもそのことに思い至ったようで、緊張した面持ちだ。

「人数は？」

「ごめんなさい。距離があるからはっきりとは分からないわ」

「八人です」

　代わりに答えたのはアリシアだった。

「ありがとう、助かるわ」

「ごめんなさい。ですぎた真似をしてしまいました」

「ううん、いいのよ」

　アリシアが申し訳なさそうな表情を浮かべた。

　無属性魔法と風魔法を評価されてＢランクになったカリーナの風魔法よりも明らかに優れた風魔法を使っている。この娘こも見かけ通りのたおやかな少女じゃなさそうだな。

　そして、カリーナはそれを俺に知られたくないということか……。まてよ、これまでのことを考えるとカリーナだけじゃなくクラウス商会長やジェフリー隊長もアリシアの情報を隠しているということか。

　俺は気付かない振りをして話を進める。

「盗賊にしては少なくないか？　冒険者パーティーじゃないのか？」

「その可能性もあるわね」

「確認に行くか？」

「いいえ、索敵の範囲ギリギリの距離を保った状態で様子を見ましょう」

　俺たちは早々におやつを切り上げて盗賊と思おぼしき反応を探ることにした。

　基本、荒事が苦手な俺だが無属性魔法とトレードスキルがあればこの世界でも高位に位置する戦闘力があることが分かった。知識として分かれば次は実践したくなるのが人というものだろう。相手は八人。万が一盗賊の類だったとしても俺とカリーナならアリシアを守りながら撃退できるはずだ。

「もう少し近付いてみるか？」

　索敵中のカリーナに小声で話しかけた。

「危険よ。それに不用意に動き回らないで」

　こちらが索敵を有しているように、相手側もどんな魔法やスキルを有しているか分からない以上、二キロメートルの距離は決して安全な距離ではないのだとたしなめられた。

　俺はアリシアを背後に庇かばうようにしてカリーナに聞く。

「盗賊と思しき八人はどの方向にいるんだ？」

　彼女が前方を指さした。ニケが見つめている方角と一致する。まだ偶然の可能性はあるが、それでもニケが風の精霊魔法で索敵をしている可能性を期待してしまう。冷静になって考えれば、慌てて正体不明の連中と接触する必要はまったくない。ここはニケの訓練と割り切って尾行に専念するか。

　森のなかを静かに移動すること三十分余あまり。

　風魔法による索敵に引っ掛かった正体不明の八人から、カリーナの索敵範囲の限界である二キロメートルの距離を保ちつつ尾行を続ける。その間、やることのない俺は万が一に備えて、大勢を相手に出来る武器をトレードスキルで物色していた。

　選んだ武器は四つ。通常の対人戦闘を想定した、速射性に優れた汎はん用よう機関銃とグレネード弾を撃ちだす自動擲てき弾だん銃じゆう。そして、相手が魔装を使うことを想定し、破壊力のある大口径の重機関銃を用意した。自分で調達しておいて何だが、流通していないような武器や弾薬まで取り寄せられることに改めて驚かされる。

「不味まずいわね」

　突然カリーナがつぶやいた。

「何かあったのか？」

「敵の数が増えたわ」

　追跡中だった八人が別の方角からきた二つのグループと合流して二十人になったのだ、と眉み間けんにしわを寄せる彼女に言う。

「随分と増えたな。仮に盗賊だと仮定したらアジトが近いのかもしれない」

　盗賊のアジトが突き止められれば、これ以上の情報はない。しかし、リスクも跳ね上がる。先ほどのカリーナの話じゃないが、敵の数が増えればそれだけこちらを感知する魔法やスキルを使える者が出てくる可能性が高くなる。

「カリーナさん、私が」

「いいえ、一いつ旦たん戻ってベルトラム商会長とジェフリー隊長に報告しましょう」

　アリシアの言葉をカリーナが遮った。




　　　　◇




　仮設テントのなかに重い空気が漂う。

「よく情報を持ち帰ってくれた」

　カリーナの報告を聞いたクラウス商会長の第一声だ。続いてジェフリー隊長に「どう思う？」と意見を求めた。

「狩人かりゆうどや冒険者という可能性もまだ捨てきれませんが、盗賊の可能性はかなり高いと思います」

　複数のチームで獲物を囲い徐々に包囲の輪を縮めて行くやり方は、狩人や冒険者の間で普通に行われる狩りの方法だという。しかし、それ以上に盗賊を警戒する材料が多すぎた。

　報告の途中で、二ヵ月前に盗賊に襲われて全滅した村の話題がでていた。村の名前はトレノ村。村人の総数は百人余と小さな村で、このタクラ村から四日ほどの距離にあった。さらに森の近くを通っている街道でも盗賊の被害が増えているとのことだ。

「ナーグの森周辺の街道で盗賊の被害が多発しているしトレノ村の件もある。カリーナが見つけた連中を盗賊と仮定して行動しよう」

　クラウス商会長が決断した。

「承知しました。それで、我々はどう対処しますか？　人数を割いて森を探索しますか？」

　おいおい。隊商とその護衛で盗賊討伐をするつもりじゃないだろうな？　自分の想像に驚くと同時に、盗賊討伐に加わってみたいという衝動が湧き上がる。

「森の探索はしたいがあまり人数を割きたくない」

　探索隊と入れ違いで盗賊の襲撃があった場合、少ない戦力で応戦しなければならないことを懸念していた。

「探索隊にはカリーナが欲しいところです」

「それはそうなのだが……」

　ジェフリー隊長の要望にクラウス商会長が額にしわを寄せて俺とアリシアを見た。

「俺も探索隊に加わります。それなら問題はないでしょう」

「私も探索隊に加わります」

「二人とも私の客人だ。客人を危険にさらしては私の評判にもかかわる。すまないがここは遠慮して頂きたい」

　俺とアリシアの申し出は即座に退けられた。

「商会長、悪い案ではないと思います」

　カリーナが先を続ける。

「アサクラ様は昨夜のキングエイプ襲撃の際にも身体強化を使った個体を単独で討ち取っています。さらに森のなかで他の攻撃魔法を見せて頂きましたが、高位魔術師クラスの破壊力がありました。アリシアさんも危険を回避する能力は十分にあります」

「戦力になると？」

「アサクラ様はこの隊商のなかで最も高い火力を有していますし、敵を振り切って逃げ帰るだけの身体強化も備えています。さらに言えばアサクラ様の魔装は身体強化を図ったキングエイプの牙きばすら通しませんでした」

　カリーナの進言に続いてアリシアが言う。

「いざとなれば私も遠隔の攻撃魔法を撃てます」

「おやめください」

「やめてください」

　即座にクラウス商会長とカリーナの言葉が返ってきた。

「攪かく乱らんくらいにはなると思いますが？」

「攪乱の必要はございません」

「戦闘は護衛にお任せください」

　小首を傾げるアリシアにクラウス商会長とカリーナが言った。

　二人ともアリシアに戦闘をさせたくないようだ。周囲の対応からアリシアがそれなりの身分──、貴族かそれに相当する身分かもしれないと思っていたが、ビンゴのようだな。

「戦闘は極力避けること、無事に帰ってくることが大切だ」

　クラウス商会長がカリーナに念を押す。

「はい、承知しています」

「ジェフリーはいつでも迎撃できるように警戒態勢をとれ。カリーナは探索隊を編制しろ。人選は任せる」

「承知しました」

「はい」

　ジェフリー隊長とカリーナの承諾の返事が重なった。




　　　　◇




　クラウス商会長の仮設テントをでるとカリーナが早足で歩きながら言う。

「探索隊はあたしを隊長に、アリシアさんとダイチさん。これに護衛から二人を加えて五人とします。その二人にはダイチさんが無属性魔法の手て練だれだということも明かします」

　ユニークスキルのことは隠すが、昨夜の襲撃の際に身体強化を使うキングエイプを単独で討ち取ったことは告げる必要があると了解を求められた。

「別に隠す必要はない。カリーナが必要と思う情報は伝えてもらって構わない」

「ありがとう。でもね、自分がどんなスキルを持っているか、魔法をどの程度まで使えるかはあまり明かさないものなのよ」

　人が好よ過すぎるわ、と苦笑いされてしまった。

「気を付けるよ」

「そうね、特にユニークスキルは何らかの擬装が出来ればいいんだけど」

　擬装か……。既に擬装してあの状態なんだよなー。

「探索中に考えてみるよ」

　ユニークスキルと偽った異空間収納ストレージ内から拳けん銃じゆうやライフル銃、重火器を撃つ戦い方を封印するとなると、剣や槍やりによる接近戦か弓矢となる。魔装を使えない弓矢を除外すると接近戦しか残されていなかった。

　日本刀でも取り寄せようかと思案していると、カリーナが一人の女性を呼び止めた。

「フリーダさん！」

　二十代半ばのスラリとした長身の美人で、長い赤毛を結い上げてまとめていた。革かわ鎧よろいの上からでもスタイルの良さがうかがえる。

「どうしたの？　なんだか慌ただしそうね」

　これから話すことが内密であることを前置きしてカリーナが言う。

「森のなかで二十人の怪しい集団を感知したわ。詳細確認のために同行して頂ちよう戴だい」

「そちらのお客さんはいいの？」

　俺とアリシアを見て言った。

「アサクラ様とアリシアさんも探索に協力頂くことになったの」

「あら」

　一瞬、驚いたような表情を浮かべたがそれはすぐに興味深げな表情へと変わった。探索隊に同行する以上、護衛の対象ではなく戦力だと受け取ったようだ。

「よろしくお願いします」

「フリーダと申します。こちらこそよろしくお願いいたします」

　フリーダさんがカリーナに問いかける。

「幾ら何でも四人、ってことはないでしょ？」

「あともう一人、デニスさんに同行してもらうつもりよ」

「戦闘を想定しているのね」

「最悪の場合よ」

「でも、詳細な情報を手に入れるつもりなんでしょ？」

　戦闘を想定していると分かっていて、なお、フリーダさんの口調や態度から余裕が感じられた。カリーナが選んだ二人が相当の手練れであることが知れる。

「デニスさん、お仕事ですよ」

　カリーナが声をかけたのは三十代後半の中肉中背の男性で、淡い栗色の髪を短く刈り込んでいた。

「何だ、嬢ちゃん」

　面倒くさそうに歩いてくるデニスさんに森へ探索隊をだす旨を伝える。

「最低でも二十人か……。割に合わない探索になりそうだな」

「割のいい仕事なんてデニスさんには似合いませんよ」

　と笑顔のカリーナ。

「おいおい、勘弁してくれよ。楽をして稼ぐってのが俺の信条なんだぜ、知らなかったのか？」

「初耳です」

　笑顔で受け流すカリーナ。

「隊長は嬢ちゃんとして、他のメンバーは？」

　表情が戦力不足だろ、と語っている。

「仮に見つかっても逃げ帰ってこられるメンバーを選んだつもりです」

「そいつは頼もしい」

「アサクラ様は戦闘の素人かもしれませんが、戦闘力だけはあたしよりも上です」

　目を見開くデニスさんとフリーダさんに「他言無用です」と前置きすると、昨夜のキングエイプ襲撃の際に身体強化を使う個体を討ち取ったことを話した。

　そして最後にいたずらな笑みを浮かべたカリーナが告げる。

「身体強化を使うキングエイプに噛かみ付かれても無傷だったんですよ」

「はあ？」

「なに……？」

　フリーダさんとデニスのおっさんの驚く顔が二つ並んだ。




　　　　◇




　森に差し掛かるとカリーナが隊列の指示をだす。

「前衛をあたしとアサクラ様が担当します。アリシアさんは中衛、後衛をフリーダさんとデニスさん、お願いします」

　しかし、早速隊列を乱したデニスのおっさんが小声で話しかけてきた。

「アサクラ様は商人だと伺っていましたが戦闘も相当な腕だったんですな」

　カリーナと話していたときの砕けた口調もなければ、どこかだらしなさを感じた態度も消えている。

「戦闘の腕と言われると少々気恥ずかしいですね。実戦は昨夜のキングエイプとの戦いが二度目ですから」

「二度目でキングエイプを討ち取れるのは才能がある証あかしですよ」

　そもそも姿勢が違う。目の前に現れたときは猫背で疲れた顔をしていたのに、いまは背筋が伸び目つきも鋭い。疲れたサラリーマンのおっさんから切れ者のビジネスマンだな。

　とはいえ、どうもむず痒がゆい。

「堅苦しいのは苦手なので、様を付けるのをやめてもらえますか？　アサクラかダイチでお願いします」

「話が分かるねー。んじゃ、ダイチ殿でいいかな」

　途端、だらしのない笑みを浮かべて砕けた口調になった。自分から言っておいて何だが、このおっさん変わり身が速すぎだろ。

「ええ、それでお願いします」

　聞きたくてうずうずしていたのだろう、デニスのおっさんが途端に饒じよう舌ぜつになる。

「ダイチ殿はカラムの町を目指していると聞いたけど、カラムの町で店を構えるつもりなのか？」

「カラムの町は当面の目的地です。腰を落ち着けるかはまだ決めていません。でも、居心地が好ければ店を構えるかもしれませんね」

「カラムの町は手始めに商売を始めるにはいいところだと思うぜ」

　王都や大都市には及ばないまでも人口が多い。王都と港を繋つなぐ交易路の途中にある町なので、行商人や荷物を搬送中の商人も顧客として見込めるという話だ。

「有益な情報をありがとうございます。カラムの町に到着するのが楽しみになりました」

「ってことは、カラムの町までお預けか」

「何がですか？」

　これ見よがしに落胆した顔を見せるデニスのおっさんに聞く。

「タクラ村に着いたら、異国の珍しい商品を売るんじゃないかと期待してたんだぜ」

　ああ、そういうことか。

「探索が終わったらちょっとした露店をだすつもりです」

　カリーナの報告の前にクラウス商会長にはタクラ村で着火剤と防水マッチを販売する話を通してあった。

　────クラウス商会長との会話が脳裏をよぎる。

　テントのなかにはクラウス商会長とカリーナ、アリシア、俺の四人。ジェフリー隊長が来るまでのわずかな時間での交渉。

「この村で露店をだすだと！」

　仮設テントのなかにクラウス商会長の一際大きな声が響いた。

「声が外に漏れますよ」

「すまん」

「露店で売るのはこの二つの商品です」

　着火剤と防水マッチをクラウス商会長の前に並べる。

「これは？」

　着火剤と防水マッチをクラウス商会長の眼めの前で実際に使って見せると、森のなかで初めて着火剤と防水マッチを見たときのカリーナ同様に驚く。

「魔力は一切必要ありません」

　実演途中で説明した言葉を繰くり返した。

「使ってみてもいいかな？」

「どうぞ」

　防水マッチに火を点つけたクラウス商会長が火を見つめたまま聞く。

「このマッチ一本で一回だけ、それもわずかな時間だけ火が点ともるのだな？」

「その通りです。完全に使い捨ての商品です。これを魔力のない人たち向けに安価で販売するつもりです」

　買い占めて他の街で転売をしようと考える者も出てくるだろうが、それも容認するつもりであると付け加えた。

「安価というと、幾らぐらいを考えているのかね？」

「銀貨二枚」

　日本円にして二千円ほど。俺が取り寄せた防水マッチが日本円で千数百円。相応に利益がでる価格設定だ。それにマッチ一本あたり八十円が果たして貧困層に受け入れられるかも、やってみないと分からない。

「まあ、そんなものだろうな」

　もっと安価を想像していたのか、クラウス商会長は安あん堵どしたように背もたれに体重をあずけた。

「着火剤の価格は幾らにするんだ？」

　とクラウス商会長。

「六十個入りで銀貨一枚です」

「防水マッチよりも安くするのか！」

　身を乗りだした。

「着火剤は単に燃えやすいだけのものですから、防水マッチのおまけみたいなものですよ」

「カリーナ、これで着火剤に火が点くか試してくれ」

　火打ち石と鋼を受け取ったカリーナが着火剤に火を点けた。

　なるほど、防水マッチなしでも容易たやすく火が点くのか。これは防水マッチよりも着火剤の方が売れるかもしれないな。

「着火剤の価格はもう少し引き上げてもいいと思うが、どうだろう？」

「いえ、銀貨一枚にしましょう」

　軽い口調で最初に口にした価格から変える意思がないことを告げると、クラウス商会長が思案するような顔で押し黙った。

　やはり俺に対して強くはでてこない。使い捨てライターとガラス細工だけでも、クラウス商会長にとって俺という存在は十分に高い価値があるのは間違いない。

　クラウス商会長の態度から、彼にとって俺がとてつもなく価値があり、対応に慎重にならないといけない相手であることが知れる。足元を見るようで申し訳ない気持ちもあるが、ここは我を通させてもらおう。

「そうか、アサクラ殿がそう言うなら、これ以上なにも言うまい」

「王侯貴族や富裕層向けの商品は、まだお見せしていない商品も含めてクラウス商会長に販売をお願いしたいと考えています」

　一応はご機嫌を取っておく。調子に乗って痛い目を見ても嫌だしな。

「それは嬉うれしいな」

　ガラス細工以上の商品がまだあるのかと探るような視線だ。そのとき、テントの外からジェフリー隊長の声が聞こえた。

「ジェフリーです」

「他の商品については何いずれ落ち着いてお話をしましょう」

　クラウス商会長は小さくうなずいてジェフリー隊長をテントへと招き入れた。

　────それが二時間ほど前のことだ。

　俺はデニスのおっさんに笑顔で言う。

「露店ではこの国にない商品を売ってみようと思っています」

「お！　どんな商品なんだ？」

「火を点ける道具ですよ」

　森のなかを歩きながら防水マッチと着火剤の説明をした。

「これが防水マッチです」

　デニスのおっさんの眼前に防水マッチを取りだして実際に火を点けてみせた。

「これ、本当に魔力を使ってないのか？」

　繰り返される驚きの反応。最後尾を歩いていたフリーダさんまで食い入るように見つめている。

「そろそろ、さっき最初の八人を感知した場所よ」

　カリーナが静かに注意を促した。

「何かいたのか？」

　デニスのおっさんの問いに首を振る。

「でもそろそろ警戒を怠らないようにしてください」

「心配性だな、嬢ちゃんは。俺はいつだって臨戦態勢だぜ」

　デニスのおっさんが軽い調子で答えると、隊列の前後からため息が漏れた。気になって振り返るとフリーダさんが、ヤレヤレといった様子で首を横に振っている。なんとなくこのおっさんの立ち位置というか、周囲からの扱いが分かってきた。

「ここからは速度を落とします」

　カリーナはそう言うとこれまでの半分ほどの速度で慎重に進みだした。

　再び動きだしてから十数分、胸元に隠れていたニケが反応した。突然、胸元から顔をだすと右斜めの方向を凝視しだす。

　ニケが風の精霊魔法で何かを感知したなら、右斜め前方を警戒した方がいいよな。さて、どう伝えるか。そもそもどれくらい先なのかも分からないから伝えるのが難しい。

「この方向、五キロメートルほど先に三人います」

　アリシアが右斜め前方を指さしてささやいた。カリーナは静かに首肯して進路を右斜め前方へと変更する。カリーナの索敵で二キロメートルが限界と言っていたことを考えるとアリシアの索敵能力の高さが知れる。

　慎重に進むこと一時間余あまり。俺は異空間収納から高倍率の双眼鏡を取りだし、歩きながらゆっくりと辺りを見回す。

「ダイチ殿、それは何だ？」

　興味津々といった様子でデニスのおっさんが聞いてきた。フリーダさんもこちらをガン見している。

「双眼鏡という道具で遠くがよく見えるんですよ」

　俺は「試してみますか？」と聞いて双眼鏡をデニスのおっさんに手渡した。

　早速、辺りを見回すおっさんをあとにしてカリーナへと近付く。そして一キロメートルほど先にある大木を指さした。

「カリーナ、気のせいかもしれないけど、いまあの辺りで何かが光ったように見えた」

「え？」

　驚くカリーナに双眼鏡に夢中になっているデニスのおっさんを指さして言う。

「デニスさんが試しているのは双眼鏡といって遠くをはっきりと見るための道具なんだ。あれで辺りを見回して偶然に見つけた」

　俺はニケの見つめていた方向を指さした。カリーナはすぐにそちらに視線を向けると、意識を集中するように深くゆっくりとした呼吸を始める。

　沈黙と緊張感で空気が張り詰めるなか、カリーナが振り向いた。

「ここから二キロメートル弱のところに何か動く集団があるわ」

　索敵範囲を広げたため詳細な情報までは掴つかめないのだ、と悔しそうな表情を浮かべるカリーナをデニスのおっさんが真っ先に褒める。

「さすが嬢ちゃんだ。二キロメートル先の情報を掴めるだけでも大したもんだぜ」

「アリシアさん、ここからはお願いします」

「はい」

　カリーナがアリシアに索敵を引き継いだ。どうやら彼女自身は身体強化と魔装に魔力を振り分けるようだ。

「ここからは臨戦態勢でお願いします」

　カリーナの言葉にデニスのおっさんとフリーダさんがジェスチャーと行動で応こたえる。

　二人とも背負っていた革の盾を左腕に構えた。

「アサクラ様も盾を……」

　カリーナが途中で言葉を止めて、何とも名状しがたい表情でこちらを見る。村で俺が買った盾を思いだしたようだ。俺が買った盾は武器と防具の店の看板代わりに飾られていたもので、高さ百八十センチメートル、幅九十センチメートル、厚さ五センチメートルという鋼の大盾である。

「森のなかで持ち歩くのには向かないし、何よりも隠おん密みつ行動の阻害になりかねないからな」

　言外に盾は不要だと告げる。

「取り回しの簡単な盾も買うべきだったわ」

「私、あの頑丈そうな盾とっても素敵だと思います。振り回したら迫力あると思いますよ」

　カリーナとアリシア、二人の反応に俺は乾いた笑い声を返すのが精一杯だった。

　少しの間、慎重に進むとアリシアが歩を止めて静かにするようジェスチャーで示す。四人が彼女の周りに集まると索敵で確認できた情報を話しだした。

「ここから二キロメートルほど先に洞どう窟くつがあります。その洞窟内に正体不明の一団──、人間かそれに近い亜人と獣人を含む五十人以上の集団がいます。もしかしたら六十人を超えるかもしれません」

　洞窟内が複雑で深いため深部までは探れないのだと悔しそうに言った。

「出入りする洞窟があって周囲を動き回っているということはそこがアジトで決まりだな」

「可能性は高いけど決めつけるのは早計よ」

　口元を綻ほころばせるデニスのおっさんをフリーダさんがたしなめるが、

「でも、恐らくアジトでしょうね」

　と肩を落として同意する。

「これだけの情報が集まれば十分だわ」

　なおも感知を続けるアリシアにカリーナが索敵を中断するよう声をかけた。アリシアもカリーナの判断に首肯する。

　随分と慎重だな。

「獣人がいるのはいけねえなー」

「鼻が利くのがいるとここでも気付かれるかもしれないものね」

　デニスのおっさんとフリーダさんが妙に説明口調の会話をする。

「俺たちが最大に貢献できるのはできるだけ詳細な情報を持ち帰ることだ。で、一番やっちゃいけねえのが何も持ち帰れずに消息を絶つことだ」

「アジトを突き止めたのと敵のおおよその数を掴めたのは賞賛に値する働きよ」

　特別に報奨金がもらえるかもしれない、とデニスのおっさんとフリーダさんが冗談めかして笑い合った。

「理解しました」

　俺がそう口にすると、デニスのおっさんが肩を叩たたいて言う。

「好かれる護衛対象ってのが、どんなのか知ってるかい？」

「後学のために教えてもらえますか？」

「素直が一番ってことだ」

「ありがとうございます。勉強になりました」

「ダイチさんも改心したことだし撤退しましょう」

　カリーナに続いて、

「素直な少年って大好きよ」

「早速、美人に好かれだしただろ」

　からかうように言うフリーダさんとデニスのおっさん。

　俺は四人には内緒で小型の無線機を適当な間隔をおいて仕掛けながら皆のあとに続いた。

　村の入り口に戻るとベルトラム商会が仮設テントを張っていた形跡は跡形もなく消えていた。

「村のなかに移動しているのよ」

　緊張が解けたのかカリーナの口調が俺とアリシアの三人のときのものに戻っていた。

「村のなか？」

　カリーナが視線で示す方向を俺も見る。すると、入り口からほど近い広場にベルトラム商会の馬車がまるでバリケードのように並べられていた。

「村の人たちが何ごとかと見ているけどいいのか？」

　村のなかに盗賊の仲間がいればこちらが警戒していることは筒抜けになる。対策を立てられたら面白くないことになりはしないかと聞いた。

「目的は盗賊の撃退じゃないからいいのよ」

「こっちが盗賊からの襲撃を警戒していて、相応の戦力があると思わせれば俺たちの勝ちってことさ」

　デニスのおっさんがカリーナの言葉を引き継いで説明をした。

「騎士団へ知らせるための早馬をだしたから、あたしたちがすることは騎士団の到着までこの村に留とどまって牽けん制せいすることなの」

　言いたいことは分かるが、六十人からの盗賊を相手にこれだけの人数で牽制できるのか？　それに村に集まっている冒険者が敵の可能性だって否定できない。

「問題は敵の数が想定していたよりも多いってことだな」

　デニスのおっさんが深刻そうな顔をした。やっぱり六十人という数は脅威なんだな。

「村の人たちに協力を要請するにしてもこちらの情報をどこまで信じてくれるかしら」

　フリーダさんがため息を吐く。

「何いずれにしても報告ね」

　俺たちはカリーナに続いて村の入り口へと向かった。
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「お待たせー」

　報告を終えてクラウス商会長のテントからでてきたカリーナが俺たち三人に声をかけた。俺とデニスのおっさん、フリーダさんの視線がカリーナに集中する。

「結局、ここで寝泊まりするのか？」

　俺が聞くとカリーナが肩をすくめた。

「仕方がないわね」

　盗賊の襲撃に備えて村の宿屋や村長をはじめとした村の有力者の家に泊めてもらう予定を取りやめ、村の出入り口に近い広場で寝泊まりすることとなっていた。理由は簡単だ。戦力の分散を避けるためと先頭に立って防衛する姿勢を見せることで村人たちからの協力が得やすくなるからである。

「で、嬢ちゃん、村長たちは何て言ってたんだ？」

「協力するそうよ」

　カリーナの話では即答で村の自警団に協力させることを承諾したそうだ。

「もともと自警団の規模が大きな村だものね」

　フリーダさんが安あん堵どの表情を見せた。

「理由はどうあれ協力してもらえるのはありがたいわ」

「まあ、テメェの村が襲われるってのに協力しないなんて吐ぬかしたらとっとと逃げだすことを提案するがな」

　三者三様の反応だ。

「どこで誰が聞いているのか分からないんですからね」

　フリーダさんがデニスのおっさんをたしなめるが、当のおっさんはというと応えていないようで軽い口調と態度で聞き流す。

「へーへー、気を付けます」

　そんな二人にカリーナが言う。

「デニスさんとフリーダさんの二人は夜まで休んだら通常の仕事に戻っていいそうよ」

「あなたは？」

　とフリーダさん。

「あたしはダイチさんアリシアさんを伴って大通りに出掛けます」

　この後アリシアと合流し、大通りに簡単な露店をだして防水マッチと着火剤を試し売りしてみることになっている。

「ダイチさん、ねえ。随分と親しくなったみたいじゃねえか」

　デニスのおっさんがニヤニヤとカリーナの顔を覗のぞき込む。

　その横でフリーダさんも含み笑いを浮かべていた。

　探索の帰路辺りからカリーナの緊張が緩み、俺に対する口調や態度がアリシアを交えた三人だけのときのそれにかなり近付いていた。

　この二人はその変化というか、隙を見逃さなかったようだ。

「ち、違うから！　これはダイチさんが、いいえ、アサクラ様が堅苦しいのが嫌だって言うから！」

「探索のときは堅苦しい態度だったぜ」

　なあ、とフリーダさんに振ると彼女も瞳ひとみにいたずらな光を湛たたえて追い打ちをかける。

「そうね。緊張が解けるまでだったけどね」

「そうだ、そうだった。緊張が解けてからはやたら親しげな態度だったなー」

「か、からかわないでください！」

　顔は真っ赤だし、目が泳いでいる。最も早はや取り繕いようのない状況である。

　何とも可愛らしい反応だ。

「なあ、ダイチ殿もそう思うだろ？」

「護衛をしているときと探索のときとでカリーナの態度が違ったんで戸惑っていたんですよ」

　何がそう思うのか知らないが、適当に燃料を注いでみる。

「カリーナちゃん、お姉さんがあとで色々と相談に乗ってあげるわね」

　探索中は終始大人しかったフリーダさんまでからかいだす。

「何の相談ですか！」

「やーねー。お・ん・な・の・こ、の相談よ」

「是非同席したいねー」

「じょ、冗談じゃありません！」

　涙目でデニスのおっさんを睨にらみ付ける。

「可愛らしいんだからー」

　フリーダさんはそう言うと、「そう思うでしょ？」と俺に振った。

「緊張しているときのカリーナも好いいですが、やっぱりこっちの方が可愛らしいですね」

「な、ななな」

「それじゃ、これから露店をだしに行きますから」

　語ご彙いを失っているカリーナの腰を取って、「もし良かったらあとで見にきてください」と二人に言い残して背を向ける。

「頑張れよ、嬢ちゃん」

「ファイト！　カリーナ」

「頑張ることなんかありません！　お店をだしに行くだけです！」

　カリーナの抗議の声など聞こえないかのように二人が続ける。

「楽しんでこいよー」

「あとでお話聞かせてねー」

「だからー、そんなんじゃないんですってば！」

　正常な判断力を失ってそうなカリーナを引っ張ってアリシアのテントへと向かった。
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　大通りに着くと気の早い露天商は既に店仕舞いしており、店をだすスペースには事欠かなそうだった。

「あと二時間くらいかしらね」

　いまから店をだしてもそう長い時間、商売できないことをカリーナが仄ほのめかした。

「今日のところは村の人たちの反応を見るだけだからな。二時間もあれば十分だ」

「人通りも少ないから大きな騒ぎにならなくていいかもね」

　まだ怒っているのか、素っ気ない言葉が返ってきた。

「何かあったのですか？」

　カリーナの態度に何かを感じ取ったアリシアが俺とカリーナを交互に見ながら不思議そうな顔をした。

「な、何もありません。何もありませんから」

「何かありましたね」

　カリーナの下手な嘘をアリシアが見抜いた。

「出掛けにデニスさんとフリーダさんにからかわれたんだ」

「カリーナさんがからかわれたのですか？」

「ちょっとね。大したことじゃないから気にしないで」

　頬を染めてごまかすと、すぐさま俺に向き直る。

「あたしがからかわれたことはそれくらいにして、露店の準備をしちゃいましょう。店を開いていられる時間も、あと二時間くらいしかないわよ」

「店の準備をする間、これでも食べて待っていてくれ」

「綺き麗れいですね」

「これは？」

　二人が俺の手のひらを覗き込む。

「キャンディーというお菓子で、口のなかで舐なめていると甘さが広がるんだ」

「くれるの？」

　カリーナの視線はキャンディーから離れない。

「気に入ったらもっとあげるよ。売り物になるかも含めてあとで感想を聞かせてくれると嬉うれしいな」

「ありがとうございます」

「そういうことなら遠慮なく頂くわね」

　二人が「甘ーい」、と至福の表情を浮かべる。

「二人ともそこで見ていてくれ」

　さて、一番手っ取り早いのは露店をだしている人たちの反応だ。俺は早速両隣の人たちに挨あい拶さつをする。

「こんにちは」

「いまからかい？　お兄さん」

　左隣のおばちゃんが愛あい嬌きようのある笑顔を返してくれた。右隣の三十代半ばの女性は小さく微笑んで会釈をするに止とどまった。左隣のおばちゃんは古着を数着、右隣の女性はバッグや帯剣用のベルトなど革製品を幾つも扱っている。

「本番は明日です。今日のところは様子見です」

　クラウス商会長から借りた木製のテーブルをだし、その上に防水マッチと着火剤を並べる。その様子を見ていたおばちゃんと女性が目を丸くした。

「アイテムボックス持ちかい。うらやましいねー」

　おばちゃんはそう言うと、「年をとるほどにアイテムボックス持ちの人たちがうらやましくなるよ」などと溢こぼす。

　俺は手始めとなる両隣のおばちゃんと女性に向けて実演をしてみせることにした。

「ところでお二人は普段どうやって火を起こしていますか？」

「火打ち石だよ」

　即答したのは左隣のおばちゃん。そうでしょう、と小さくうなずいて右隣の女性を視線で促す。

「そうね、あたしも普段は火打ち石を使っているわ」

　わずかばかりだが魔力があるので魔道具を使うこともあるが、高額なので火打ち石を使っているそうだ。

「もし、魔力を必要としないで簡単に火が点つけられる道具が安価で売っていたら買いますか？」

　防水マッチと着火剤を手に取って聞いた。

　両隣に露店をだしている女性二人の驚くさまは道行く人々に興味を抱かせるのに十分だった。特に二人に防水マッチと着火剤を実際に使ってもらったのは大正解である。人なつっこいおばちゃんはもちろん、人見知り気味だった女性までキャッキャッとはしゃぎながら火を点けていた。

　彼女たちの楽しげな様子と眼前で行われている不思議な光景に、集まったギャラリーからも声が上がる。

「俺も試させてもらってもいいか？」

「試せるのか？　なら俺も試させてくれ」

「ちょっと、あたしにも試させておくれよ」

　火を点ける道具なら女の方が使うことが多いのだから、と割り込んできた女性が俺の手に載った防水マッチを獲得した。

「お試し用の防水マッチはまだあります。順番に試して頂くので押さないでください」

　ギャラリーが騒ぎだすと道行く人々の関心は惹ひきやすい。瞬く間に俺の店の前は黒山の人ひと集だかりとなった。

「本当だ！　魔力を流さなくても火が点くよ、これ！」

　防水マッチに点ともった炎を驚きの表情で見ている女性に、着火剤と小さな薪まきを数本載せた大きめの鍋なべを差しだす。

「こっちは着火剤といって簡単に薪へ火が燃え移るようにする使い捨ての道具です」

「へー、これが……」

　理解していないようだな。

「ちょっと失礼」

　俺は女性の手から火の点いた防水マッチを受け取ると、着火剤へと近付ける。大勢の人たちが見ている前で防水マッチに点ったわずかな炎は着火剤を燃え上がらせ、薪へと燃え移る。

「おお！　スゲー！」

「こんな簡単に薪に火が点くのか」

　見物人の間から歓声が上がる。目に見えてボルテージが跳ね上がった。

「ご覧頂いたようにこの防水マッチは魔力がない人でも簡単に火を起こすことが出来ます。そして、こちらの着火剤は小さな火を簡単に大きくして薪などの燃料を容易に燃焼させることが出来ます」

　後ろの人たちにもよく見えるよう、頭上に防水マッチと着火剤を掲げて続ける。

「ただし、欠点もあります。欠点はどちらも使い捨ての道具ということです」

　先まずは防水マッチの箱を示す。

「こちらの防水マッチは一箱に二十五本入っていて銀貨二枚」

　人々の間に響どよめきが沸き起こる。

　次は着火剤だ。

「こちらの着火剤は六十個入って銀貨一枚です」

　再び響めきが起きる。しかも、今度は防水マッチのときよりも響めきが大きかった。

　クラウス商会長の反応そのままだな。

　防水マッチと着火剤の実演を初めてクラウス商会長の目の前でやったときのことを思いだす。彼は着火剤の方が売れると即座に判断していた。

「防水マッチと着火剤、どっちも買った！」

　真っ先に購買の意思を示したのは意外なことに狩人かりゆうど風の若い女性だった。俺は銀貨三枚を受け取り防水マッチと着火剤を彼女に渡しながら言う。

「ありがとうございます！　もしお時間があるようでしたらもう少し見ていってもらえませんか？」

「まだ何か別の商品があるの？」

「商品じゃありませんが、ちょっとしたオマケがあります。せっかく買ってくださったのでそのオマケも受け取ってもらえたら、と思いまして」

「いいわよ。もう少し見物させてもらうわ」

　そう言うと彼女は人混みから少し離れたところへと移動した。

　さて、それじゃあ、予定よりも少し早いがオマケを用意するか。

　薪が燃える鍋に網を載せて、その上にタレがたっぷりと付いた焼き鳥を並べる。ほどよい炎に焼かれる匂いと焼かれる音が食欲をそそる。

「兄ちゃん、これは食べ物か？」

　午後四時を少し過ぎたくらいの時間。この世界、昼食を摂とる人たちと摂らない人たちに分かれている。富める人々や厳しい肉体労働をする人たちは昼食を摂るが、貧しい人々やあまり肉体に負荷のかからない職種の人たちは朝と夕の二食が一般的だと聞いていた。

　思惑通り、昼食を食べていない人たちの食欲を刺激する。

「お兄さん、これって食べ物なの？」

　最前列の女性が焼き鳥を見ながら聞いた。

「焼き鳥です。小さく切った鶏とり肉にくを串くしに刺してタレを付けて焼いたものです」

「へー、鳥の焼いたヤツは普段から食べているけど、これは初めて見るな。それにこの匂いも初めてだ」

　見物客がゴクリと喉のどを鳴らす。

「さっき、防水マッチと着火剤を買ってくれたお姉さん！　これがオマケです。良かったら一本どうですか？」

「え？　いいの？」

「もちろんです」

　離れていても匂いは伝わっていたようで、先ほどからこちらをうかがっているのは分かっていた。満面の笑みで駆け寄った彼女に焼き鳥を一本渡す。

「ありがとう！」

　人々の視線が彼女に集中しているが、気にすることなく焼き鳥にかぶり付いた。

　彼女の反応を待ってギャラリーが静まりかえる。

「美味おいしい！」

「お口に合ったようで安心しました」

「こんなの初めて食べたわ！　ねえ！　このタレ、どうやって作ったの？　これは売らないの？　これも買いたいわ、幾ら？」

　矢継ぎ早に質問が飛びだす。だが、ギャラリーも彼女に負けていなかった。

「品物を買ったらそれをもらえるのか？」

「買うのは一つでも構わないのか？」

「その鶏肉だけ売ってくれ！」

「焼き鳥はまだありますし、商品はセットでお買い求め頂く必要はありません。どちらか一つを買って頂ければ焼き鳥は差し上げます」

　その一言でギャラリーが顧客の集団へと変わった。

「二セット買う！　だからその鶏肉も二本くれ！」

「あたしも買うよ」

　予想以上の反応だ。俺は内心でしてやったり、と思いながらさらに焦らす。

「先ずは両隣のお姉さんたちにお詫わびとお礼をしたいので少しお待ちください」

　俺はおばちゃんと女性に十本ずつ焼き鳥を包み、さらに防水マッチと着火剤を一つずつ渡す。

「快く隣に店をださせて頂きありがとうございます。あと、商売の邪魔をしてしまって申し訳ありません」

　深々と頭を下げると、二人は恐縮しきったようすで言う。

「邪魔だなんて、こっちももう店仕舞いするところだったんだ」

「こんなことまでしてもらわなくても……」

　と隣のおばちゃんたちが困ったような表情を浮かべる。

「店をだすまでの間も楽しくお話が出来ましたし、これは本当にお礼の気持ちなので受け取ってもらえないと悲しくなります」

「そういうことなら」

「ありがとうね、お兄さん」

　おばちゃんたちが素直に受け取ったところで、俺は顧客対応を再開した。
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　両隣のおばちゃんたちが店を畳み始めた。

　まだ露店を設置してから一時間も経過していないが、こちらもテーブルの上に並べた商品はほぼ売り切れである。

「そろそろお店を閉めさせて頂くお時間ですので、お買い求めの商品がございましたらお早くお願いいたします」

　商品の補充をするタイミングを見計らっているところへ粗野な男たちの声が響く。

「随分と景気がいいみたいじゃねえか」

「あやかりたいねー」

「ただで食わしてくれるって鶏肉を少し分けてもらえないか？」

　人数は六人。どこからどう見てもゴロツキ、じゃなかった。チンピラ風の冒険者である。

　さて、ようやく本命がかかったようだな。

「お陰様で予定していた以上に売れました。それと申し訳ございませんが、ご要望の焼き鳥も品切れとなっています」

　ちょうどよい具合に焼き上がった焼き鳥数本を、マジックバッグに入れる振りをして異空間収納のなかへと収納した。

「テメエ！　舐なめてんのか！」

「いまのいままでそこに鶏肉があっただろうが！」

「マジックバッグからだしやがれ！」

　たかりかよ。たかるにしても焼き鳥数本に目くじらを立てるとは情けない冒険者たちだ。

「今日のところはこれで店仕舞いです。また明日も出店する予定なので、お時間があるようでしたらいらしてください」

　マジックバッグに入れる振りをして屋台代わりのテーブルまで含めて、手早く異空間収納へと収納した。

　それを見ていたチンピラ風の冒険者の一人が吐き捨てるように言った。

「アイテムボックスまで持ってやがるのかよ」

　この世界ではアイテムボックスのスキルを持っているだけで王侯貴族や商人から高額の報酬で誘われる。ある意味、勝ち組が約束されたスキルの一つだ。端的に言って嫉しつ妬との対象でもある。

「俺たちはお客だぜ。お客に対してその態度はねえだろ。なあ、兄ちゃん」

「少し商売ってのを、教えてやらないとならねえようだな」

　凄すごみを利かせて二人の冒険者が近付こうとするが、それを阻むようにカリーナが俺とチンピラ風の冒険者たちとの間に移動した。

「関係のないヤツは引っ込んでな」

「姉ちゃん、怪我するぜ」

　一人がカリーナに手を伸ばそうとした瞬間、後ろにいた冒険者の一人が慌てて止めた。

「ちょっと待て！」

「何だよ」

「やべえよ。Ｂランク魔術師だ」

　不機嫌そうな男の耳元でささやいた。手を伸ばしかけた男もカリーナの胸元に視線を向けると、先ほどまでの威勢の良さは瞬く間に失うせる。

「嬢ちゃんは何なんだ？　関係ないならどいててくれないか？」

「彼の護衛よ」

　男たちの顔色が変わる。

「護衛ねえ、まさか俺たち四人を相手に出来ると思ってるのか？」

　脂汗を流しながら精一杯の虚勢を張る男にカリーナが余裕の笑みで返す。

「引き際を見誤ると後悔することになるわよ」

　この世界では単純な喧けん嘩かでも体格や筋肉よりも魔力やスキルがものを言うのは分かっている。それでも大柄なチンピラ風の男が華きや奢しやな二十歳手前の女性に気け圧おされて脂汗を流す姿は、現代日本人の俺の目から見ても何とも不思議な光景だ。

「売り切れじゃしょうがねえな」

「お、おう、そうだな」

　他の二人が早々に立ち去ろうとしたときだった。突然、上から声が響く。

「どうした？　揉もめ事か？」

　明らかに彼らと同類と分かる粗野な感じのする男が、向かいの二階にある窓から身を乗りだしていた。

「アレン！　お前たちまだそこにいたのかよ」

　男の口調が変わった。一緒にいた三人の男たちの顔もいつの間にか血色が戻っている。何とも単純で分かり易い連中だ。

「手を貸そうか？」

　アレンと呼ばれた男が俺とカリーナを見ながら薄ら笑いを浮かべた。

「ああ、助かるぜ」

「ってことだ。嬢ちゃんには落とし前を付けてもらおうか」

「何の？」

　言われたカリーナは落ち着いたものだ。

「何の、だあ？　面白いことを言うじゃねえか」

「品切れということでご納得頂けたようなので俺たちはこれで失礼させて頂きます」

「テメエだけは許せねえ！　さっきから舐めくさった態度を取りやがって！」

　なんだ、分かっていたのか。

　俺はさらに挑発する。

「舐めるだなんて誤解です。ちょっと小バカにしただけですよ」

「このガキ！」

「テメエ、死んだぜ」

　悪役そのもののセリフだ。恥ずかしげもなくよく口に出来るものだ、と感心していると向かいの建物からチンピラの仲間たちがぞろぞろと出てきた。全部で八人。店の周りにいる知能の低そうなチンピラと合わせると総勢で十二人となる。

　念のためカリーナの様子を確認すると、宿屋からでてきたチンピラたちを注視していた。しかし、表情には余裕がある。警戒しているというよりも、観察しているといった様子だ。アリシアはというと、にこやかに微笑みながら声をださずに声援を送っている。俺とカリーナが怪我をするとは微み塵じんも思っていないようだ。

「で、どうしたってんだ？」

　店から出てきた男の一人が誰にとはなしに大きな声で問いかけた。

　答えたのはカリーナを睨にらみ付けていた男。

「こいつらがあまりに舐めたことを言ってたんでちょいと世のなかのルールってヤツを教えてやろうとしてたとこです」

「俺たちを待たずに教えてやればよかったじゃねえか」

「違いねえ」

「まさかお前、嬢ちゃんとガキ相手にビビったのか？」

　男たちの間から笑い声が上がるが、

「その女、Ｂランクの魔術師なんで、ちょっと慎重になっていまして」

　その一言でその笑い声も消えた。

「ほう、そいつは油断ならねえな」

「だが、魔術師はお前さんだけじゃないんだぜ」

「だな」

「そいつを教えてやろうじゃねえか」

　向かいの建物から出てきた男たちのうち何人かはその眼めに好戦的な色を浮かべると、カリーナを遠巻きに包囲するようにゆっくりと距離を取った。

「カリーナ、どう対処する？」

「昼間のあたしと同じようにお願い」

　Ｂランクの魔術師相手と分かった上で絡んでくる以上、相応の手て練だれという前提で対処するということか。

「了解だ」

「気を付けてね。近付いてくる二人と後ろの方にいる一人は多分魔術師よ」

　カリーナがそれぞれを視線で示した。察するに、近付いてくる二人の魔術師は接近戦に自信のある魔術師で、離れたところにいるヤツは遠距離攻撃主体の魔術師ということだな。身体強化程度なら問題ないだろうが、魔装が使えるとなると九ミリ弾じゃ通用しない可能性もあるのか……。

「片方をお願いできる？」

　初めてカリーナに頼られた気がする。これから殺伐とした荒事が展開されるというのに妙に心が弾んだ。やはり美女に頼られるとモチベーションが上がる。

「何なら二人とも受け持とうか？」

「片方だけで十分よ。それと、先に仕掛けるのだけは止めてね」

「何をごちゃごちゃ言ってんだよ！」

　男の恫どう喝かつする声が響き、カリーナを警戒した二人の男が無言で迫る。

　高速でカリーナへと迫る一人の眼前に大盾を出現させた。そう、武器と防具の店で無理を言って買った、高さ百八十センチメートル、幅九十センチメートル、厚さ五センチメートルの鋼の大盾。六百キログラムを超える鉄の塊に身体強化で加速した男が激突した。除夜の鐘にも似た鈍い音が辺りに響き渡る。しかし、一瞬、怯ひるみはしたが男の突進は止まらない。

　タフだなー。間違いなく魔装を使っているな。

　俺とターゲットとの距離は三メートル。この距離なら外さない。俺はデザートイーグルをセットし直した右腕を男に向けて突きだし、異空間収納内で引き金を絞る。

　銃声と同時に男の左脚が血ち飛沫しぶきを上げた。

「グワー！」

　叫び声を上げて男が転がる。

　脚が吹き飛ばない。予想通り魔装を展開していたか。

　感心している暇はない。もう一人の男がカリーナに斬りかかった。漫画やアニメでしか見たこともないような大きな剣──、刃渡り百五十センチメートル、刃の幅が二十センチメートルはあろうかという大剣がカリーナに向けて振り下ろされる。

　それを目の端で捉とらえながら、俺は一人離れた場所にいる魔術師に向けて九ミリ弾の三連射を行う。九ミリ弾に脚を撃ち抜かれた魔術師が叫び声を上げて地面に転がり、カリーナに振り下ろされた大剣が地面に跳ねて明後日の方角へ飛んで行く。

　大剣を失った男の両腕から血が流れていた。

　あの一瞬で大剣をかわしながら両腕の腱けんを切断したのかよ。何というか、チンピラたちとの格の違いを見る思いだな。

　魔術師三人の悲鳴が辺りに響き渡る。頼りとした魔術師三人を一瞬で失ったことを理解したチンピラたちの顔面がみるみる蒼そう白はくになった。

「それで？」

　カリーナが先ほどまで威勢のよかったチンピラに問いかけた。

「え？」

「さっき何か言っていたようだけど？」

「忘れました」

　即答し、周囲の仲間たちに話を振る。

「お前ら何か憶おぼえているか？」

　呆あきれたことにチンピラの仲間たちは阿あ吽うんの呼吸で首を横に振った。

「なあ、聞きたいことがあるんだけど教えてくれるかな？」

　こんな連中に時間を費やすのも勿もつ体たいない。さっさと目的の情報を集めることにしよう。

「何でもお答えいたします」

「お前たちもゴブリン討伐の依頼を受けてきたのか？」

「もちろんです」

　チンピラたちは全員カラムの町に登録している冒険者で、二つのパーティーは正式に依頼を受注していた。正式に依頼を受けていなかったのは魔術師三人を擁するパーティーだった。

「で、ゴブリンはどれくらい狩ったんだ？」

「それがさっぱりで」

「具体的な数は？」

「うちのパーティーはゼロです」

　そう言って隣に視線を移すと、隣の男が後を引き継ぐかたちで話し始める。

「俺たち、いえ、私たちのパーティーもゼロです。で、あちらのパーティーが十一匹だったかと……」

　カリーナに両腕の腱を斬られた男を示した。俺は両腕から血を流している男に聞く。

「十一匹で間違いないのか？」

「はい、その通りです」

　言葉は従順だったが、他の連中と違って目に反抗的な光を宿している。俺に撃たれた二人も同様で、隙を見せた途端、反撃しそうだ。

「お前たちのパーティーメンバーを教えてくれ」

　両腕から血を流している男の顔色が変わった。俺は押し黙る男に右手を突きだし、今度は全員に向けて聞く。

「こいつのパーティーメンバーは名乗りでろ」

「そこのあなた、彼のパーティーメンバーを教えなさい」

　カリーナに視線を向けられた男がサクリとパーティーメンバーを教えた。

　魔術師たちのパーティーは全部で四人。一人は水魔法の使い手で回復系の魔法を得意としていた。魔装を使える前衛が二人に回復魔法と攻撃魔法を使う後衛がそれぞれ一人ずつとバランスがとれているパーティーだった。これなら他の冒険者パーティーがゴブリンを一匹も狩れないなかで十一匹を狩っても不思議ではない。不思議ではないが疑惑は残る。

「このなかでトレノ村のゴブリン討伐の依頼を受けた者はいるか？」

　ペラペラとよく喋しやべった男が恐る恐る手を挙げた。

「私のパーティーとそちらの旦だん那なのパーティーです」

　魔術師たちのパーティーと自分たちのパーティーがそうなのだと指さす。

「よく無事だったな？　村が襲われたんだろ？」

　男が言うには、村に到着して十日以上ゴブリンを見かけなかったのでギルドへの報告のため引き揚げたのだという。戻ったのはこの男のパーティー。彼らと入れ違いに魔術師たちのパーティーが村に到着する。それがゴブリンの襲撃が行われる三日前のことだった。

「運がよかったな、一歩間違っていたらゴブリンの集団に襲われていたところだぞ」

「まったくです」

　愛想笑いを浮かべる男から水魔法を使う男に視線を移す。

「それで、お前たちはゴブリンと戦ったのか？　戦ったのならどのくらいの規模だったか教えて欲しいんだが？」

「私たちは村に到着してすぐ、ゴブリンの巣を探すために森へ入りました。討伐を請け負った他のパーティーから十日以上ゴブリンの姿を見ていないことを聞いていたので、ゴブリンの群れが移動した可能性も考えて、森のかなり深い部分まで探索をしていたんです」

　筋は通っている。魔術師四人のパーティーならゴブリンの群れを求めて森の奥深くへ入って行くのも不思議ではないのかもしれない。カリーナに視線で尋ねるが、肯定とも否定ともとれない表情で静かに首を横に振るだけだった。だが俺のなかで「こいつの言うことは信じられない」、と警鐘が鳴る。饒じよう舌ぜつなのも気に食わない。

「探索中にゴブリンに出会ったか？」

「いいえ」

　激しく首を振った。これ以上聞いても得るものはないと判断した俺はカリーナに判断を委ゆだねることにした。

「こいつらどうする？」

「自警団に引き渡すのも手間だし、反省しているならこのまま解放してもいいでしょう」

　たちまちチンピラたちの間から反省の言葉が次々と発せられた。

　ひとまず、この情報をクラウス商会長とジェフリー隊長に知らせることが最優先と判断し、チンピラたちを置いて早々にその場を立ち去ることにした。
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　ベルトラム商会の野営地に戻ると、大だい地ちとアリシアと別れたカリーナはベルトラム商会長のテントへと報告に来ていた。

「トレノ村が盗賊に襲撃される直前まで村にいたパーティーが二つとも今回のゴブリン討伐に参加しているのか……」

　テントのなかでカリーナの報告を聞いたベルトラム商会長が考え込むように押し黙った。

　二人きりの空間にしばしの沈黙が流れる。

「カリーナ、君はどう感じた？」

「魔術師四人組のパーティーは真っ黒です。他のパーティーも含めてあの場にいた冒険者たちは全員疑うべきだと思います」

「口裏を合わせている可能性があるということか？」

「慎重になるべきだと判断しました」

　カリーナの答えにベルトラム商会長が小さく首肯する。

「で、そのことを聞きだしたのはアサクラ殿なのだな？」

「いまから思えば、ゴブリン討伐にきている冒険者たちからトレノ村に関する情報を仕入れるのが狙いで露店をだしたのでしょう」

　トレノ村の襲撃状況を考えればゴブリン討伐にきた冒険者のなかに手引きをした者がいても不思議はなかった。まして盗賊たちと思おぼしき連中のアジトを発見し、ベルトラム商会側の警戒レベルは最大の状態である。

「今夜にも酒場に人を行かせて情報を集めるつもりだったが……、アサクラ殿に先手を打たれたということか」

「申し訳ございません」

　大地の行動は理にかなっていた。そのことを見抜けなかったこと、自分が思い至らなかったことにカリーナは情けなさを覚えて唇を噛かんだ。

「まさか露店をだして冒険者たちと接触を試みるなど、私を含めて誰も想像をしなかったんだ」

　カリーナが気にすることではないと軽く笑って流した。

「それで、接触した冒険者たちの反応はどうだった？」

　トレノ村同様、この村が盗賊の襲撃対象だと疑っていること、ゴブリン討伐にきた冒険者たちのなかに盗賊の内通者がいると疑っていることに気付かれた可能性について聞く。

「この村を盗賊が襲うことを我々が警戒しているというよりも、カラムの町へ向かう道中での襲撃を警戒していると受け取るような情報の聞きだし方をしていました。よほど深読みされない限りは大丈夫でしょう」

　彼女の言葉に安あん堵どしたベルトラム商会長が話題を大地へと移す。

「君から見てアサクラ殿はどうだ？」

「正直、底がしれません」

　そう前置きして話を続ける。

「魔術師としての能力は勿もち論ろんですが、知恵と知識、教養もです。私では推し量れないほどの高い教養を持っているのは間違いありません」

　カリーナは続けて村で買い物をしていたときのことに触れた。

「紙もペンも用いず、頭のなかだけで計算をしていました。その計算はもの凄すごく速く正確でした」

　本人は特別なことではなく当たり前のことのように暗算をしていた。当然、店の者は筆算で正確な数字を導きだすのだが、どの店でも大地が口にした数字が間違っていることはなかった。

「頭のなかで計算か。それは私も感じていたよ。商人でも頭を捻ひねるような複雑な計算や面倒な契約も即座に理解をしていた」

　ベルトラム商会長は、大地と契約書を交わしたときのことを思いだしていた。

　さらにカリーナが言う。

「森のなかで攻撃魔法の練習をしていたときですが、最初はよく分からない計算式らしきものを書いて距離を算出していました」

「計算式で距離を？」

「計算式もやっていることも私では理解出来ませんでした」

　少なくともカリーナの知識よりも遥はるかに高度なことが行われていたことは確かだと告げる。

「その計算式はどんなものか憶えていないのか？」

　記憶を頼りに書き起こせないか迫るが、カリーナは申し訳なさそうに首を振る。

「私には理解出来ませんでしたし、とても記憶に留とどめておけるようなものでもありませんでした」

　大地が用いた計算は三角測量で、それも元となる距離が適当なので導きだした答えもかなりいい加減な数字だ。それでも何も知らないカリーナの目には大学で教きよう鞭べんを執る数学者のように映っていた。そして、その後はよく分からない道具を持ちだし、それを覗のぞき込むことで距離を言い当てていたと告げる。

「つまり、途中から計算が面倒になったか、計算しなくても距離を測定できる道具を持っていることを思いだしたということか」

「そうではないかと」

「やはり別大陸の王族か高位貴族の血筋と考えるべきか……」

　少なくとも高度な教育を受けられる立場にあったのは間違いないだろうとの結論に達した。

「何となくですが、とても裕福で平和な領地を治める高位貴族の跡取りか次男ではないでしょうか？」

「根拠を聞いてもいいかな？」

「全ての事柄を軽く捉とらえるところがあります」

　自分で解決できるかどうかを深く考えずに物事を軽く捉えるところが見受けられた。自分の力で解決してきたというよりも、面倒なことは全て周りの人間が解決し、大地自身はお膳ぜん立だてされた舞台で存分に自分の才覚を発揮してきたようにカリーナには思えた。

　彼女の声音が変わった。

「その上で申し上げます。彼は問題を武力で解決する圧倒的な魔力と、周囲の状況や他者を利用して解決する知恵、我々が知らない遥かに進んだ知識も備えていると判断します」

　キングエイプを討ち取ったときの大地の姿が、冒険者を相手にしたときの余裕のある姿が、森のなかで目の当たりにした攻撃魔法が鮮明に蘇よみがえる。魔術師としての圧倒的な力。それはカリーナの知るどの魔術師よりも優れていた。いや、足元にも及ばない魔術師しか思い浮かばない。

　カリーナの背筋に冷たいものが走った。

　大地が持つ様々なアイテム。目にしたのはほんの一部だが、それだけでもこの国の経済や貴族間の勢力図を揺るがしかねないものだった。カリーナは首を横に振るとそれ以上想像するのをやめた。

「何とも厄介な客人だな」

　口とは裏腹にベルトラム商会長は大地のことを好ましい客人だと考えていた。それはカリーナも感じている。

「アサクラ様に対する対応レベルはさらに引き上げるべきだと思います」

「具体的には？」

「お忍びの王侯貴族かそのお世継ぎと同等の対応がよろしいかと」

　この国において、恐らく最上位クラスの対応をすべきだと告げた。

「理由は？」

　ベルトラム商会長もカリーナの意見に内心では賛成だった。理由も彼のなかでは明確だ。それでも敢あえてカリーナの意見を聞く。

「無属性魔法もアイテムボックスも我が国でもトップレベルです。アイテムボックスにある商品。ほんの一部ですがどれも驚きよう愕がくすべき品物ばかりです。加えて知識と教養も彼の祖国でも最高レベルの教育を受けていると思われます」

　一瞬の躊躇ためらいの後、「それに」とカリーナが続ける。

「我々よりも進んだ魔法文明を持っている国の王族であったとしたら、その影響力は計り知れません」

「国王派のキルシュ伯爵家のご令嬢としては、何としても彼を取り込みたいということですかな？　カリーナ様」

「商会長！」

　カリーナがベルトラム商会長をきつく睨にらんだ。

「すまんな、ちょっとした冗談だ」
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「いまのノイエンドルフ王国のことを考えると命取りになりかねない冗談です。発言には十分に配慮をお願いいたします」

　静かだが有無を言わせぬ口調である。カリーナが伯爵家の娘むすめとしての一面を見せた。

　カリーナとベルトラム商会長の祖国であるノイエンドルフ王国の世情は周辺諸国と比べると安定していた。しかし、それでも火種はある。それが現国王の推し進める周辺諸国との融和を唱える国王派と、軍部の後ろ盾を得た王太子を筆頭とする開戦派の争いである。

「アサクラ殿の祖国での身分はさておき、彼が持つ商品や知識がもたらす経済効果だけでも、どちらの陣営も喉のどから手がでるほど欲しいだろうな」

「彼を取り込んだ陣営は大きな発言力を持つのは間違いありません。しかし、もっとも憂慮すべきは彼が他国へ取り込まれてしまうことです」

　ベルトラム商会長の最も危き惧ぐしていたことをカリーナが口にした。

「最上位の対応をしよう」

　ベルトラム商会長がカリーナの意見を受け入れるかたちで大地への対応レベルを引き上げることを決定した。
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「なあ、なんでまたこのメンバーなんだ？」

　俺の前を歩くカリーナに質問を投げかけた。

　酒場へと向かうメンバーは五人。カリーナをリーダーに俺とアリシア、フリーダさんとデニスのおっさんだ。

「あら、あたしじゃ不満かしら？」

　隣を歩いていたフリーダさんが、突然、科しなをつくる。艶つやのある笑みに心拍数が跳ね上がった。

「え？　いえ、不満とかじゃなくて純粋な疑問です」

「少しでも慣れた人たちの方がいいでしょ？」

「そういう配慮なんですね」

　しどろもどろに答える俺にフリーダさんがクスクスと笑いながら言う。

「デニスさんが気に入らないんだったら追い返すわよ。代わりに綺き麗れいどころを呼んでもいいのよ？」

「それはあんまりだろ」

　デニスのおっさんが大おお袈げ裟さな身振りで抗議する。

「あら、アサクラ様だって、中年のおじさんよりも綺麗どころの方がいいわよね？」

「このメンバーでお願いします」

「ミャー」

　気の利いた言葉を返すことも出来なかった。

「デニスさん、良かったわね。アサクラ様と猫ちゃんのお許しがでたから、大手を振ってお酒が飲めるわよ」

「ありがたいことだぜ」

　デニスのおっさんが「猫に感謝しないとな」、などと夜空を仰ぐのとカリーナが振り向くのが同時だった。

「デニスさんもフリーダさんもＢランクの魔術師よ。二人とも近接戦闘も遠距離戦闘もこなせるわ」

　とカリーナ。

　冒険者のランクはギルドへの貢献度で戦闘力を含めた能力の高さは関係ない。しかし、魔術師のランクは単純に能力の高さで決まる。そして魔術師の能力は一部の例外を除いてそのまま戦闘力に直結する。

　Ｂランクの魔術師ってことはカリーナと同レベルの戦闘力があるってことか。いや、カリーナが得意としているのが風魔法だから、火魔法のように攻撃向きの属性を得意としていたら、こと攻撃魔法に関してはカリーナの上を行く可能性もあるってことだ。

「二人とも凄いんですね」

「まあ、そこそこって程度だ」

「ベルトラム商会の護衛は全員Ｄランク以上の魔術師だから、自分がそこそこって実感も湧かないけどね」

　デニスのおっさんとフリーダさんが苦笑いを浮かべた。

　二人とも褒められるのは苦手なようだ。

「よく分かりませんが、もしかしたらベルトラム商会の護衛ってもの凄すごく強くないですか？」

「戦力としてどうかと聞かれても難しいけどな」

　とデニスのおっさんがはぐらかした。そこへカリーナが割って入る。

「いざとなったらデニスさんに広域の攻撃魔法を撃ち込んでもらって、敵が怯ひるんだ隙に全力で逃げられるから大丈夫よ」

　逃走前提のメンバー構成かよ。

「それが一番確実ね」

「はっきりしてるねー」

　フリーダさんとデニスのおっさんが吹きだした。

「さあ、お喋しやべりはこれくらいにしましょう」

　カリーナが酒場に到着したことを告げた。

「フーッ」

「どうした、ニケ？」

「ニケちゃん、酒場は嫌なのかしら？」

　ニケの威嚇に俺とアリシアが反応した。

　もしかして、ニケのヤツ精霊魔法で目標のチンピラを捕ほ捉そくしたのか？

「チンピラたち、酒場で飲んでたりして」

「ニケちゃんの反応？」

「ニケの野性の勘だ」

　ニケは血統書付きの猫なので野生の「や」の字もない。

　カリーナも信じる様子もなく適当に流す。

「もしその冒険者たちがいたら楽で助かるわ」

「じゃあ、入るぞ」

　真っ先に扉を潜ったのはデニスのおっさん。どこからどう見ても仕事を終えて上機嫌で酒を買いにきた中年のおやじの顔に変わった。その後にヤレヤレという顔でフリーダさんとカリーナが続く。最後が俺とアリシアだ。

「見付けたわ……」

　店に入った途端、カリーナが呆あきれた口調で言った。

「ニケちゃん、賢ーい」

　俺の胸元から顔をだしているニケの頭をアリシアがなでる。

「楽な仕事ねー。それで、間抜けはどこにいるの？」

「で、どこだ？」

　フリーダさんとデニスのおっさんの問いに、カリーナが奥の席で馬鹿騒ぎをしていたチンピラたちを視線で示す。

「あそこで騒いでいるガラの悪い連中です」

「あいつら、怪我がもう治っている」

「水魔法を使う魔術師もいたし、あの程度の怪我なら数分もあれば完治させられるでしょ」

「数分ね」

「ちなみに、あたしが負わせた怪我は三分もかからないで治せるはずよ」

　俺の負わせた怪我が数分かかるってことか。

「たはー。酒はお預けかよ」

　デニスのおっさんが分かりやすく落ち込んだ。この村に酒場は一軒しかない。その酒場で酒を飲む振りをしてチンピラたちが現れるのを待つ作戦だった。それが早々に目標を見付けたのだから酒場で待つ必要はない。

「お酒を買って外で待ちましょうか」

　落ち込むデニスのおっさんの背中に向けて、フリーダさんが実に楽しそうに言った。

　俺たちはお使いを頼まれた体を装って一人一瓶ずつの酒瓶を抱えて外で待つこととなった。

　────酒場の外で特に何をするでもなく待つこと二時間余あまり。ようやく動きだしたチンピラたちを尾行している。

「村をでるわ」

　風魔法でチンピラたちの動向を追跡していたカリーナがつぶやく。

「こんな夜更けに森のなかに入るのか？」

「連絡係との接触だけなら森のなかに入る必要はないでしょ」

　森の外か浅い場所に潜伏している連絡係と接触するか、手紙などの連絡手段を使って村の状況を伝えるはずだとカリーナは踏んでいた。

「ベルトラム商会の護衛は予想したよりも手て強ごわいと伝えるわけか」

「手強いと感じたかどうかは知らないけれど、予定外の戦力が存在したら当然知らせるでしょうね」

　追跡すること十五分ほど、アリシアが緊張した面持ちで声を上げた。

「草原に誰か潜んでいます」

　街道から逸それ、草原を進んでいたチンピラたちが複数人の集団と接触しようとしていると告げた。

「声を拾いたいわね」

「先導します」

　俺たち四人もアリシアの後に続く。一キロメートル走ったところで茂みのなかに身を隠した。俺たち四人も彼女に倣って茂みに身を隠す。

　風魔法で盗賊たちの話を聞いていたアリシアが、

「不味まずいですね……」

　と、ぽつりと溢こぼした。

「何があった？」

「話の様子から自警団側の情報が筒抜けのようです……」

　言葉を濁して再び意識を風魔法に集中する。

　デニスのおっさんとフリーダさんに視線で問いかけると二人は然さもありなんといった体でささやく。

「ゴブリン討伐で集まった冒険者だからな。村の自警団と接触しているのは当然だろうよ」

「随分と隙の多い自警団だこと」

　村の自警団の情報統制なんてその程度かもしれないな。

「ゴブリン討伐に集まってくる冒険者はどの程度の戦闘力なんですか？」

　俺は気になったので確認の意味もあって聞いてみた。

「ゴブリンは数が集まると厄介だが、上位種が確認されない限りは下位クラスの冒険者を集めて人数で対抗するのが普通だな」

「それに最初は討伐と並行して調査が行われるのが通例よ」

　上位クラスの冒険者や過剰な戦力が派遣されることはまずないのだという。下位クラスの冒険者が数十人と村の自警団では盗賊の敵じゃない。

　なるほど、考えたものだ。

　これがゴブリンよりも手強い魔物だったり、ゴブリンの数が異常に多いことが確認されたりすれば派遣される戦力が大きくなる。つまり、派遣される冒険者と村の自警団の戦力が自分たちの戦力を上回らないための「村が警戒する数のゴブリン」というわけだ。

　そうなると、盗賊たちのトレノ村襲撃のあらましが見えてきた。

　ゴブリンを誘導して村の周囲に頻繁に出没させる。

　警戒した村が冒険者ギルドへ討伐依頼をだす。

　討伐に集まった冒険者のなかに盗賊たちの一味がいて、村の警戒具合や集まった冒険者たちの戦力を盗賊の本隊へ伝える。

　本隊が勝てる戦略を立てるなり、勝てると判断したら襲う。

「村全体を襲うのではなく、ベルトラム商会を避けて村の反対側を狙った方がいいと進言しています」

　ベルトラム商会は無傷で村の反対側だけが襲われるのか。あらぬ疑いがかけられそうだな。大手の商会としては避けたいだろう。

「待ち伏せしているのがバレたわけじゃないのね？」

　カリーナがアリシアにささやく。

「いまのところ、警戒をしているだけのようです」

「連中の声をあたしにも聞かせられる？」

「やってみます」

　アリシアがそう口にした途端、俺の耳元で男たちの声がした。

『だから言ってるだろ！　ベルトラム商会の馬車隊が村に留とどまって動く様子がないんだって！』

『それだけじゃねえ──』

『分かってるって、自警団の動きが怪しいって言ってんだろ？』

　チンピラの一人と思おぼしき男の言葉を遮って、別の男の面倒くさそうな声がかすかに聞こえた。

　これも風魔法なのか？

　驚く俺にカリーナが安心するように言う。

「アリシアさんが風魔法で盗賊たちの会話をあたしたちにも聞こえるようにしただけだから」

　俺は無言で首肯して会話に意識を集中する。

『でもベルトラム商会はなんで村に留まるんだ？』

『どうやらトレノ村の襲撃のことでビビっちまってるみたいだ』

『トレノ村？』

『前回やったとこだよ』

『そういや皆殺しにしたんだっけか』

　反省を感じさせない下卑た笑い声が続く。

　件くだんの盗賊で確定だ。

『笑いごとじゃねえ。それでベルトラム商会が動かねえんだぞ！』

『いまさら言ってもしょうがねえだろ』

『で、どうする？』

『ベルトラム商会がいるなら好都合じゃねえか。商会長も一緒なんだろ？　前回の村を襲ったときよりも儲もうけがでかくなるのは間違いない』

　再び男たちの笑い声が耳に届く。

『さっきも言ったが、護衛がヤバい』

『手強いのは二人だけだろ？』

『二人としか戦ってねえが、二人ともヤバい』

『一人はＢランク魔術師だってんだろ？　なあに、こっちにはＢランク魔術師が五人もいるんだ、なんとでもなるさ』

　カリーナクラスが五人もいるってヤバくないか？

「連中の自信の根拠はこれか……」

「人数もいるようだし、手強いかもしれないわね」

　デニスのおっさんとフリーダさん、二人とも深刻そうな表情だ。カリーナに視線を向けると彼女も顔を強こわばらせている。

『実際に戦った身としては連中が動くまでは手出ししない方がいいと思う』

『怖おじ気づいたのか？』

　と何人かの男たちがからかう。

『怖じ気づいたね。女の方もヤバかったがガキの方はもっとヤバい』

『は？』

『何を言ってんだ、お前』

　複数人の男たちがからかうが、それでも俺たちと戦ったチンピラたちは引かない。

『女の方は何をしたのか分かるが、ガキの攻撃魔法がなんだったのか想像も出来ねえ』

『鉛の塊を脚に撃ち込まれた』

『土魔法だろ』

『だとしたら、あのガキの土魔法は俺の魔装を貫いたってことだ。そんな攻撃魔法を使えるヤツはそうはいねえ』

　魔装を展開している魔術師に攻撃を通す方法は二つ。

　一つはカリーナがやったように攻撃武器に魔装を展開して、防御側の魔装を武器の魔装と干渉させて無効化させるなり、弱体化させるなりする。もう一つは、単純に魔装を上回る破壊力で攻撃することだ。

　そして、攻撃魔法や弓矢、投げナイフなどの飛び道具に魔装を展開することは出来ない。つまり、俺の放った攻撃魔法は自分の魔装を貫くだけの破壊力があるのだ、とチンピラは主張しているのだ。

　別のチンピラがさらに言う。

『それにアヒムとエルマーの二人が脚を吹き飛ばされたって話だが、やったのはあのガキで間違いねえ』

『あいつらも油断したもんだな』

　ガキにやられたのかと男たちの間から嘲ちよう笑しようが湧く。

　取り合う素振りすら見せない。

　村に潜入している連中と森のなかに隠れている連中とで温度差が激しい。

「村に潜入している連中の方が格下のようだな」

　デニスのおっさんの言葉にカリーナとフリーダさんが無言でうなずく。

　最後に男たちは明日の昼間に同じ場所で落ち合い、最終決定を伝えると潜入組に告げて解散となった。

　盗賊たちの気配がカリーナの探知範囲の外に出てからタクラ村へと戻るのだった。
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　森に分け入った先、大地たちが発見した盗賊たちのアジト。そこは彼らが予想した通り六十人余あまりの盗賊たちが隠れていた。広い洞どう窟くつのなかに灯ともされた松明たいまつの明かりが男たちの姿を薄うつすらと浮かび上がらせる。

　村に潜入したアレンたちと夜の草原で連絡を取り合った粗暴そうな男が報告を終えようとしていた。村の主要戦力である自警団が北側の入り口に戦力を集中する動きがあることや、自警団の人数と魔術師の数などの大まかな戦力を報告し、

「軽くあしらわれたアレンたちは、その護衛の女とガキにすっかりブルっちまっているようでした」

　最後に潜入組とベルトラム商会の護衛とが接触したときのことを付け加えた。

「Ｂランク魔術師なのは間違いないんだな？」

　落ち着いた雰囲気の壮年の男が聞き返した。

「女の方だけですが、魔術師ギルドの認識票を確認したと言ってました」

「そのＢランク魔術師よりも手て強ごわいガキというのは本当なのか？」

　壮年の男の隣で報告を聞いていた長身の男が、信じられないといった様子で報告した男に聞き返した。

「ヨーゼフさん、あっしも信じられなかったんでアレンのヤツに聞き返したんですが、間違いなくガキの方がヤバいと言っていました」

　アレンたちの魔装を貫いた遠隔の攻撃魔法について再び語った。その口調はアレンたちの言うことを話半分に受け取っているようである。

　だが、話を聞いていたヨーゼフは違った。

「どうします、ボス？」

　落ち着いた雰囲気の壮年の男に問いかけると、続いて、別の男もボスと呼ばれた壮年の男に語りかける。

「ベルトラム商会か……。面倒なのが居座りましたね」

　ボスと呼ばれた壮年の男が無言で考えに浸っていると周囲の盗賊たちの間にざわめきが起きる。

「人数はこっちの方が多いんだし、何とでもなるんじゃないですか？」

「相手はＢランク魔術師だぞ」

「Ｂランクなんざ」

「おいおい、聞き捨てならないな。俺たちのことをそんな目で見てたのか？」

「いえ、そんなつもりじゃ」

「じゃあ、どんなつもりなんだ？」

「やめろ！」

　ボスと呼ばれた男が一言で制止した。

　彼の背後に座っていた頬に傷のある青年が言う。

「自警団が動きだしたっていうのにベルトラム商会が知らん顔ってことはないと思うんだけどなー」

「ペーターもそう思うのか？」

　自分が違和感を覚えた部分を指摘した参謀役の若者を振り返った。ペーターのいたずらっぽい笑顔が彼の目に飛び込んできた瞬間、ハタと思い至る。

「罠わなの可能性があるかもしれないということか……？」

「ベルトラム商会の商会長が馬車隊にいるんでしょ？　噂通りの商会長なら自警団を焚たき付けて罠を張るくらいはやりそうだと思いませんか？」

　ベルトラム商会の商会長であるクラウス・ベルトラムの噂。

　同数の騎士団員とも渡り合えるだけの護衛を有し、正義感が強く拠点としている都市は勿もち論ろん、道々の町や村で起きた揉もめ事や問題の解決に積極的に協力する人格者、というものだった。盗賊たちからすれば鬱うつ陶とうしいことこの上ない人物である。

　ペーターの言葉を受けてボスが報告した男に問いかけた。

「自警団が北側の入り口付近を中心に警戒していて、ベルトラム商会は南側の入り口近くの広場に陣取っているんだったな？」

「はい、アレンたちの報告では」

　確認を待ってペーターが言う。

「自警団が守る北側から僕たちが襲撃したら、南側に陣取っているベルトラム商会の護衛が駆け付けて加勢する手はずなんだろうね」

　若いペーターの意見に耳を貸さない男たちもいた。

「だったらよー。ベルトラム商会の護衛が到着するまでに、奪うだけ奪って逃げる、ってのはどうだ？」

「自警団をぶっ潰つぶして、時間を決めてかっさらうのか？」

「儲けが減るし、ベルトラム商会の護衛が駆け付けるのを気にしながらってのは乗り気しねえなー」

「前の村とは違ってこっちの村は若い女も多いから時間をかけて奪いたいねー」

「いつも通り、返り討ちにすればいいんだ」

　浅慮な男たちの間から笑い声が湧き上がる。

　ボスは瞬時にそれが不可能だと結論づけた。

　普通に考えたら自警団と交戦中に駆け付けるとしても時間がかかる。だが、罠を張っているとしたら短時間で駆け付けられるよう何らかの準備をしている可能性が高い。

　周辺の住民を避難させて自警団が防衛に専念したらどうだ？

　最初から戦力を増強されていたらどうだ？

　どちらから襲撃があっても対応できるように村の中間地点に遊撃隊を配置されたらどうだ？

　ボスの胸中に不安要素が次々と湧き上がる。

　仮に自警団を壊滅させても略奪に夢中になっている仲間たちが統制のとれたベルトラム商会の護衛──、それもＢランク魔術師相手に戦えるとは思えなかった。

　ボスが考え込む間も男たちは好き勝手に言う。

「いっそのこと、ベルトラム商会を襲うか！」

「まとめてヤっちまえば村の金と女だけじゃなく馬車隊の積み荷も手に入るな」

「馬車隊の積み荷とは豪勢だな」

　堪たまり兼ねてヨーゼフが口を挟む。

「ベルトラム商会の護衛とやり合うのはなしだ！　お前らだって手強いって噂くらいは聞いてるだろ？」

　その一言で男たちが静まった。

「Ｂランク魔術師か……、確かに面倒といえば、面倒だよね」

　ペーターが薄ら笑いを浮かべる。

「ペーター、何か考えがあるのか？」

　ボスが聞いた。

「怯おびえていたアレンさんたちの意見はさておき、ベルトラム商会の護衛が優秀だという噂は以前から耳に入ってきている。こっちの損害を最小限に抑えるためにも、真正面からやり合うのは避けた方がいいかな、って」

　ペーターは最後に「でも、やるなら奇襲が望ましいな」と微笑んだ。

「で、具体的にはどうやる？」

　二人の会話に耳を傾けていた者たちの視線がペーターに集まる。

　ペーターが作戦立案の意見をだすときには概おおむねこのような状態になるがそれも最近のことだ。初めて作戦を立案したときなどは二十代前半いう年齢と年齢以上に若く見える外見から聞く耳を持ってもらえなかった。

　それも実績を重ねるうちに変わってきたとはいえ、それでもやはり若造の言いなりになるような感覚があるのだろう、全くもって素直には賛成してもらえない。

　賛成してもらえないのには盗賊たちの理解力の低さもあることを学習していたペーターは、どうかみ砕いて伝えれば賛成してもらえるものかと思案しながら口を開く。

「北側を守る自警団相手でも皆さんの実力なら簡単に勝てるでしょう」

　ペーターの言葉にプライドをくすぐられた男が、上機嫌で北側の襲撃を主張する。男たちの口から発せられる主張はどれも、村や行商人、馬車隊の襲撃を成功させていることから、根底に自分たちの力を過大評価していることがうかがわれた。

　一通り男たちが言いたいことを言い終えたところでペーターが口を開く。

「でもそれは相手が真っ向勝負してくれた場合です。自警団が防衛に専念したら、勝てるにしても時間がかかりすぎます」

「防衛に専念するってんなら、自警団を無視して村を襲えばすむことだろ？」

「そうだ！　村を襲われて慌てて出てきたら自警団をヤっちまえばいい」

　彼ら二人の発言に強気な者たちの発言が続いた。

　相手が自分たちの都合がいいように動くとしか考えられないのかよ、とペーターは内心で毒づきながら言う。

「自警団もバカじゃありません。警戒しているなら夜の間だけでも村人を安全なところ、例えば村の中央付近に集めるでしょう」

「なるほどな。そうなると自警団をぶっ潰したあとで村の中央に陣取っているベルトラムの護衛とやり合うことになるのか」

「戦力を分散するとはバカな連中だぜ」

　バカはお前だ、という言葉を飲み込んでペーターが補足する。

「自警団は守りに徹するでしょう。中央付近で村人を守っているベルトラム商会の護衛が援軍として駆け付けるまでの時間を稼ぐためです」

　防衛に専念する自警団を無力化するのは困難な上、ベルトラム商会の護衛に駆け付けられたら挟撃に遭う、と最悪の可能性を示唆する。

「なら、自警団を無視して無人の家から金目の物をもらって、ベルトラム商会の護衛がくる前に退散すればいいじゃねえか」

「お前がよく口にするリスクってのも、そうなればベルトラムの護衛が俺たちの想定よりも早く到着することと、略奪に夢中になったバカが逃げ遅れるくらいだろ？」

「そこまでのバカはいねえよなー」

　盗賊たちの間から笑い声が上がるなか、そこまでのバカがいるから頭を捻ひねっているんですよ！　と再び内心で毒づく。

「なあに、ベルトラムの護衛が到着したころには、俺たちは影も形もないって寸法だ」

　どこまでも自分の都合でしか予測を立てられない盗賊たちにペーターが補足する。

「村人の家が無人なだけじゃなく、金目の物や食料まで持ち出されていたら得るものは何もありませんよ？」

　ペーターの指摘に腹を立てたのか、一人の男が不機嫌そうに言う。

「じゃあ、南側の入り口からベルトラムの馬車隊を襲撃したらいいじゃねえか」

「南側から仕掛けたらベルトラム商会の護衛と真っ向からやり合うことになります。絶対に自警団よりも手強いですよ」

「真っ向からやり合えばだろ？　なら、奇襲を仕掛けたらどうだ？」

　男の言葉にペーターがほくそ笑む。

「さすがですね。僕も奇襲しかないと思っていたところです」

「お、おう！　そうだろうとも」

「ベルトラム商会の護衛に南側を守る部隊と中央で遊撃隊になる部隊がいる前提で話します」

　機嫌よく笑う男をよそにペーターが奇襲作戦の説明を始める。

　作戦の全容はこうである。

　襲撃目標は村の北側──、冒険者として村に潜入している仲間と呼応して北側を守備する自警団を叩たたく。本当の目的は自警団の戦力を削そぎ、村人の戦意を喪失させること。

「自警団を失い村人の戦意が喪失すれば、残るはベルトラム商会の護衛だけです」

　ペーターは薄ら笑いを浮かべてさらに説明を続ける。

「騎士団が到着する前──、敵が混乱しているうちにベルトラム商会を叩きます」

「ベルトラム商会の護衛をヤっちまえば村の連中なんてどうとでもなるな」

「バカ。ベルトラム商会の馬車隊の方がうまみがあるだろうが」

　沸き上がる盗賊たちを横目にボスが聞く。

「襲撃の第一目標が立てこもる自警団の殲せん滅めつであるという偽情報を意図的に漏ろう洩えいさせればいいんだな？」

「波状攻撃でベルトラム商会の馬車隊を狙っていることも知らせましょう。あとでうまみがあることを知らせておかないと潜入組が略奪に走りかねません」

　ペーターの言葉に苦笑したボスが連絡係の一人に指示をだす。

「アレンたちには明日の夜中に北側の入り口から襲撃すると伝えろ」

「潜入した連中と連絡を取る体で偽の密書を使います」

「密書にはできるだけ詳細に書いておけ」

　盗賊が村に潜んでいる内通者と共謀して自警団の守る村の北側を襲撃し、中央で待機するベルトラム商会の護衛が駆け付ける前に撤退する。後日、孤立したベルトラム商会の護衛を叩き、馬車隊の積み荷と村の財産を奪う。そう書き記した書状を自警団側に渡るようにする計画である。

　一通りの指示を終えたボスが、「続けろ」とペーターに先を促した。

「で、本当の作戦はここからです。目標はベルトラムの馬車隊です。村はいつだって襲えますが、曲りなりにも戦力を分散してくれるベルトラムの馬車隊なんてそうはありませんからね」

　ペーターが「これは千載一遇のチャンスです」と口元を綻ほころばす。

「狙いはベルトラムの積み荷か」

　とボス。

「積み荷はもちろんですが、商会長の拉ら致ちもしたいところです」

　誘拐できるなら身の代金を要求できることを示唆した。

「商会長の顔を誰か知っているのか？」

　盗賊の一人が当然の疑問を口にするが、ペーターがそれを笑みとともに一いつ蹴しゆうする。

「僕が知っています。あとヨーゼフさんもね」

　ペーターの言葉にヨーゼフが軽く手を上げて肯定するとボスが間髪を容いれずに促す。

「面白い、作戦の内容を聞こうか」

「作戦の詳細が書かれた手紙が自警団の手に渡ります。するとどうなると思います？」

　いたずらっぽい笑顔で周囲を見回す。

「ベルトラム商会は中央に戦力を配置しないで、最初から自警団へ増援をだすんじゃねえか？」

「バカ、そこまでお人ひと好よしになれるかよ。精々、中央の遊撃隊を増やすくらいだろ」

　二人の盗賊の反応にペーターはニヤリとした。

「主力部隊を中央に配置して、自分の手元には最も信頼する戦力を置くでしょうね」

　これまでの経験則から貴族や富裕層が戦力を分散するときは概ねそうなることを知っていた。重要なのは手元に置く最も信頼する戦力。

「ベルトラム商会長の近くに残る戦力は判断力に優れ、単独での戦闘力に長たけた者と考えて間違いないでしょう」

「おいおい、ベルトラムの護衛が手て強ごわいと言ったのはテメエじゃねえか。その精鋭と真っ向からやり合うのかよ」

「なので、こちらも精鋭を投入します。それと。あいつらをベルトラム商会の馬車隊襲撃に充てます」

　ペーターが洞どう窟くつの奥へと視線を向けた。すると、釣られるようにボスと周囲の盗賊たちも洞窟の奥を見る。

　無言で身震いする盗賊をよそにボスがペーターを見る。

「切り札を使うのか」

「ええ、出し惜しみをして怪我をしたくありませんからね」

　ペーターの愛あい嬌きようのある笑みが急に酷薄な笑みに変わった。

「大手の商会とはいっても所しよ詮せんは商会の護衛です。主人と馬車、非戦闘員である商会の従業員を守りながらでは、思うようには戦えないでしょう」

　翻って、こちらにはボスと自分も含めて五人のＢランク魔術師がいるのだと自信満々に言った。口には出さなかったが、その五人が歴戦の現役軍人であることもペーターの自信の裏付けとなっていた。

「よし、決まりだ！　襲撃は明日の夜だ」

　ボスの号令に続き洞窟内に盗賊たちの喊かん声せいが響き渡った。




　　　　◇




　ゴブリン討伐を請け負ったチンピラ冒険者とトレノ村を襲った盗賊たちが接触した夜、タクラ村の村長宅で合同会議が行われた。タクラ村側の出席者は村長と村の役職者、自警団の主要メンバー。ベルトラム商会側からはクラウス商会長と側近のロイドさん、護衛部隊の責任者であるジェフリー隊長と情報を持ち帰ったカリーナの四人。

　議題は二つ。

　一つは、俺たちが持ち帰った情報を元に騎士団が到着するまでの間、村の防衛体制をどうするか。もう一つは今後の情報収集についてである。戦力はベルトラム商会の方が上だし、自警団の動きがバレバレなのでタクラ村側の顔を立てるにしても限度があった。

『情報がだだ漏れのタクラ村側に作戦の主導を握られては堪たまったものじゃない』とはクラウス商会長の言だ。

　今頃はベルトラム商会側の主導で作戦会議が進んでいることだろう。

　カリーナとワンセットで動いている俺はアリシアとデニスのおっさん、フリーダさんとともに別室で世間話をしながら待っていた。

「こちらが立案した作戦を受け入れてもらえますかね？」

　デニスのおっさんに聞く。

　合同会議に臨むにあたって大まかな作戦を練っていた。

　現在、タクラ村にある戦力は大きく三つ。

　一つは自警団で、一つはベルトラム商会の護衛、最後がゴブリン討伐にきている冒険者たちである。

　現在、自警団と冒険者が村の北側を守備し、ベルトラム商会が南側の広場に駐留するかたちで睨にらみを利かせていた。この体制と役割はそのままに、盗賊がどちらから攻めてきても対処できるように村の中央付近にベルトラム商会の主力部隊を遊撃隊として配置する。

　中央に配置された戦力なら、南北の入り口だけでなく外壁を乗り越えての襲撃にも迅速に駆け付けることができる。さらに、盗賊が襲撃してきたときの被害を最小限に抑えるため、南北の門に近いところに住んでいる村人には一いつ旦たん、村の中央付近に避難してもらう。

　これがベルトラム商会側の提案した布陣と作戦である。疑わしい冒険者を自警団と共に北側の守備戦力とするのは監視のためだ。

「心配しなくても作戦の主導をするのも俺たちなら、矢面に立たされるのも俺たちってことになるさ」

　とデニスのおっさん。

　達観してるなー。

「タクラ村側としては代案もだせないでしょうから、こちらの案を呑のむしかないわよ」

　フリーダさんがクスリと笑って根拠を示す。

「代案をだす以上、自分たちの戦力を積極的に前線へ配置する必要があるけど、この村にはそれをするだけの戦力がないもの」

　この人もはっきり言うなー。

　そのとき、会議が行われている部屋の方から扉の開く音が聞こえた。

「終わったようね」

「それじゃ、商会長を出迎えに行くか」

　フリーダさんとデニスのおっさんが身を起こし、俺とアリシアがそれに続いた。廊下にでるとちょうどクラウス商会長が部屋からでて来たところだった。

「予定通りだ」

　俺たちの顔を見るなりクラウス商会長が短い言葉を発し、その後ろに続いていたカリーナも無言で首肯する。

　予定通りということなら、俺とアリシア、カリーナ、デニスのおっさん、フリーダさんの五人は、クラウス商会長とともに南側の広場に留とどまり、南側からの襲撃に備えることになる。最も機動力を求められる中央に配置される遊撃隊は、ジェフリー隊長率いる護衛部隊の大半が担当する。

　俺たちは広場に戻ってすぐに迎撃準備を整えることとなった。




　　　　◇




　テントのなかに虫の音と風の音が静かに響く。いつ襲撃してくるとも知れない盗賊たちを待ちながら、敵にいるというＢランク魔術師への対策を考えていた。

　魔装の強度がどの程度かは分からないがデザートイーグルで致命傷を与えられない可能性も考慮すべきだろう。となると、対物ライフルか……。だが、誰がＢランク魔術師か分からない。全員をＢランク魔術師と想定して対物ライフルを連射するのは非現実的だ。アサルトライフルの掃射で先制して、残ったヤツらを対物ライフルで撃ち抜くのが妥当だろうか……。魔装は光と音と空気は通すから、麻酔ガスという手もあるな。

「ミャー、ミャー」

　ニケの鳴き声で思考が中断された。

「どうした？」

　足元で鳴いているニケを見ると、先ほどまで遊んでいた紙を丸めて作ったボールを俺の足元に押しやった。

「またこれで遊びたいのか？」

「ミャー」

　聞くと可愛らしい鳴き声が返ってきた。

　気分転換に相手をしてやるか。

　そのとき、虫の音と風の音だけが流れていたスピーカーから人の会話が聞こえてきた。

「ニケ、ごめん。あとで遊んでやるからな」

　俺はスピーカーから聞こえる会話に耳を傾ける。するとニケもスピーカーが置いてあるテーブルの上に飛び乗り俺と一緒に会話に耳を傾ける。

　スピーカーから聞こえていた会話がほとんど聞こえなくなったところでテントの外から涼やかな女性の声が聞こえた。

「ダイチさん、いいかしら？」

　カリーナだ。声音から焦りが感じられる。

「どうした？」

「ジェフリー隊長たちが襲撃情報を入手したわ。急いでベルトラム商会長のテントまで一緒に来て欲しいの」

「分かった。すぐに仕度する」

　俺はＩＣレコーダーをポケットに突っ込むとニケを抱えてすぐさまテントの外へと飛びだした。

　カリーナとともにクラウス商会長のテントに到着すると、既にアリシアとデニスのおっさん、フリーダさんがいた。

　俺とカリーナがテントに入るとクラウス商会長がすぐに口を開いた。

「盗賊の襲撃は今夜だ」

　断定するような言葉とともに一通の手紙をテーブルの上に叩たたきつけて話を続ける。

「盗賊どもの真の狙いは自警団の壊滅のようだ」

　小一時間ほど前、自警団とともに村の見回りをしていた部隊が物陰に身を潜めている冒険者の一人を捕らえたところ、村に潜入している一味に宛てた手紙を持っていたのだという。それが目の前にある手紙だった。

　クラウス商会長が手紙に書かれている内容を話しだす。

「情けない話だが村の中央付近に遊撃隊を配置することは読まれている」

　盗賊たちの方が一枚上手だったようだと嘆息して話を続ける。

「盗賊たちは全ての戦力を村の北側を守備する自警団の殲せん滅めつに充て、遊撃隊が到着するよりも早く撤退するつもりでいる」

「自警団に的を絞ったということは略奪や誘拐は次回ということですか？」

　とフリーダさん。

「次の狙いは我々だ。自警団と我々の両方を相手にするのは得策でないと判断して各個撃破に切り替えたようだ」

「盗賊らしからぬ作戦ですね」

　訝いぶかしげにそう口にしたデニスのおっさんが、まるでどこかの騎士団か軍隊のように統制がとれていないと失敗しそうだ、とつぶやいた。

「トレノ村の襲撃やここのところ頻発している街道での襲撃事件を振り返れば、騎士団や軍隊とは行かないまでもそれなりに統制がとれていると考えるべきだった」

　クラウス商会長が悔しそうに拳こぶしをテーブルに叩きつけた。

「それで我々を集めた意図は？」

　デニスのおっさんの問いかけにテント内が一瞬の静寂に包まれる。

　静寂のなかベルトラム商会長の号令が下される。

「盗賊どもの思惑通りにさせはしない！　遊撃隊は既に自警団と合流すべく移動している。君たちもすぐに村の北側へと向かい、逆に盗賊どもを殲滅して欲しい」

「承知しました。それで商会長は如何いかがしますか？」

　デニスのおっさんの質問にクラウス商会長が即答する。

「私は商会の者たちとここに残る」

「護衛としてせめて私だけでも残ります」

「商会の従業員も多少なりとも戦える者たちが揃っているから心配する必要はない」

　カリーナの申し出をやんわりと拒む。

「そうです、せめて嬢ちゃんだけでも残ってもらえると私たちも安心して援軍に向かえます」

「商会長、ここはカリーナの提案を受け入れてください」

　デニスのおっさんとフリーダさんの言葉にも、

「盗賊たちのなかにはＢランクの魔術師が五人はいるのだろう？」

　貴重なＢランクの魔術師であるカリーナを戦力から外すのは被害を大きくするだけだ、とクラウス商会長が首を横に振った。

　それじゃ盗賊たちの思惑通りだ。

「クラウス商会長、その前に話があります」

「緊急のことか？」

「はい、緊急のことです。南側の守りを手薄にしてはいけません」

「いまの話を聞いていなかったのか？」

「聞いていたからこそ、です。このままでは盗賊たちの思うつぼです」

　皆の視線が俺へと集中するなか、無線機で受信した南側の入り口へと迫っている盗賊たちの会話の録音を四人の前で流す。

　感度も良好とは言い難い上、会話も途切れ途切れではあったが、盗賊たちが今夜実行される襲撃作戦の本当の狙いが得意げに語られていた。

　ＩＣレコーダーから流れる盗賊たちの会話にクラウス商会長をはじめとし、その場にいた四人の表情が強こわばる。俺の商品に触れる機会が少なかったデニスのおっさんとフリーダさんは何か得体の知れないものを見るような目でＩＣレコーダーに見入っていた。誰もが言葉を発せずにいるなか、聞かせたかった盗賊たちの会話が終わったことを告げる。

「恐らく、これが盗賊たちの立てた計画の全容です」

「これはどういう仕組み……、いや、そんなことはどうでもいいか。この会話はいつされたものなのか教えてくれるか？」

「村の南側に広がる森のなか、街道から一キロメートルから五百メートル入ったところです。森のなかを移動する盗賊たちの会話です」

　そのとき、外がざわついた。

「商会長！　北門付近で戦闘が発生したようです！」

　テントの外から青年の声が響く。

「合図の火の弾丸が上がりました！　間違いありません、自警団と盗賊との間で戦闘が発生した合図です！」

　続く声にカリーナとデニスのおっさん、フリーダさんの視線がクラウス商会長に注がれる。

　指示をだす立場のクラウス商会長が俺を直っ直すぐに見た。

「我々は、どうしたらいい？」

「俺に考えがあります」

　俺はクラウス商会長をはじめとする四人に向けてカウンターとなる作戦を提示することにした。

　俺が示した作戦は単純だ。

　南側から近付いてくる盗賊たちを森と南側の入り口との中間地点で待ち伏せして盗賊たちの側面を突く、というものである。作戦を成功させるためにはこちらが盗賊たちの目もく論ろ見み通りに動いていると思わせる必要があった。

　第一に、南側の広場に残した戦力が北側へ援軍に駆け付けたと思わせる。実際に残った護衛のうち、俺たち四人を除く護衛と俺たちの代わりに護衛に扮ふんした非戦闘員を北側の入り口へと向かわせる。

　第二に、クラウス商会長は広場に残り万が一に備えて警戒していることを知らしめる。

　つまり、クラウス商会長には囮おとりとしての役割を担ってもらう。

　この二つについては盗賊たちにとっても重要事項なのでわざわざ知らせるまでもなく察知してくれるはずだ。そして盗賊たちに奇襲をかける俺とアリシア、カリーナ、デニスのおっさん、フリーダさんの五人は密ひそかに村をでて迎撃地点へと移動する。

「万が一、奇襲に失敗してもクラウス商会長が村の中央へ避難する時間くらいは稼げます」

　俺が作戦を説明し終えるとカリーナが間髪を容いれずに反対した。

「危険すぎるわ」

「盗賊たちが襲撃してくるんだから、危険じゃない作戦なんてありえないだろ？」

「盗賊たちの主力が南側からくるなら、こちらも北側の戦力を急いで呼び戻して南側の入り口で戦うべきでしょ？」

「嬢ちゃん、そいつは無理だ」

「呼び戻すよりも早く盗賊が到着するでしょうね」

「じゃあ、村の中央で迎撃しましょう。中央なら北側の戦力が合流するまでの時間くらいは稼げるでしょ？　自警団はそのまま北側から動かなかったとしても、ベルトラム商会の戦力ならたとえ盗賊が六十人いたとしても、Ｂランク魔術師が五人いたとしても撃退できるわ」

　カリーナが「ね？　そうでしょ？」、とデニスのおっさんとフリーダさんに懇願するような顔で同意を求めた。しかし、デニスのおっさんとフリーダさんの反応は芳かんばしくない。

「そうだな、戦うだけなら、な」

「商会長もその案には賛成しないと思うわ」

　カリーナの言うことも一理あった。だが、被害者となる村人たちのことが抜けている。

　当初、盗賊たちは北側から襲撃してくるとの情報を掴つかんだ。これに対応するために北側の住人たちの避難は完了している。しかし、南側の住人たちはそのままだ。そこへ、盗賊たちを引き入れることになる。

「盗賊たちを無条件に村の中央まで引き込んだら、連中の狙いがクラウス商会長の誘拐から村人たちの財産の略奪と誘拐に変わるだろうな」

　俺がそう言うとカリーナが言葉を詰まらせた。

　普段の冷静な彼女からは想像もできない狼ろう狽ばいぶりだ。クラウス商会長の身に危険が及ぶ可能性で判断力が低下しているとしか思えない。

「盗賊たちの主力を相手に勝算はあるのか？」

　Ｂランクの魔術師が最低でも五人いるのだとクラウス商会長が念を押す。

　確かに魔装は厄介かもしれないが、対処することは可能だ。強力な魔装なら銃弾を通さない可能性もあるだろう。だが、魔装といっても何から何まで防御できるわけじゃない。視認できるなら光は通すだろうし、言葉で意思疎通ができるのなら音を通す。呼吸ができるなら空気を通す。恐らく水や電気も通すだろう。

「秘密兵器があります」

「それは、Ｂランク魔術師五人を擁する六十人からの盗賊を殲滅するだけの広域の攻撃魔法かそれに相当する魔道具があるということかね？」

　俺は自信ありげに映るよう、芝居気たっぷりにうなずく。

「全員を無力化して生け捕ります」

　犯罪者とはいえ、六十人からの人間を、自分の判断と自身の手で殺すのは抵抗があった。生け捕りにして処分はこの国の法に委ゆだねる、それが俺のだした結論だ。

「無力化、だと……？」

　言葉を発したのはクラウス商会長だけだったが、他の三人も彼同様に信じられないと言わんばかりの視線を俺に向けた。

「侮りすぎです！　ダイチさんは物事を軽く考えすぎます！」

　詰め寄りそうな勢いのカリーナを制してデニスのおっさんが聞く。

「六十人の盗賊を殲滅すると言われてもにわかには信じられないが、無力化して生け捕りにする、というのはもっと信じられないな。具体的にどうするのか説明してもらえないか？」

「そうだな、具体的な手段を知りたい」

　とクラウス商会長。

「分かりました。実際に見てもらうのが手っ取り早いんですが……、そういうわけにもいかないので説明します」

　俺は今回用意した秘密兵器の説明を急いで始めるのだった。




　　　　◇




　盗賊の無力化作戦の実行部隊は五人。俺とアリシア、カリーナ、デニスのおっさん、フリーダさんである。

　アリシアが実行部隊に加わることにクラウス商会長が猛反対した。しかし、最後は彼女の「攻撃魔法を放つなら村のなかよりも外の方が良いと思うのですが如何でしょう？」という言葉にクラウス商会長が折れた。

　周囲の反応を見る限り、アリシアが得意とする攻撃魔法は範囲攻撃なのだろう。

　さて、実際の配置だが、俺たちが潜むのは獣人を警戒して風下。

　適度に風が吹いているから匂いだけではなく音もかき消してくれそうね、とはカリーナの言葉。天候もこちらに味方してくれているようだ。

　盗賊たちを迎撃する地点へと到着するなりカリーナがささやく。

「本当に大丈夫なんでしょうね？」

　テントで説明したときは納得したような顔をしていたが、やはり本心では納得しきれていないようだ。口頭で説明されただけの未知の道具。加えて、対人戦の経験が皆無、魔物相手の実戦も二回だけという、俺の戦歴を知っているのだから当然と言えば当然だろう。むしろあの場で納得する振りをしてくれたことの方が驚きだ。

「あの説明だけで納得してくれというのも難しいかもしれないが、クラウス商会長が危険だと判断したら俺を置いて撤退してもらって構わない」

　第一段階の作戦で無力化することができなかった場合、アサルトライフルの掃射で敵を殲せん滅めつする、という二段階の作戦を用意してあることもあの場で説明した。

「私も一緒に残って攻撃魔法を連射します」

　優しく微笑むアリシアが肩を寄せた。

「二人を置いて撤退することなんてできません！」

「俺が残らないと第二段階の作戦が実行できないだろ？」

「第二段階の作戦まではあたしが一緒に残ります。万が一、第二段階の作戦も失敗したら首に縄を付けてでも連れて戻ります」

　そう言うと、プイッと背を向けた。

　俺は仕方がないので彼女の背に向かって言う。

「俺のことは心配いらないよ」

　途端、デニスのおっさんとフリーダさんからたしなめられる。

「腕が立つってのは聞いてるが、自信過剰なのは頂けないな」

「敵を侮るのも感心しないわね。もう少し慎重になりましょう」

　そこへカリーナが続く。

「ダイチさんの魔術師としての能力が高いのは認めますが、実戦経験が少なすぎるのも確かでしょ？　優れた素質のある魔術師が経験不足から格下の敵にやられるというのはよく聞く話です。そんな魔術師に共通しているのは自惚うぬぼれってことよ」

　酷ひどい言われようだ。

「俺の国の有名な言葉に、『彼を知り己を知れば百戦殆あやうからず』ってのがあるんだ」

「それ、どういう意味なの？」

　小首を傾げるカリーナ。

「敵と己の戦力を正確に把握できれば百回戦っても負けることはない、というありがたい言葉だ」

　確かそんなだったと思う。

「ダイチさんは教養がありますね」

「何となく言いたいことは分かるわ」

　とアリシアとカリーナ。

「敵の作戦を把握していることが俺たちにとって最大のアドバンテージだ。そして、敵の作戦を利用して一網打尽にできる兵器もある」

「言いたいことは分かるわ。でも、ダイチさんが軽率なのも確かでしょ？」

　信用ないなー。

　そこへデニスのおっさんが続く。

「最大の不安要素は経験不足だ。経験の少ないヤツは動かなければならないときに動けなくなる」

「そうね。恐怖で足がすくんで実力の十分の一もだせずに死んでいった魔術師や冒険者を大勢見てきたわ」

　そこから始まる説教タイム。勝敗を左右するのは能力よりも経験から得る知識やそれをベースとした知恵だ、と三人に口々に言われた。

　この人たちの目には俺が世間知らずのボンボンに映っているのか？

「確かに経験は少ないかもしれませんが、知識はそれなりにあるつもりです」

　過去の歴史を綴つづった本やドラマ──、それこそフィクションもノンフィクションも含めて戦略や戦術に関する知識は一般的な大学生よりもあるつもりだ。俺のなかではこれから始まる初めての対人戦闘への忌避感や恐怖よりも、自分の持っている知識と地球の武器を試せることによる高揚感の方が勝っていた。

　大丈夫だ。ビビって何もできない、なんてことにはならない。

「来ました。距離は一キロメートルです」

「皆、準備をして！　アリシアさんも身体強化と魔装に魔力を割り振ってください」

　アリシアが警戒の言葉を発すると、すぐさまカリーナの指示が飛んだ。

　魔力の大半を身体強化に振り分けているのに一キロメートル先まで把握できるアリシアの索敵能力の高さに驚かされる。

　一キロメートルか。あとは盗賊たちが射程圏内に入るのを待つだけだ。

「待ってください！　キングエイプが六匹います……！」

　アリシアが息を呑のんだ。

「キングエイプはどの方向だ？」

「まさか、使役しているの？」

　俺とカリーナの言葉が重なった。

　使役？　確か、キングエイプは軍隊でも戦力として利用されている魔物だと言っていたな。

「盗賊の数は六十六人。これに使役されていると思われるキングエイプが六匹います」

　陽動部隊とはいえ北側にそれなりの戦力を割くだろうから南側の戦力は最大で五十人程度と考えていた。盗賊だけでもそれを三十パーセントも上回る人数だ。さらにキングエイプが六匹……。

「不味まずいわね」

　厳しい表情のカリーナにデニスのおっさんとフリーダさんが言う。

「盗賊の数も予想より多いが、キングエイプ六匹は論外だぜ」

「カリーナ撤退しましょう！」

「盗賊たちの速度が上がりました！」

　アリシアの緊張した声が暗闇に響く。

　知識でだが撤退の難しさは知っている。この距離と敵の速度を考えれば足止めなしで無事に撤退できるとは思えない。

「俺が足止めをする。その間にクラウス商会長に知らせてくれ」

　思ったよりも大規模だが、俺の作戦に支障はない。

「バカなことを言わないで！」

「敵の数が増えたなら撃ち込む武器を増やせば良いだけだ。多少人数が増えたところで作戦に支障はない」

「私もダイチさんと残ります」

「アリシアさんまで！」

「私の攻撃魔法は村のなかで使えませんから。それに身体強化を使って追いかけるので簡単に追いつけます」

「ここの責任者はあたしです！　二人ともあたしの指示に」

「距離、七百メートル」

　撤退が不可能な距離まで敵が迫っていることをアリシアが告げた。

「嬢ちゃん、足止めなしで引き返せる距離じゃねえ」

「デニスさんとフリーダさん！　あたしと一緒にダイチさんとアリシアさんのサポートをお願いします」

「分かったわ！」

「ということだ。ダイチ殿、信じてるぜ」

　剣を抜くフリーダさんを背にデニスのおっさんが口を綻ほころばせながら似合わないウィンクをした。

「距離、六百メートル」

　俺たち三人の視線がアリシアの手に集中する。

　アリシアが手のひらを開いて右手を軽く上げた。

　距離五百メートルの合図だ。

　空気が張り詰める。

　隣からカリーナの固かた唾ずを呑のむ音が聞こえる。

　親指が折られて四本の指が立てられる。

　距離、四百メートル。

　鼓動が速まる。

　やけに心臓の音が大きい。

　胸のなかに入っていたニケが心配そうに俺を見上げる。

　距離、三百メートル。

　身体強化により夜目が利くようになったからか、盗賊たちの顔がはっきりと視認できる。

　距離、二百メートル。

　二百メートルってこんなに近いのかよ！

　目と鼻の先じゃねえか！　これ、無力化作戦失敗したらアサルトライフルを用意する時間あるのか？

　指呼の距離に迫った敵を目の当たりにして不安がよぎる。そのとき、アリシアの右手が人差し指だけを立てた。

　射程圏内！

　四人が目をつぶり、耳を塞ふさぐ。次の瞬間、盗賊たちの頭上に発生させた異空間収納ストレージの口から数十発の──、過剰とも思える数のスタングレネードを見舞った。

　スタングレネード、これが今回の秘密兵器。閃せん光こう発音筒とも呼ばれ、非戦闘員が混在する敵を無力化する非殺傷兵器として某国の軍隊で採用されている。激しい閃光と炸さく裂れつ音おんにより一時的に視力と聴力を奪う。どちらも一時的なものだが、視力と聴力を奪われた者たちは為なす術すべもなく捕縛されるだけだ。

　辺りを閃光が覆い、炸裂音が轟とどろき渡る。

　閃光と炸裂音が止むとパニックに陥った盗賊たちの姿が顕あらわとなった。その場にうずくまり、叫び声を上げる者。呆ぼう然ぜんと立ち尽くして仲間の名前を呼ぶ者。

　いましがたまであった不安はどこかへ吹き飛び、再び高揚感が俺の胸の内を支配した。

　カリーナたち四人の肩を軽く叩たたいて、もう目と耳を塞ぐ必要がないことを伝えた。念のため照明弾を撃ち、パニックに陥っている盗賊たちを身体強化なしで視認できるようにする。

「何がどうなったんだ？」

「あれ、盗賊たちよね？」

　デニスのおっさんとフリーダさんがパニック状態の盗賊たちを呆然と見ている傍らでカリーナが真っ直すぐに俺を見た。

「ダイチさん……、あなた、何者なの……？」

「さて、盗賊たちを捕縛しようか」

　俺は先頭に立って悠然と盗賊たちに歩み寄る。

　三人が俺に続くが動きがぎこちない。三人にはキビキビと動いてもらって、盗賊たちを捕縛する予定だったのだが思惑が外れたようだ。

「催涙弾は不要だとは思うけど、行動は制限した方がいいだろうな」

　生け捕りに網を使うのは昔から広く用いられている手段であることを思いだし、捕獲用のネットを使うことにした。

　捕獲用のネット。

　ランチャーからネットが飛びだし、対象に絡みついて身動きをとれなくする防犯グッズである。

「これでダメ押しだな」

　胸元から顔を覗のぞかせるニケに話しかけながら捕獲用のネット数十発を盗賊たちに撃ち込もうとした瞬間、キングエイプの咆ほう哮こうが轟いた。続いて照明弾の明かりの下、一匹のキングエイプが狂ったようにこちらへ駆けだす。

　どうして動ける？　どうしてこちらへ向かってくるんだ？

　疑問が脳裏をよぎり、予想外の出来事に思考が鈍る。

「ダイチさん、下がって！」

　こちらへ向かってくるキングエイプの前にカリーナが躍りでた。続いて、デニスのおっさんとフリーダさんが俺とキングエイプとの間に飛び込んだ。

「こいつら敵と味方の区別なしかよ！」

「無む茶ちや苦く茶ちゃね」

　デニスのおっさんの言うとおり、視覚と聴覚を奪われてパニックに陥ったキングエイプが敵味方の別なく暴れていた。

「ダイチさん、下がりましょう」

　いつの間にか俺の傍らまできていたアリシアが腕を取った。

　彼女の姿と声で急速に頭が冴さえる。

「もう大丈夫だ」

　冷静さを取り戻した俺は周囲の状況をすぐさま確認する。

　カリーナ、デニスのおっさん、フリーダさんがそれぞれ一匹ずつのキングエイプと交戦していた。残る三匹は咆哮を上げて手足に当たるものを無差別に攻撃している。デニスのおっさんが放った火の魔法が突出した一匹を炎で包む。続いてカリーナの剣がキングエイプの脇腹を捉とらえる。しかし、どちらも苦痛の咆哮を上げるが致命傷には至らない。

「このキングエイプ、魔装をまとっているわ」

「こっちもだ。炎に耐えやがった！」

「しまった！　仕留め損ねた！」

　フリーダさんが相手にしていたキングエイプが彼女をすり抜けてこちらへと向かう。

「ダイチさん、来ます」

　緊張した声音のアリシアに力強く返す。

「任せろ！」

　迫るキングエイプに右腕を突きだす。次の瞬間、対物ライフルの発射音が鳴り響き頭を撃ち抜かれたキングエイプが地面を転がった。

　よし、対物ライフルで十分に仕留められる。

　冷静さを取り戻せば、視覚と聴覚を奪われてパニックに陥ったキングエイプなど敵じゃないことが分かった。

「残りのキングエイプも俺が仕留める！」

　致命傷を与えられずに苦戦するカリーナとデニスのおっさんにキングエイプから距離を取るよう促した。

　カリーナがいち早く射線から身をかわす。

　右の肩口と脇腹に傷を負ったキングエイプに狙いを定めて、異空間収納内で対物ライフルの引き金を引き絞る。

　腹に響く轟ごう音おんを残して大口径の弾丸が心臓を抉えぐった。

「一撃……」

　驚きの声を上げるカリーナをよそに続けざまに弾丸を発射する。弾丸は火傷やけどを負ったキングエイプの口へと吸い込まれ、そのまま後頭部へと抜けた。

　あと三匹。

　口のなかに撃ち込んだ弾丸は貫通したが、体表に撃ち込んだ弾丸は貫通できなかった。体表の魔装は思った以上に堅けん牢ろうだと考えた方が良さそうだな。

　右手に設定していた異空間収納の出口を、暴れるキングエイプから十センチメートルの空間に設定し直して、対物ライフルを選択する。

　キングエイプの至近距離で銃声が轟き、左胸に風穴を開けた。

「魔装を容易たやすく撃ち抜いた……」

　隣でアリシアが驚きよう愕がくの声を上げる。

　至近距離なら貫通できる事実に鼓動が高鳴る。しかし、先ほどまでの高揚感はなかった。魔物の命を奪ったことに対する忌避感もない。

　命のやりとりをしている状況で自分が冷静なのだと実感できる。

　あと二匹。

「キングエイプは任せてくれ。カリーナたちは盗賊たちの捕縛を頼む」

「承知！」

　デニスのおっさんが即座に動いた。カリーナとフリーダさんもそれに続く。

　次だ。

　対物ライフルの轟音が響き弾丸がキングエイプの頭部を吹き飛ばした。

　最後の一匹。

　盗賊の一人に噛かみ付いたキングエイプに狙いを定める。

「これで最後だ」

　銃声が轟くと同時に数発の火の弾丸が俺の視界に飛び込んできた。そのうちの幾つかは真っ直すぐに俺へと向かう。

　本能が警鐘を鳴らした。反射的にアリシアを突き飛ばすのが精一杯だった。火の弾丸の一つが俺の左脇腹を掠かすめた。続いてこれまで経験したことのない激痛が襲う。

「イヤー！」

　地面に倒れたアリシアが涙を浮かべて悲鳴にも似た叫び声を上げる。

　魔法攻撃を受けたのか！

　俺は激痛に耐えかねてその場にくずおれた。

「ダイチさん！」

「ダイチ殿！」

「アサクラ殿！」

　三者三様の声が背後から響くなか、制圧したはずの盗賊たちを注視する。

　うずくまる盗賊たちのなかの二人が俺に向けて真っ直ぐに右手を伸ばしていた。

　不味まずい！　狙いが確かなことはすぐに分かった。

　魔装を展開しようとしたが激痛で意識が集中できない。

　恐怖で頭が真っ白になる。

　そのとき、俺の眼前に何者かが飛びだした。

　俺と火の弾丸との間に割って入ったのはアリシアだった。

「やめろ、アリシア！」

　叫んだ瞬間、火の弾丸が爆はぜる音と閃光が広がり、一瞬、視力を奪われるなかでカリーナの声が響く。

「後退して！」

　彼女の声に続いてアリシアの声が耳元でする。

「ダイチさん、一いつ旦たん、距離を取ります」

　俺を担いだアリシアがもの凄すごい速度でその場を離れる。瞬く間に数百メートルの距離が開いた。

「アリシア、怪我は？　大丈夫なのか？　火傷をしていたりしないか？」

「心配してくださりありがとうございます。私なら大丈夫です」

　そう言うと「私の魔装は堅固ですから」と優しげに微笑んだ。

　そうか、俺は魔装の展開を忘れていたのか……。これまでほとんど無意識で展開していたのもあって、今回も特に魔装の展開を意識しなかったのは確かだった。自分の迂う闊かつさに腹が立つと同時に、目の前で行われている予期せぬ戦闘の責任とで叫びだしたい衝動に駆られる。

　それを抑えてアリシアに言う。

「カリーナたちに加勢しよう」

「直撃でないにしても攻撃魔法を受けたのですから手当てをしないと」

「俺なら大丈夫。いまは盗賊たちをなんとかしないと」

「こんな大怪我をしておいて何を言っているのですか！」

　アリシアが初めて怒った顔を見せた。

「ともかく手当てが先です」

　火の弾丸が掠めた脇腹を見た彼女の顔に驚きが浮き上がる。

　そんなに酷ひどいのか？

　痛みを感じなくなった脇腹を見ると、服が焼け皮膚には血がこびり付いているが傷はどこにもなかった。

　治っている？

　何故だ？　身体強化の延長だろうか？　無属性魔法で傷の治療ができるのか？

「ミャー」

　俺のなかに湧き上がる疑問は胸元から顔をだしたニケの鳴き声で解決した。

　水の精霊魔法か。

　水の属性魔法で治療や回復が可能だということは聞いていた。その上位に位置する水の精霊魔法なら火の弾丸が掠った程度の治療も可能かもしれない。

「ニケ、お前か」

「ゴロゴロー」

　感謝の気持ちでニケを抱きしめると、それに応こたえるようにニケも甘えた声をだした。

「ダイチさん……」

　傷があるはずの脇腹から俺の顔へと視線を移したアリシアは、信じられないものを見るような表情である。

「俺なら、大丈夫」

「水魔法も使えるのですね……。それも、高位魔術を……」

　目を見開いて俺を見るアリシアにうなずく。

「あまり得意じゃないけど、な」

「得意ではないって……」

「それよりも盗賊の制圧を急ごう」

　俺は呆ぼう然ぜんとするアリシアとともにカリーナとデニスのおっさん、フリーダさんが戦っている前線へと駆けた。

　カリーナとデニスのおっさんの向こうにいる盗賊たちに意識を集中する。

　まともな反撃をしているのは二人だけだった。二人とも火魔法による攻撃である。残る三人も曲がりなりにも反撃をしているが脅威にはなりそうもなかった。

　攻撃の様子から視力と聴力が元に戻っている様子はない。つまり、視力も聴力も奪われた状態でも何らかの魔法を使ってこちらの位置を感知しているということになる。

　改めてＢランク魔術師の恐ろしさを思い知る。

　だが、それもここまでだ。

「カリーナ！　デニスさん、フリーダさん。迷惑をかけましたが、あとは俺がまとめて制圧します！」

「ダイチさん、無事だったのね！」

　カリーナが驚きと安あん堵どがない交ぜとなった表情を浮かべる。彼女に続いて振り向いたデニスのおっさんとフリーダさんも目を見開いていた。

　そんな三人の脇を駆け抜けて盗賊たちに迫る。

　盗賊たちの放った不可視の攻撃魔法が左脚を掠めるが軽い衝撃が伝わる程度。速度の遅い攻撃に至っては視認して回避できる。

　よし、落ち着いているし、身体強化も魔装も万全だ。

「万が一、死んでも恨まないでくれよ！」

　攻撃魔法を仕掛けてくる盗賊の腕に右手を押し当てると、異空間収納越しにゼロ距離から対物ライフルを撃ち込んだ。重苦しい銃声が轟とどろき男の腕が吹き飛び、激痛に苦しむ男の身体が地面を二度、三度と跳ねながら転がる。

　対物ライフルを至近距離から撃ち込まれても生きていることを確認した俺は、残る四人にも同じように銃弾を撃ち込んで無力化を図った。

「傷は！　傷は大丈夫なの！」

　我に返ったカリーナが泣きそうな顔で俺の脇腹を覗のぞき込む。彼女を安心させるためにも、できるだけ何でもないことのような顔で言う。

「治ってる」

　安堵の表情を浮かべるとアリシアへ視線を向けて聞く。

「アリシアさんが治癒してくれたんですか？」

「いいえ、ダイチさんがご自分で治しました」

「自分で……？」

　静かに首を振るアリシアから再び俺へと視線を戻した。

「ちょっと油断したが、水魔法で治療したから問題ない」

「問題ないって！　何をバカなことを言ってるのよ！」

「いや、本当だって」

　攻撃を受けた痕こん跡せき──、焼けた衣服と皮膚にこびり付いた血だけとなった部分を見せた。

「な、傷なんてないだろ？」

「本当に……。どれだけ心配したと思っているのよ！」

　心配する表情が消え、残っているのは怒りだけである。

「その、ごめん」

　そこへデニスのおっさんとフリーダさんが駆け寄る。

「痴話喧げん嘩かはその辺にしてさっさと盗賊たちを捕らえるぞ」

「色々と聞きたいことや言いたいことはあるけど、いまは盗賊を捕らえるのが先ね」

　二人の言葉にカリーナが頬を染める。

　盗賊を捕らえるのをそっちのけにして俺の説教を始めたのを恥じたのか、痴話喧嘩とからかわれたのを照れたのか、気になるところだがそれは後回しだ。

「そうそう、盗賊たちの視力と聴力が戻る前に縛り上げようか」

「分かったわ。お話はあとでゆっくりとね」

　そう言うと俺の横をすり抜けて盗賊たちの方へと歩を進める。

「私も怒っていますからね」

　カリーナと入れ替わるようにアリシアが俺の隣に並んだ。

「え？」

「怒っています」

　いまにも泣きだしそうな顔でアリシアが静かに繰くり返した。

「ごめん」

「泣きそうになりました」

　泣いていたよ、とは言えない。

「反省してます」

「もう、心配をかけないでくださいね」

「約束するよ」

　カリーナたち三人が次々と盗賊たちを拘束するのを横目に静かに怒るアリシアにひたすら謝り続けていた。

　いや、反省をしていた。

『彼を知り己を知れば百戦殆あやうからず』とはどの口で言ったのか……。
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　敵のことなんて何も分かっていなかった……、調子に乗って分かっている気になっていただけだった。Ｂランク魔術師の力を舐なめきっていた。魔装の展開を忘れるという愚行をおかした。火の弾丸が脇腹を掠かすめた瞬間、頭のなかが真っ白になった。あの瞬間を思いだすだけで背筋に冷たいものが走り、全身に嫌な汗が噴きだす。

　生き残った盗賊たち──、三十人余あまりの盗賊たちの拘束を終えたカリーナたち三人が戻ってきた。戻ってくるなりデニスのおっさんとフリーダさんが口を揃えて俺のことをこれでもかと褒める。

「キングエイプの魔装を一撃で撃ち抜くとは恐れ入ったぜ」

「本当、目を疑ったわ」

　褒められても嬉うれしくない。まるで褒め殺されている気分だ。パニック状態のキングエイプが攻撃してきたところで気を引き締めるべきでした。魔装をまとったキングエイプに自分の攻撃が通用すると分かって調子に乗ってしまいました。

「盗賊を無力化すると言っていたが、まさか本当に全員を無力化するとはな」

　キングエイプは無力化出来ませんでした。それどころかパニック状態になって暴れ回るなんて予想外の出来事です。

「Ｂランク魔術師でさえ苦し紛れの攻撃魔法しか使えなかったのよ。本当、驚いたわ」

　キングエイプとＢランク魔術師まで含めて無力化するつもり、いや、無力化したつもりになっていました。ごめんなさい。あまりにも迂う闊かつでした。

「半数の動きを短い時間封じ込めるくらいだろうと思っていたから驚いたわよ」

　フリーダさんが興奮気味に俺に言った。

　期待していなかったんですね。正解です。

「その残ったＢランク魔術師も瞬く間に制圧してしまうんだから驚きだよな」

「本当よねー。あたしたちが攻めあぐねていたところに颯さつ爽そうと舞い戻って瞬時に制圧。格好良かったわよ」

　お願いします、それ以上褒めないでください。

　傍らにいたアリシアが小声で「ファイト！」と励ますが、その引きつった笑顔が追い打ちをかける。穴があったら入りたい心境だ。

「俺が女だったら惚ほれてるぞ」

　なあ、嬢ちゃん。とデニスのおっさんがカリーナに話を振るが、彼女はそのからかう言葉を聞き流す。

「確かに素晴らしい手際だったけど油断したのは確かよね？」

「なあに。ダイチ殿にとっちゃ、あの程度の傷はものの数じゃないんだ。油断したうちには入らないさ」

　すみません。言い訳できないほどに油断していました。ニケがいなかったら今頃は死んでいたかもしれません。

　俺は腕のなかで寛くつろぐニケを抱きしめた。

「そう、それよ！　あんな高位の水魔法が使えるのを最後まで隠しておくなんてあんまりじゃないの？」

　恨めしそうに言うカリーナをデニスのおっさんがなだめる。

「嬢ちゃん、そう言うなよ。冒険者や魔術師が手の内を明かさないのはこの国でも一緒だろ？」

　この国に限らず、周辺諸国を含めて魔術師や冒険者は手の内を明かさない。もちろん、自身の力をある程度知らしめないと侮られるし、条件のよい仕事に就けないので隠すといっても切り札となる能力だけのことが多かった。俺の場合、その切り札が高位の水魔法だったのだろう、と言ってデニスのおっさんがニヤリと笑う。

「それはそうなんだけど……」

「その、色々と言えないことが多くてごめん」

　釈然としないカリーナに言葉を濁して適当にごまかす。

「まあいいわ」

　カリーナはそう言うと拘束した盗賊たちに向き直る。

「いまからあなたたちを村にある南側の広場へ連行します。連行するのはあたしたち五人だけなので、手向かったり逃走しようとしたりしたら容赦しません」

　今度は命がないぞ、と睨にらみ付けた。

　盗賊たちもすっかり戦意を喪失したようで、手向かうつもりもなければ逃走するつもりもないと口々に言った。




　　　　◇




　騎士団が到着したのは盗賊たちを捕らえてから四日後のこと。

　その間、自警団が中心となって盗賊たちの尋問をした。

　予想通り、ゴブリンが異常発生したように見せかけたのは盗賊たちの仕業だった。もう一つの予想。盗賊たちがあまりに統制がとれているので、どこかの領主軍か他国の軍が盗賊を装っている可能性を疑っていた。しかし、こちらについてはまったく掴つかめなかった。それでも五人のＢランク魔術師を筆頭に何人かの盗賊が他国から流れ込んだ者であることは突き止めた。

　クラウス商会長曰いわく。

『ダメな領主の配下なら尻尾しつぽを掴ませただろうが、他国の軍となればそう上手うまくはいかないだろう』

　つまりは、Ｂランク魔術師以下の何人かは他国の軍人が国境付近の治安を乱すために送り込まれた可能性が高いということである。平和な国だと思っていたが国境付近はそれなりにキナ臭そうだ。

　揺れる馬車のなかで物思いに耽ふけっていると、いままで昼寝をしていたニケが大きな欠伸あくびとともに目を覚ました。

「おはよう、ニケちゃん」

　とアリシア。

「よく寝てたな」

「ミャー」

「今夜は宿屋に泊まれるはずだから、久しぶりにゆっくりと寝られそうだな」

　昼夜問わず眠りたいときに眠るニケに語りかける。

「ゴロゴロー」

　甘えてのどを鳴らすニケをなでていると、明かり取りの窓の外に騎乗したカリーナが近付いてきた。

「ダイチさん、カラムの町が見えたわ」

　俺は窓から顔をだして彼女の指さす方に視線を向ける。まだかなりの距離があるが丘と丘の狭間はざまに防壁が見えた。

　ここからでもタクラ村との規模の違いが分かる。

　胸が高鳴り自然と口元が綻ほころぶ。

「ここからじゃよく分からないけど、大きな町なんだよな？」

「国境付近の町では二番目の大きさよ」

　国境付近で最も大きい都市は商業都市であるバイレン市で、カラムの町からは馬車で東へ二十日間ほどかかる距離にある。駆け出しの商人が商売を始めるには町の規模や立地を考えてもカラムの町が手頃だろう。

「あたしたちは十日後には王都に向かうわ」

　ベルトラム商会の馬車隊はカラムの町に十日間滞在し、その後二十日間かけて王都へと向かう。クラウス商会長が同行を約束したのはカラムの町までだったが、王都まで一緒にこないか、と誘われていた。

　同時にアリシアからはカラムの町に留とどまれないか、と誘いを受けている。

　俺が無言でいると、カリーナが再び口を開いた。

「ダイチさんはどうするか決めた？」

　その質問にアリシアが不安そうな表情を浮かべたが、

「当初の目的通り、カラムの町で自分の店を持とうと思う」

　直すぐに穏やかな笑顔へと変わる。

「初めてお目にかかったときも複数の国と交易ができそうな都市にお店をだしたい、と言っていましたね」

「そう言えばそんなこと言ってたような気もするわね」

　確かそんな設定を作っていたな。

「いよいよ夢がかないますね」

　アリシアが自分のことのように嬉しそうに言った。

　開業したあとは販路を拡大し、魔力のない人たちでも利用できる地球の道具をこの世界に広めるつもりだ。しかし、それにも限界はあるだろう。

　まあ、その辺りのことは追い追い考えるとするか。

「大きな夢ね。応援しているわ」

　カリーナがどこか寂しそうに言った。

「当面は露天商だけどな」

「また露天商？　次はどんなとんでもない商品を売るつもりなの？」

　彼女が無理やり笑顔をつくる。アリシアはというと、カリーナに気を遣って穏やかな笑みを浮かべるだけで何も言わない。

「カリーナとクラウス商会長に了解をもらった商品を中心に売るつもりなんだけどなー」

「その『中心に』、というのが怪しいのよね」

　ここまでの道中、数十種類の商品をクラウス商会長だけでなくアリシアとカリーナにも見せていた。そのなかで、カラムの町で販売しても問題なさそうな商品は確認済みである。

「信用ないなー」

「あら、信用があると思っているの？　心配で目が離せないのに？」

　カリーナはいたずらな笑みを浮かべると「アリシアさんもそう思いますよね？」と同意を求めた。するとアリシアもクスリと笑って言う。

「小さな子どもみたいなところがありますからね」

「小さな子どもはあんまりじゃないか？」

「小さな子どもの方がマシです」

「ダイチさんよりも無む茶ちやはしませんからね」

　カリーナとアリシアが楽しげに笑った。

「ベルトラム商会も十日間は町にいるんだろ？　その間、アリシアと一緒に露店の手伝いをしながら色々と教えてもらえると嬉うれしいな」

　ベルトラム商会が滞在する十日間、カリーナたち護衛は休暇となる。その間の何日かでも一緒に過ごしたいと頼んでみた。

「美味おいしいお菓子を食べさせてくれるならいいわよ」

「私もお菓子を頂けると嬉うれしいです」

　二人の少女が可愛らしくはにかんだ。








あとがき






　青あお山やま　有ゆうです。

　この度は『無敵商人の異世界成り上がり物語　～現代の製品を自在に取り寄せるスキルがあるので異世界では楽勝です～』をお手に取って頂き誠にありがとうございます。本書は私にとって十五冊目となる本です。

　はじめて私の本をお手に取られた皆様、はじめまして。これを機会にお読み頂ければ幸いです。二度目以降となる皆様、またお会いできましたこと大変嬉うれしく思います。




　さて、本作品のみどころです。

　愛猫のニケと共に異世界に迷い込んだ平凡な大学生である主人公・朝あさ倉くら大だい地ち。迷い込んだ異世界は剣と魔法の世界。

　地球では平凡な大学生に過ぎなかった主人公ですが、異世界よりも遥はるかに進んだ地球の現代知識とチートスキルを持つ彼は異世界の人々からすれば傑物。

　その知識とチートスキルは本人が思う以上に周囲へ大きな影響を与え、主人公を事件の渦中へと誘いざないます。

　そして主人公の行動は異世界の人々の価値観そのものを変えていきます。

　意図せずに風雲を巻き起こす朝倉大地の物語をお楽しみ頂ければ幸いです。
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